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●募集について
臨床研修

●令和６年度研修医募集定員：50 名
●令和５年度研修受入数：１年目：16名　 •２年目：24名
●処遇：��• 基本給：約 320,000 円（臨床研修手当含む）（初年度）　� • 退職手当有�

�• 年間概算支給見込額：3,960,000 円（初年度）�
�• 宿舎貸与有　　 •各種保険有�
�• 講習会等参加費、学会及び研究会に係る旅費等の支給制度あり

●研修医の募集及び採用の方法：�• 募集方法：公募�
�• 選考方法：面接・試問�
�• マッチング利用の有無：有�
�• 提出書類：研修医採用申請書

●�病院見学について�
随時受け付けておりますので、e-mail または電話でご希望の日時をご連絡ください。

●診療科ごとの入院患者・外来患者の数（令和４年度実績）
診療科名 新 入 院

患 者 数
平 均 在
院 日 数

新患外来
患 者 数

１日平均外
来 患 者 数

年間外来
診療日数

常　勤�
医師数 指導医数

第 一 内 科 2,308 12.3 2,490 158.2 243 40 15
第 二 内 科 1,110 11.1 1,368 90.9 243 25 10
第 三 内 科 664 23.3 977 116.5 243 25 11
小 児 科 758 12.7 1,039 50.1 243 22 13
精 神 科 144 49.0 753 84.8 243 17 5
皮 膚 科 285 13.6 1,339 76.4 243 19 4
放 射 線 治 療 科 135 10.4 375 69.5 243 9 3
第 一 外 科 890 13.7 493 45.2 243 19 8
第 二 外 科 623 12.8 498 30.5 243 15 7
脳 神 経 外 科 410 29.1 755 32 243 14 5
整 形 外 科 820 16.8 1,596 91.9 243 22 10
産 科 婦 人 科 1,373 8.4 1,235 109 243 21 7
眼 科 1,023 5.8 1,946 94.6 243 13 5
耳 鼻 咽 喉 科 653 13.1 1,324 76 243 21 8
泌 尿 器 科 824 9.6 1,016 52.7 243 14 9
麻 酔 科 0 - 130 12.3 243 20 7
形 成 外 科 215 8.3 470 15.5 243 8 3
腫 瘍 内 科 385 11.7 172 21.1 243 6 1
高 次 脳 機 能 科 0 - 106 4.2 243 - -
放 射 線 診 断 科 0 - 674 3 243 15 7
病 理 診 断 科 0 - 0 0 243 9 3
歯 科 口 腔 外 科 297 6.7 2,601 51.1 243 13 3
救 急 科 0 - 246 1.6 365 5 2

※医師数は令和５年４月１日現在

●救急患者受入人数（令和４年度実績）� 8,084 人
●学会認定施設の状況（主なもの）
�• 日本内科学会認定医制度教育病院
�• 日本小児科学会小児科専門医制度研修施設
�• 日本皮膚科学会認定専門医研修施設
�• 日本外科学会外科専門医制度修練施設
�• 日本整形外科学会専門医制度研修施設
�• 日本産婦人科学会専門医制度専攻医指導施設
�• 日本眼科学会専門医制度研修施設
�• 日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
�• 日本泌尿器科学会専門医基幹教育施設
�• 日本脳神経外科学会専門医認定制度認定基幹施設
�• 日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関
�• 日本麻酔科学会認定麻酔科認定病院
�• 日本病理学会研修認定施設
�• 日本救急医学会救急科専門医指定施設
�• 日本リハビリテーション医学会研修施設
�• 日本口腔外科学会専門医制度指定研修施設
�• 日本消化器病学会専門医制度認定施設
�• 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設
�• 日本呼吸器学会認定施設
�• 日本血液学会認定血液研修施設
�• 日本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設
�• 日本糠尿病学会認定教育施設
�• 日本腎臓学会研修施設
�• 日本肝臓学会認定施設
�• 日本神経学会専門医制度教育施設
�• 日本消化器外科学会専門医修練施設
�• 呼吸器外科専門医基幹施設�
（日本呼吸器外科学会・日本胸部外科学会）
�• ３学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設�
（日本胸部外科学会・日本心臓血管外科学会・日本血管外科学会）
�• 日本小児外科学会専門医制度教育関連施設
�• 日本呼吸器内視鏡学会専門医制度認定施設
�• 日本リウマチ学会教育施設
�• 日本消化器内視鏡学会専門医制度認定指導施設
�• 日本気管食道科学会認定専門医制度研修施設
�• 日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医制度研修施設

�• 日本核医学会専門医教育病院
�• 日本透析医学会専門医制度認定施設
�• 日本ペインクリニック学会専門医指定研修施設
�• 日本乳癌学会認定医・専門医制度研修施設
�• 日本婦人科腫瘍学会専門医制度指定修練施設
�• 日本生殖医学会生殖医療専門医制度認定研修施設
�• 日本臨床腫瘍学会認定研修施設
�• 日本周産期・新生児医学会周産期専門医
制度指定施設（新生児）
�• 日本臨床細胞学会教育研修施設
�• 日本小児神経学会小児神経科専門医制度研修施設
�• 日本精神神経学会精神科専門医制度研修施設
�• 日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
�• 日本感染症学会研修施設
�• 日本医療薬学会がん専門薬剤師研修施設
�• 日本集中治療医学会専門医研修施設
�• 日本臨床薬理学会専門医制度研修施設
�• 日本脳卒中学会認定研修教育病院
�• 日本 IVR学会専門医修練施設
�• 日本肝胆膵外科学会高度技能専門医修練施設A
�• 日本高血圧学会専門医認定施設
�• 日本手外科学会認定研修施設
�• 日本頭頸部外科学会認定頭頸部がん専門医
指定研修施設
�• 日本形成外科学会専門医制度研修基幹施設
�• 日本小児血液・がん学会認定小児血液・
がん専門医研修施設
�• 日本周産期・新生児医学会周産期専門医
制度指定認定施設（母体・胎児）
�• 日本心血管インターベンション治療学会
研修施設
�• 日本がん治療認定医機構認定研修施設
�• 日本産科婦人科学会専門研修基幹施設
�• 日本放射線腫瘍学会認定施設
�• 浅大腿動脈ステントグラフト実施施設

　本院は、国の一県一医科大学構想に基づき昭和48年に医学部が設置さ
れ、山形県の医療の中核病院として昭和51年に開院しました。
　（１）診療科間の垣根を取り払った適切な医療の提供、（２）情報開示
に努め社会に開かれた病院、（３）個々の患者さんに適した先進医療の 
開発・導入、（4）厳しい倫理観を持った創造的な医療人の育成を理念と
して、地域医療の向上を目指しています。
　病床数は6３7床で、第３次救急医療機関として指定を受け、東北地区
の国立大学法人附属病院の中ではトップクラスの１日に６〜７台の救急
車を受け入れるなど、地域住民への医療サービスの提供を図っています。
　高度先進医療としての承認は、現在２0件あり、世界最先端の医療の開
拓にも力を入れています。また、高度先進医療に加えて覚醒状態での脳
腫瘍手術、切断された７本の指の縫合手術など、全国レベルでもトップ
クラスの実績を持つ診療科も多数設置しています。
　平成１4年度には、日本医療機能評価機構のVer.4を全国の大学病院で
２番目に取得、令和元年度に同機構の一般病院３の認定を受けており、
本院は第３者機関から、高度の医療の提供、高度の医療技術の開発・評価、
高度の医療に関する研修を実施する病院または準ずる病院として認めら
れました。
　現在では、山形県内の公的病院において山形大学卒業の医師が占める
ようになってきており、県内の多くの病院で活躍できる状況ができてい
ます。
　平成１7年度から、①患者中心の医療を提供 ②高度先進医療の提供
③教育研修機能の充実による医療水準の向上 ④医療・療養・労働環
境の改善 ⑤病院経営の健全化を整備計画の目標とし、６床室から 
４床室へ、HCU・臓器別疾患センターの設置等、病院の再整備に向けた
工事が始まり、平成２２年度に病棟が開院しました。
　また、平成２0年度には、国の「グローバルCOEプログラム」に申請した

「分子疫学の国際教育研究ネットワークの構築」が採択されました。医学
系でこの事業に申請があったのは、全国6２大学7２件で、採択されたのは
１３大学、１4件でした。この採択は、日本有数の医学研究拠点が山形の地
に形成されることを意味し、山形大学が実力ある大学として全国に認め
られたという確固たる証です。
　さらに、本院では全ての医療について遺伝子を基にした患者さん一人
ひとりに合わせたオーダーメード医療（ゲノム医療）の実現を目指してお
り、令和元年９月１9日付けで厚生労働省から「がんゲノム医療拠点病院」
の指定を受けました。地域の拠点病院として、県内の医療機関と連携し、
県内一円のゲノム医療に寄与出来るよう体制を整備し、より確度の高い
医療を実践する先端的な病院となることを目指します。
　加えて、平成１7年から重粒子線治療装置の導入計画の策定を始めて
きました。令和２年１２月に「東日本重粒子センター」を開所し、令和 
３年２月より同センターでの重粒子線治療を開始しております。同施設
は、重粒子線がん治療の未来を見据えた「次世代の重粒子線がん治療シ
ステム；山形モデル」の研究開発に取り組んできたものです。
　国の指針である「最先端医療技術の海外展開」にも直接リンクする事業
として注目されており、国内のみならず海外医療施設とも積極的にコン
タクトしながら、大学である特色を活かし、重粒子線がん治療の技術向
上と、医療・技術両面の人材育成や共同研究などを行っていきます。

国立大学法人　山形大学医学部附属病院 病 院 長：土谷　順彦
病 床 数：637【一般：601／精神：36】
医 師 数：372
診 療 科 目：�内、精、循、小、外、整、脳、心、皮、泌、�

産、婦、眼、耳、放、歯口、麻、形、リ、病、救

●�問い合わせ先�
山形大学医学部附属病院　総務課卒後臨床研修担当係�
tel.023-628-5017　fax.023-628-5019�
E-mail：yu-sotsugo@jm.kj.yamagata-u.ac.jp〒990-9585　山形市飯田西2-2-2　http://www.id.yamagata-u.ac.jp/

●プログラムについて
臨床研修

・基本的な診療能力の獲得；First�AidとPrimary�Care
・たすき掛け研修（必修科、希望科とも大学病院と協力型研修病院の両方で研修可能）
・充実した指導・教育体制
・研修に最適な環境・設備（最先端の医療機器、レジデントハウス、24時間保育所等）

●研修スケジュール例
山形大学医学部附属病院卒後臨床研修プログラムA

１年目・順不同 ２年目・順不同
内　科 内　科 救　急 希望科 地域医療 外　科 小児科 産婦人科 精神科 希望科 希望科 希望科

（大学・協力病院） （大学・協力病院）
３ヶ月 ３ヶ月 ３ヶ月 ３ヶ月 １ヶ月 １ヶ月 １ヶ月 １ヶ月 １ヶ月 １ヶ月 ３ヶ月 ３ヶ月

特色：�必修分野以外についてはすべて自由選択科目とすることにより、早い時期から将来専門とする診療科を中心に関連の診療科での研修を行うことができるプロ
グラムである。

山形大学医学部附属病院卒後臨床研修　外科重点コース
１年目・順不同 ２年目・順不同

外　科 内　科 内　科 救　急 地域医療 小児科 産婦人科 精神科 外　科 希望科
（大学・協力病院） （大学・協力病院）

３ヶ月 ３ヶ月 ３ヶ月 ３ヶ月 １ヶ月 １ヶ月 １ヶ月 １ヶ月 ６ヶ月 ２ヶ月
特色：�将来外科を専門とする人のためのコースで、１年目については、原則最初の３ヶ月間で外科を研修した後、必修分野を研修する。２年目については、研修修

了後を見据えて、その研修期間の殆どを外科の研修に充てることができるプログラムである。
　　　※重点コースについては、外科のほかに、救急・麻酔重点コース、小児科重点コース、産科婦人科重点コース、地域医療重点コースがあります。

●指導医・研修医等からのメッセージ
◎第一内科：井上　純人
　山形大学医学部附属病院は、研修医が臨床研修を行う上で理想的な環境があると考えております。院内
には各専門の医師がおり、常に専門の垣根なく議論をしながら医療を進めていくブロセスに参加すること
ができます。大学病院臨床研修センターでは研修医の研修だけでなく、生活面、待遇面など様々な要望を
汲み上げる仕組みを作り、多くの成果を上げております。
　研修医の皆さんに是非取り組んでほしいことを挙げます。
　上級医の技術、論文、学会と多くの見間に触れて、多くの知識を得て下さい。
　見るだけでなく自分でやることで自分の技術として下さい。
　誰かに教えることで自分の知識として下さい。
　主治医として責任を持って議論に参加して下さい。
　研修医の皆さんには、学術や生活のことなど、より良い研修環境は誰かに与えられるものではなく、皆
さんの取り組みによっても大きく変わっていくものであることをぜひ知って頂ければと思います。皆さん
の新しい力が、当院の医療をより良くする力になってくれることを期待しています。

◎研修医（２年目）：渡部　尚輝（プログラムＡ）
　大学病院で初期研修をする上で良い点は二つあると思います。
　一つ目は幅広く学べる環境が整っている点です。大学病院ですので専門性の高い症例や最先端の治療を
間近で経験出来ます。
　また、指導医の先生方は研修医へ対しての指導が熱心な方も多いので色々学ぶことが出来ます。
　二つ目は柔軟性を持たせた研修が出来る点です。山形大学の初期臨床研修プログラムではたすき掛けと
いう制度があり、関連病院でも研修を行うことが出来ます。
　他の病院で研修を行うことで、大学病院では経験しにくいcommon　diseaseを多く経験出来たり、やら
せてもらえる手技等も変わってきます。
　いつもとは違う環境に身を投じることで新たな視点で医療について考えたり、視野を広げたり出来ます。
　以上二つの点で、大学病院で研修することをオススメしますし、同期が多い等、他にも良い所がたくさ
んあります。是非一緒に山形大学で働きましょう！

●常勤勤務医師紹介（指導医・上級医）

診療科等 役職 氏名 専門分野
指導医�
講習会等の�
受講経験

学会認定等

第一内科 教 授 今　 田　 恒　 夫 腎臓・
膠原病内科 ○

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）、日本腎臓学会（専
門医・指導医）、日本透析医学会（専門医・指導医）、日本
リウマチ学会（専門医）、日本高血圧学会（専門医・指導医）

第一内科 教 授 渡　 辺　 昌　 文 循環器内科 ○ 日本内科学会（専門医・指導医）、日本循環器学会（専門医）

第一内科 講 師 井　 上　 純　 人 呼吸器内科 ○
日本内科学会（総合内科専門医・指導医）、日本呼吸器学会（専
門医・指導医）、日本感染症学会（専門医・指導医）、インフェ
クション・コントロール・ドクター（ICD）、日本がん治療認
定医、日本呼吸器内視鏡学会（気管支鏡専門医・指導医）

第二内科 教 授 上　 野　 義　 之 肝臓病学・
消化器病学 ○

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）、日本消化
器病学会専門医（指導医）、日本肝臓学会専門医（指導
医）、日本消化器内視鏡学会専門医（指導医）、日本が
ん治療機構認定がん治療認定医、日本移植学会認定医

第二内科 准教授 芳　 賀　 弘　 明 消化器内科 ○ 日本消化器病学会（専門医）、日本消化器内視鏡学
会（専門医）、日本肝臓学会専門医（専門医）

第三内科 教 授 太　 田　 康　 之 脳神経内科 ○ 日本内科学会（総合内科専門医）、日本神経学会（神
経内科専門医）

第三内科 助 教 羽　田　幸里香 糖尿病・
内分泌代謝 ○

小児科 教 授 三　 井　 哲　 夫 小児血液病学・
悪性腫瘍 ○

日本小児科学会（専門医・指導医）、日本血液学会
血液専門医・指導医、日本がん治療認定医機構（が
ん治療認定医・暫定教育医）、ICD制度協議会イン
フェクションコントロールドクター、日本造血細胞移
植認定医、日本小児血液・がん学会（専門医・指導医）

小児科 講 師 荻　 野　 大　 助 小児腎臓病学 ○ 日本小児科学会（専門医）、日本腎臓学会（専門医）

精神科 教 授 鈴　 木　 昭　 仁 精神医学 ○ 日本精神神経学会（専門医・指導医）、日本臨床精神
神経薬理学会（専門医・指導医）、精神保健指定医

精神科 講 師 小　 林　 良　 太 精神医学 ○
日本精神神経学会（専門医・指導医）、日本老年精
神医学会（専門医・指導医）、精神保健指定医、日
本認知症学会（専門医・指導医）

皮膚科 教 授 鈴　 木　 民　 夫 皮膚科学 ○ 日本皮膚科学会（専門医）、日本人類遺伝学会（臨床
遺伝専門医）、日本がん治療認定機構（暫定教育医）

皮膚科 准教授 紺　 野　 隆　 之 皮膚科学 ○ 日本皮膚科学会（専門医）

放射線診断科 教 授 鹿　 戸　 将　 史 画像診断学・
乳腺画像診断学 ○ 日本医学放射線学会（放射線診断専門医）、日本核医学会（核

医学専門医・PET核医学認定医）、日本IVR学会（専門医）
放射線診断科 助 教 紺　 野　 義　 浩 画像診断学 ○ 日本医学放射線学会（放射線科専門医）

放射線治療科 准教授 佐　 藤　　　 啓 放射線治療・
小線源治療 ○ 日本放射線腫瘍学会、日本医学放射線学会（放射

線治療専門医）
放射線治療科 助 教 萩　 原　 靖　 倫 放射線腫瘍学 日本医学放射線学会（放射線科専門医）

第一外科 教 授 元　 井　 冬　 彦
肝胆膵外科・
消化器癌の
集学的治療

日本外科学会（専門医・指導医）、日本消化器外科
学会（専門医・指導医）、日本肝胆膵外科学会（高度
技術専門医）、日本消化器病学会（専門医・指導医）、
日本膵臓学会（認定指導医）、日本静脈経腸栄養学会
（認定医）、日本癌治療学会（癌治療認定医）

第一外科 准教授 武　 者　 宏　 昭 上部消化管 ○ 日本外科学会（外科専門医）、日本消化器外科学会
（消化器外科専門医）

第二外科 教 授 内　 田　 徹　 郎 循環器・呼吸
器・小児外科 日本外科学会（専門医）、心臓血管外科専門医

第二外科 助 教 大　 塲　 栄　 一 循環器・呼吸
器・小児外科 日本外科学会（専門医）

脳神経外科
（総合医学教
育センター）

教 授 佐　 藤　 慎　 哉
覚醒下脳手術・
小児脳神経外
科

○
日本脳神経外科学会（専門医）、日本脳卒中学会認
定脳卒中専門医、日本神経内視鏡学会技術認定
医、日本がん治療認定機構暫定教育医

脳神経外科 准教授　 小久保　安　昭 脳血管障害診断
治療、脳循環代謝 ○ 日本脳神経外科学会（専門医）、日本脳卒中学会認定

脳卒中専門医、日本膵中の外科学会技術認定指導医

脳神経外科 講 師　 松　田　憲一朗
悪性脳腫瘍の
治療・神経内
視鏡手術

○ 日本脳神経外科学会（専門医）、日本がん治療認定
医、日本神経内視鏡学会技術認定医

整形外科 教 授 高　 木　 理　 彰 股関節・リウマ
チ・リハビリ

日本整形外科学会（専門医）、日本リウマチ学会（専門医・
指導医）、日本リハビリテーション医学会（専門医・認定臨
床医・指導責任者）、日本がん治療認定機構暫定教育医

整形外科 講 師 鈴　 木　 朱　 美 膝関節・足・肩
関節・スポーツ ○ 日本整形外科学会（専門医）

産科婦人科 教 授 永　 瀬　　　 智 婦人科腫瘍 日本産科婦人科学会（専門医・指導医）、日本がん
治療認定医機構（認定医）、婦人科腫瘍学会（専門医）

産科婦人科 准教授 太　 田　　　 剛 婦人科腫瘍 ○ 日本産科婦人科学会（専門医・指導医）、日本がん治療認定医機
構（がん治療認定医）、日本婦人科腫瘍学会（婦人科腫瘍専門医）

眼科 講 師 金　 子　　　 優
ぶどう膜炎・網膜
硝子体疾患・白内
障・難治性疾患

○ 日本眼科学会専門医

耳鼻咽喉科 准教授 伊　 藤　　　 吏 聴覚・耳科学・
側頭骨外科 ○ 日本耳鼻咽喉科学会（専門医・指導医）、厚生労働

省補聴器適合判定医、補聴器相談医

診療科等 役職 氏名 専門分野
指導医�
講習会等の�
受講経験

学会認定等

泌尿器科 教 授 土　 谷　 順　 彦 泌尿器科腫瘍、
内視鏡手術 ○

日本泌尿器科学会（専門医・指導医）、日本がん治療認
定医、日本透析医学会認定医、日本内視鏡外科学会技
術認定医、日本泌尿器内視鏡学会技術認定医、日本臨
床薬理学会特別指導医、da�Vinci.S,Si,Xi�支援手術教
育プログラム修了、泌尿器ロボット支援手術プロクター

泌尿器科 講 師 内　 藤　　　 整 泌尿器科腫瘍 ○
日本泌尿器科学会（専門医・指導医）、日本がん治
療認定医、日本内視鏡外科学会技術認定医、日
本泌尿器内視鏡学会技術認定医、da�Vinci.S,Si�
支援手術教育プログラム修了

麻酔科 講 師 岡　 田　 真　 行 麻酔 ○ 日本麻酔科学会（専門医・指導医）、日本集中治療
医学会（専門医）

疼痛緩和内科 講 師 飯　 澤　 和　 恵 麻酔 ○ 日本麻酔科学会（専門医・指導医）、日本ペインク
リニック学会（専門医）

救急科（部） 准教授 中　 根　 正　 樹
救急医療、集
中医療・全身管
理・臨床麻酔

○
日本救急医学会（救急科専門医）、日本集中治療医学会（専
門医）、日本呼吸療法医学会（専門医）、日本麻酔科学会（専
門医・指導医）、日本心臓血管麻酔学会（専門医）、ICD
制度協議会（インフェクションコントロールドクター）

救急科（部） 講 師 小　 林　 忠　 宏 救急医療、集中
治療、災害医療 ○ 日本救急医学会（専門医）、日本集中治療医学会（専

門医）、日本呼吸療法医学会（専門医）

形成外科 准教授 福　 田　 憲　 翁
手外科、創傷外
科、先天性形態
異常、熱傷

○
日本専門医機構（形成外科領域専門医）、日本形成外科
学会（小児形成外科分野指導医）、日本手外科学会（専門
医）、日本創傷外科学会（専門医）、日本熱傷学会（専門医）

腫瘍内科 教 授 吉　 岡　 孝　 志
がん薬物療法、
ポジトロン（PET）
による癌の画像診
断、臨床腫瘍学

○
日本臨床腫瘍学会がん薬物療法（専門医・指導
医）、日本がん治療認定医機構がん治療認定医・暫
定教育医、日本癌治療学会臨床試験登録医、日本
内科学会（総合内科専門医・指導医）

腫瘍内科 助 教 鈴　 木　 修　 平 臨床腫瘍学・腫瘍
内科・がん教育 ○ 日本内科学会(総合内科専門医)、日本臨床腫瘍学会

（がん薬物療法専門医）
病理診断科 教 授 二　 口　　　 充 病理診断学 ○ 日本病理学会（専門医・指導医）、日本毒性病理学

会専門家
病理診断科 講 師 大　江　倫太郎 病理診断学 ○ 日本病理学会（専門医）、日本臨床細胞学会（専門

医・指導医）
病理診断科 助 教 樺　 澤　 崇　 允 病理診断学・細胞診 ○ 日本病理学会（専門医）、日本臨床細胞学会（専門医）
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●募集について
臨床研修

●令和６年度研修医募集定員：16 名（自治医大生含む）
●令和５年度研修受入数：１年次：16名　 • ２年次：16名
●処遇：�• 基本給：366,096 円（初年度）、383,844 円（２年次）�

• 期末手当、退職手当、時間外手当、宿日直手当有�
• 年間概算支給見込額：6,500,000 円（初年度）

●�研修医の募集及び採用の方法�
• 募集方法：公募�
• 選考方法：面接、小論文�
• マッチング利用の有無：有

　 • 提出書類：選考申込書、履歴書、成績証明書
　 • 募集期間：令和５年６月上旬～７月下旬
　 • 選 考 日：令和５年７月下旬～８月下旬
●�公舎、勤務環境�
• 敷地内に研修医用の公舎あり

●�周辺のレジャー施設等�
蔵王スキー場、月山の夏スキー、登山（朝日連峰、飯豊連峰、月山、蔵王連峰、鳥海山等）、�
山菜採り、渓流釣り、海釣り
●�病院見学について�
• 随時受け入れ可能

●診療科ごとの入院患者・外来患者の数（令和4年度実績）
診療科名 年間新外来�

患 者 数
外来患者�
延 数

１ 日 平 均�
外来患者数

年間外来�
診療日数 新入院 退　院 在　院 平均在院�

日 数
内 科 217 698 2.9 244 0 0 0
循 環 器 内 科 1,073 14,897 61.1 244 1,204 1,226 12,688 10.4
消 化 器 内 科 1,907 26,521 108.7 244 1,855 1,774 17,579 9.7
呼 吸 器 内 科 495 12,194 85.3 143 1,338 1,336 12,175 9.1
血 液 内 科 249 6,979 47.8 146 410 414 7,305 17.7
糖尿病内分泌代謝内科 272 11,341 46.5 244 125 118 1,295 10.7
腎 臓 内 科 116 8,965 62.3 144 127 140 2,268 17.0
腫 瘍 内 科 0 453 3.1 147 0 0 0 0.0
疼 痛 緩 和 内 科 5 212 2.2 96 1 0 9 18.0
感 染 症 内 科 416 960 20.9 46 1 1 9 9.0
心療内科�精神科 12 1,977 8.1 244 0 0 0 0.0
脳 神 経 内 科 301 3,115 12.8 244 215 204 3,389 16.2
小 児 科 1,411 10,065 41.3 244 630 626 1,591 2.5
新 生 児 科 19 22 0.1 194 196 194 5,751 29.5
小 児 外 科 188 1,464 14.5 101 99 98 292 3.0
外 科 464 25,043 102.6 244 1,552 1,615 22,891 14.5
乳 腺 外 科 678 12,023 60.1 200 438 439 2,057 4.7
呼 吸 器 外 科 284 5,533 36.6 151 273 276 2,311 8.4
整 形 外 科 399 13,056 53.5 244 592 621 10,190 16.8
形 成 外 科 121 1,957 13.2 148 0 0 0 0.0
脳 神 経 外 科 359 6,283 25.8 244 505 502 6,791 13.5
心 臓 血 管 外 科 154 4,206 41.6 101 233 225 6,270 27.4
皮 膚 科 466 4,285 18.6 230 20 20 148 7.4
泌 尿 器 科 795 16,330 66.9 244 955 950 6,618 6.9
産 婦 人 科 760 8,404 34.4 244 947 936 8,795 9.3
眼 科 130 3,084 12.6 244 94 94 189 2.0
耳 鼻 咽 喉 科 862 13,684 56.1 244 465 473 3,451 7.4
放 射 線 科 31 6,857 28.1 244 15 15 59 3.9
麻 酔 科 0 0 0.0 0 0 0 0 0.0
歯 科 口 腔 外 科 2,624 14,978 61.4 244 395 398 1,137 2.9
救 急 科 5,362 8,278 22.7 365 420 369 3,282 8.3
病 理 科 0 0 0.0 0 0 0 0 0.0
合 計 20,170 243,864 999.4 13,105 13,064 138,540 10.6
救命救急センター 5,362 8,683 23.8 365 1,124 344 8,345 11.4

●救急患者受入人数（令和 4年度実績）� 8,683 人
●学会認定施設の状況
�• 日本内科学会認定医制度教育病院
�• 日本小児科学会専門医制度研修施設
�• 日本整形外科学会認定医制度研修施設
�• 日本泌尿器科学会専門医教育施設
�• 日本脳神経外科学会専門医制度指定訓練病院
�• 日本皮膚科学会認定専門医研修施設
�• 日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関
�• 日本糖尿病学会認定教育施設
�• 日本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設
�• 日本感染症学会認定研修施設
�• 日本プライマリ・ケア学会認定医研修施設
�• 日本臨床腫瘍学会認定研修施設
�• 日本消化器病学会専門医制度認定施設
�• 日本消化器内視鏡学会認定指導施設
�• 日本消化器外科学会専門医認定施設
�• 日本肝胆膵外科学会高度技能専門医修練施設Ｂ
�• 日本食道学会食道外科専門医認定施設
�• 日本乳癌学会認定医専門医制度研修施設
�• マンモグラフィ検診施設画像認定施設
�• 日本呼吸器学会認定施設
�• 日本気管支学会認定医制度認定施設
�• 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設
�• 日本高血圧学会専門医認定施設
�• 日本心血管インターベンション学会認定研修施設
�• 日本不整脈学会・日本心電図学会不整脈専門医
研修施設
�• 日本脳卒中学会専門医研修教育施設
�• 日本リウマチ学会教育施設
�• 日本放射線腫瘍学会認定施設
�• 日本臨床細胞学会施設認定制度認定施設
�• 日本航空医療学会認定施設

�• 日本外科学会外科専門医制度修練施設
�• 日本救急医学会専門医指定施設
�• 日本産科婦人科学会専門医制度卒後研修指導施設
�• 日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
�• 日本麻酔科学会麻酔指導病院
�• 日本眼科学会専門医制度研修施設
�• 日本病理学会研修認定施設
�• 日本透析医学会認定教育関連施設
�• 日本血液学会認定医研修施設
�• 日本輸血細胞治療学会Ｉ＆Ａ認定施設
�• 日本集中治療医学会専門医研修施設
�• 日本がん治療認定医機構認定研修施設
�• 日本胃癌学会認定施設A
�• 日本肝臓学会認定施設
�• 日本胆道学会認定指導医制度指導施設
�• 日本大腸肛門病学会認定施設
�• 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会�
ストーマ認定施設
�• 日本消化器がん検診学会認定指導施設
�• 日本乳房オンコプラスティックサージャリー�
学会エキスパンダー実施施設
�• 日本頭頸部外科学会準認定施設
�• 日本呼吸器内視鏡学会専門医認定施設
�• 日本胸部外科学会認定医認定制度指定施設
�• 日本呼吸器外科学会指導医制度認定施設
�• 呼吸器外科専門医合同委員会認定基幹施設
�• 三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設
�• 経カテーテル的大動脈弁置換術実施施設
�• 日本神経学会認定医制度教育施設
�• 日本老年医学会認定施設
�• 日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
�• 日本臨床細胞学会教育研修認定施設

　当院は、がん・生活習慣病センター、救命救急センター、総合周産
期母子医療センターを付置した総合医療センターを形成しておりま
す。山形県の基幹病院として、高度先進医療、３次救急医療、生活習
慣病の予防、悪性腫瘍の早期発見、周産期医療まで幅広い診療活動を
行っています。また、別棟に24時間家族面会可能、患者さんが飲酒
もできる緩和ケア病棟を有し、終末期医療にも対応しています。
　当院の研修目標は、プライマリー・ケアに要求される知識・技能お
よび態度の修得とともに幅広い能力を持った医師養成です。従来から、
当院のプログラムは必修科目を踏まえたうえで、研修医本人の希望を
重視した自由度の高いものであることが特徴です。麻酔科には８週間

（外科系は12週が望ましい）が充てられ、気道確保・気管内挿管が確
実に身に付けられるようになっています。その他、内科24週間、救
急科８週間、小児科４週間、産婦人科４週間、外科４週間以上、地域
医療４週間、精神科４週間、一般外来４週間が必修です。残りの期間
は、各研修医の希望により自由に診療科を選択できます。内科は循環
器・消化器・呼吸器・血液疾患・内分泌・腫瘍等に分かれており、指
導医（研修医が指名する）から、マンツーマンで指導を受けます（研修
期間は各研修医の希望により設定します）。外科は、一般外科のほかに、
心臓血管外科・脳神経外科・呼吸器外科・小児外科・乳腺外科等があ
ります。各診療科の協力体制は非常に良好で、特に救急医療では、各
科とも協力した診療が行われています。
　研究面では、臨床を基にした研究、調査を臨床の合間に活発に行い、
多数の学会発表・論文発表を行っています。
　衛星回線を利用した国立がんセンターを中心とするがんネットTV
カンファレンスに加わっており、悪性腫瘍に関する最新の知見を臨床
にいち早く役立てています。
　平成23年から、周産期ドクターカーを導入し、さらに平成24年11
月からドクターヘリの運航を開始し、当院は基地病院としての機能を
担うとともに、平成27年２月から災害派遣医療チーム救急車（DMAT
救急車）の運用も開始しました。
　平成28年には、ハイブリッド手術室を設置し、さらに本院の強み
を活かした３つの診療センター（循環器病センター、内視鏡センター、
緩和ケアセンター）を導入し、体制強化を図りました。
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消化器内科 武　田　弘　明 院長 40 ○ 日本内科学会総合内科専門医・認定内科医（東北地方会評議員）、日本消化器病学会専門医・指導医（学術評議員）、日本消化器内視
鏡学会専門医・指導医（山形県幹事、社団評議員）、日本消化器吸収学会（学術評議員）、石巻赤十字病院臨床研修指導医養成講習会 3、4

心臓血管外科 阿　部　和　男 副院長 40 ○ 日本外科学会専門医、日本胸部外科学会認定医、日本心臓血管外科学会専門医、胸部ス
テントグラフト指導医、腹部ステントグラフト指導医、第49回新臨床研修指導医養成講習会 ４

脳神経外科 熊　谷　　　孝 副院長 35 ○ 日本脳神経外科学会専門医・指導医、日本脳神経血管内治療学会専門医、日本脳卒中
学会専門医、新臨床研修指導医養成講習会 ４

消化器内科 鈴　木　克　典 副院長 35 ○
日本内科学会認定内科医、日本肝臓学会専門医・指導医、日本消化器病学会専門医・指導医（東北支
部評議員）、日本消化器内視鏡学会専門医・指導医（東北支部評議員）、日本超音波学会専門医・指導
医、日本消化器がん検診学会専門医・指導医（東北支部評議員）、第72回臨床研修指導医養成講習会

４

乳腺外科 工　藤　　　俊 副院長 35 ○ 日本乳癌学会専門医・指導医、日本外科学会専門医・指導医、日本消化器外科学会専門医、
第17回指導医のための教育ワークショップ ４

救急科 武　田　健一郎 副院長 26 ○
日本救急医学会救急科専門医、日本プライマリ・ケア学会任継家庭医療専門医、日本内科学会認定内科
医、日本温泉気候物理医学会温泉療法医、日本医師会認定産業医、日本体育協会公認スポーツドクター、
JPTEC,ICLS,JMECCインストラクター、日本DMAT隊員、救急救命士、第93回臨床研修指導医養成講習会

４、救急指導者

内科 深　瀬　幸　子 生活習慣病対
策部副部長 24 × 日本内科学会認定内科医、日本腎臓学会専門医、日本透析学会専門医、日本人間ドック

学会認定医 上級医

内科 長　澤　正　樹 生活習慣病対
策部副部長 36 × 日本内科学会認定内科医・指導医、日本呼吸器学会呼吸器専門医、日本呼吸器内視鏡

学会気管支鏡専門医・指導医 上級医

内科 妻　沼　り　こ 生活習慣病対
策部副部長 22 ○ 日本内科学会認定内科医、日本血液学会専門医、第100回臨床研修指導医養成講習会 ４

呼吸器内科 鈴　木　博　貴 がん研究部長 32 ○ 日本内科学会総合内科専門医、日本呼吸器学会呼吸器専門医・指導医（代議員）、日本感染症学会専門医、ICD制度協議会インフェクション
コントロールドクター、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医、臨床研修指導医養成講習会 ４

呼吸器内科 日　野　俊　彦 放射線部副部
長 34 ○ 日本内科学会認定内科医・指導医、日本呼吸器学会呼吸器専門医・指導医（代議員）、日本呼吸器内

視鏡学会気管支鏡専門医・指導医、（国立保健医療科学院）特定研修　臨床研修指導医養成コース ４

呼吸器内科 麻　生　マ　リ 医長 ８ × 日本内科学会認定内科医 上級医

呼吸器内科 野　川　ひとみ 医長 ８ × 日本内科学会認定内科医 上級医

内科（血液） 熊　谷　裕　昭 輸血部部長 39 ○ 日本内科学会認定内科医・指導医、日本血液学会専門医・指導医、第70回臨床研修指導医養成講習会 ４

内科（血液） 田　嶋　克　史 輸血部副部長 37 × 日本内科学会認定内科医、日本血液学会専門医・指導医、日本感染症学会専門医・指導医、
日本再生医療学会認定医、厚生労働省死体解剖資格認定医 上級医

内科（血液） 奥　山　修　平 医長 ９ × 日本内科学会認定内科医、日本血液学会専門医 上級医

内科（血液） 寺　田　太　一 医長 ９ × 日本内科学会認定医 上級医

糖尿病・内分泌
内科 山　口　　　宏 地域医療部副

部長 32 ○ 日本内科学会総合内科専門医・認定内科医・指導医、日本糖尿病学会専門医・指導医、日本動脈硬化学
会専門医・指導医、日本肥満学会特例指導医、第11回全国済生会臨床研修指導医のためのワークショップ ４

糖尿病・内分泌内科 鈴　木　恵　綾 教育研修部副部長 22 × 日本内科学会認定内科医、日本高血圧学会専門医・指導医 上級医

糖尿病・内分泌内科 亀　田　　　亘 診療支援部副部長 27 ○ 日本内科学会認定医・専門医、日本内分泌学会専門医・指導医、日本糖尿分泌学会専門医・指導医 ４

糖尿病・内分泌内科 杉　山　琢　磨 医長 ７ × 上級医

腎臓内科 髙　橋　俊　之 医療安全部副部長 24 ○ 日本内科学会総合内科専門医、日本内科学会認定内科医、日本透析医学会専門医、山形県医師臨床研修指導医講習会 ４

腎臓内科 樺　澤　麻　実 医長 12 × 日本内科学認定内科医 上級医

腎臓内科 荒　海　光　良 医長 10 × 日本内科学会認定内科医、日本腎臓内科学会専門医 上級医

腎臓内科 福　長　千　明 医長 ７ × 上級医

脳神経内科 和　田　　　学 医学資料・クリニ
カルパス部副部長 32 ○ 日本神経学会専門医・指導医、日本内科学会総合内科専門医・指導医・認定内科医、

山形県医師臨床研修指導医講習会 ４

脳神経内科 永　沢　　　光 教育研修部副
部長 24 ○ 日本神経学会専門医・指導医、日本脳卒中学会専門医、日本内科学会総合内科専門医・

認定内科医、山形県医師臨床研修指導医講習会 ４

脳神経内科 公　平　瑠　奈 医長 11 × 日本神経学会専門医、日本内科学会内科医 上級医

消化器内科 白　幡　名香雄 地域医療部長 29 ○ 日本内科学会総合内科専門医・認定内科医、日本消化器病学会専門医・指導医（学会評議員）、日本消化器内視鏡学会専門医・指
導医（学術評議員）、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本胆道学会認定指導医、第122回臨床研修指導医養成講習会 ４

消化器内科 藤　嶋　昌一郎 内視鏡センター
副センター長 28 ○ 日本消化器内視鏡学会専門医（東北支部評議員）、石巻赤十字病院臨床研修指導医養成

講習会 ４

消化器内科 名木野　　　匡 感染対策部副
部長 21 ○ 日本内科学会総合内科専門医・認定内科医、日本消化器病学会専門医、日本消化器内視鏡学会専門医、日

本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本胆道学会認定指導医、第106回臨床研修指導医養成講習会 ４

消化器内科 伊　藤　美　保 地域医療部副部長 20 ○ 日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医、平成29年度山形県臨床研修指導医研修 ４

消化器内科 赤　松　　　学 緩和ケアセンター
副センター長 16 ○ 日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医、平成30年度山形県臨床研修指導医講

習会 ４

消化器内科 渡　邉　祐　介 医長 13 × 日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医、日本消化器内視鏡学会専門医、日本医師会認定産業医 上級医

消化器内科 堺　　　貴　之 医長 10 × 上級医

消化器内科 佐　藤　裕　人 医長 ９ × 日本内科学会認定医 上級医

循環器内科 松　井　幹　之 生活習慣病対
策部長 40 ○ 日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学会専門医、日本心臓病学会上級臨床医、人間ドッ

ク学会認定医、日本医師会認定産業医、東北ブロック医師臨床研修指導医ワークショップ ４

循環器内科 玉　田　芳　明 救急診療部副部長 35 × 日本内科学会認定内科医、日本循環器学会専門医、日本心血管インターベンション治療学会指導医 上級医

循環器内科 福　井　昭　男 臨床工学部長 35 ○ 日本内科学会認定内科医、日本循環器学会専門医、日本心血管インターベーション治療学会専
門医、植込み型除細動器・両心室ペーシング実施資格、第７回艮陵協議会臨床研修指医講習会 ４

循環器内科 髙　橋　克　明 教育研修部副
部長 26 ○ 日本内科学会総合内科専門医・認定内科医、日本循環器学会専門医、日本心血管インター

ベーション治療学会認定医、第11回東北ブロック医師臨床研修指導医ワークショップ 2、4

循環器内科 大道寺　飛雄馬 検査部副部長 19 × 日本内科学会総合内科専門医、日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医、日本インターベンション治療学会認定医 上級医

循環器内科 佐々木　真太郎 臨床工学部副部長 18 ○ 日本内科学会総合内科専門医、日本内科学会認定医・指導医、日本循環器学会専門医、臨床研修指導医 ４

循環器内科 長谷川　寛　真 生活習慣病対
策部副部長 17 ○ 日本内科学会認定医・指導医、日本循環器学会専門医、日本インターベンション治療学

会認定医、臨床研修指導医 ４

循環器内科 會　田　　　敏 医長 15 × 日本内科学会認定医 上級医

循環器内科 渡　部　　　賢 医長 11 × 日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医 上級医

循環器内科 青　野　智　典 医長 ９ × 日本内科学会認定医、日本循環器学会専門医 上級医

感染症内科 阿　部　修　一 感染対策部長 29 ○
日本内科学会総合内科専門医・認定内科医、日本呼吸器学会専門医・指導医、日本感染
症学会専門医・指導医、日本化学療法学会指導医、日本結核病学会結核抗酸菌症認定医、
ICD制度協議会インフェクションコントロールドクター、臨床研修指導医養成講習会

４

腫瘍内科 笹　原　由理子 がん診療部副
部長 19 ○ 日本内科学会総合内科専門医、日本内科学会認定内科医、日本臨床腫瘍学会がん薬物療

法専門医・指導医、平成29年度山形県臨床研修指導医研修 ４

小児科 饗　場　　　智 医学資料・クリ
ニカルパス部長 36 ○ 日本小児科学会専門医�（日本未熟新生児学会評議委員）、新臨床研修指導医養成講習会 ４

小児科 若　林　　　崇 臨床工学部副部長 29 ○ 日本小児科学会専門医、日本周産期・新生児医学会周産期専門医（新生児）、平成29年度山形県臨床研修指導医研修 ４

小児科 近　岡　秀　二 救急診療部副部長 27 ○ 日本小児科学会専門医、臨床研修指導医養成講習会 ４

小児科 渡　辺　　　哲 周産期母子部副部長 25 ○ 日本小児科学会専門医、日本周産期新生児医学会新生児専門医、第72回臨床研修指導医養成講習会 ４

小児科 小野田　正　志 医学資料・クリニ
カルパス副部長 22 ○ 日本小児科学会専門医、日本がん治療認定機構がん治療認定医、第125回臨床研修指導

医養成講習会 ４

小児科 目　時　嵩　也 医長 10 × 日本小児科学会専門医 上級医

小児科 金　丸　茉莉恵 医長 10 × 日本小児科学会専門医 上級医

小児科 粟　野　裕　貴 医長 ８ × 日本小児科学会専門医 上級医

小児科 宮　森　拓　也 医長 ７ × 日本小児科学会専門医 上級医

小児外科 風　間　理　郎 放射線部副部長 25 ○ 日本外科学会専門医、日本小児外科学会専門医、小児がん認定外科医、臨床研修指導医講習会 ４

小児外科 太　田　　　寛 輸血部副部長 21 ○ 日本外科学会専門医、第127回臨床研修指導医養成講習会 ４

外科 飯　澤　　　肇 医長 44 ○ 日本外科学会専門医・指導医、日本消化器外科学会認定医・専門医・指導医、消化器がん外科治療認定医、日本胆膵外科学会認定高度技能指導医、
日本消化器病学会専門医、日本肝臓学会専門医、日本肝胆膵外科学会評議員、新臨床研修指導医養成講習会、プログラム責任者養成講習会 ４

外科 櫻　井　直　樹 医療安全部長 30 ○
日本外科学会専門医・指導医、日本消化器外科学会専門医・指導医、消化器がん外科治療認定医、日
本消化器病学会専門医、日本肝胆膵外科学会認定高度技能指導医、日本胆道学会認定指導医、日本が
ん治療認定機構がん治療認定医、日本肝胆膵外科学会評議員、第４回艮陵協議会臨床研修指導医講習会

４

外科 野　村　　　尚 手術部副部長 28 ○ 日本外科学会専門医、日本消化器外科学会専門医、日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医、日本食道学会食道科
認定医、食道外科専門医、日本がん治療認定機構がん治療認定医、第13回東北ブロック医師臨床研修指導医ワークショップ ４

外科 須　藤　　　剛 教育研修部副
部長 25 ○

日本内科学会認定医、日本外科学会専門医、日本がん治療認定機構がん治療認定医、日
本大腸肛門病学会専門医・指導医、日本消化器外科学会専門医・指導医、消化器がん
外科治療認定医、日本医師会認定産業医、第85回臨床研修指導医養成講習会

４

外科 盛　　　直　生 がん研究部副部長 20 ○ 日本外科学会専門医、第９回艮陵協議会臨床研修指医講習会 ４

外科 深　瀬　正　彦 医長 15 × 日本外科学会専門医、日本消化器外科学会専門医、消化器がん外科治療認定医、日本が
ん治療認定機構認定医、検診マンモグラフィ読影認定医、日本内視鏡外科学会技術認定医 上級医

外科 外　田　　　慎 医長 12 ○ 日本外科学会専門医、令和元年度山形県臨床指導医研修 ４

外科 海　野　裕一郎 医長 10 × 日本外科学会専門医 上級医

外科 内　藤　　　覚 医長 ９ × 上級医

担当分野 氏名 役職
臨床
経験�
年数

指 導 医
講習会等の
受講経験�
有：○
無：×

資格等

備考�
１�プログラム責任者
２�副プログラム責任者�
３�研修実施責任者�
４�臨床研修指導医�
���（指導医）

乳腺外科 牧　野　孝　俊 医療情報部副部長 20 × 日本外科学会専門医、日本乳癌学会乳腺専門医 上級医

整形外科 浅　野　多　聞 診療支援部長 29 ○ 日本整形外科学会専門医・指導医、臨床研修指導医養成講習会 ４

整形外科 杉　田　　　誠 医療情報部副部長 27 〇 日本整形外科学会認定医・指導医、日本脊椎精髄病学会指導医 ４

整形外科 長谷川　浩　士 医療安全部副
部長 24 ○ 日本整形外科学会専門医、日本整形外科学会脊推脊髄病医、日本脊推脊髄病学会指導医、

日本体育協会公認スポーツドクター、第142回臨床研修指導医養成講習会 ４

整形外科 田　中　　　賢 感染対策部副部長 23 ○ 日本整形外科学会専門医、日本体育協会公認スポーツドクター、指導医講習会 ４

整形外科 土　屋　匡　央 医長 ７ × 上級医

脳神経外科 菅　井　　　努 医療情報部副部長 29 ○ 日本脳神経外科学会専門医・指導医、日本神経内視鏡学会技術認定医、第７回新潟医師臨床研修指導医講習会 ４

脳神経外科 神　保　康　志 感染対策部副部長 21 〇 日本脳神経外科学会専門医・指導医、日本脳神経血管内治療学会専門医・指導医、日本脳卒中学会専門医 ４

脳神経外科 井　上　　　明 医長 46 ○ 日本脳神経外科学会専門医・指導医、日本脳卒中学会専門医 ４

脳神経外科 瀬　尾　恭　一 医長 14 ○ 日本脳神経外科学会専門医、日本プライマリケア連合認定医、令和元年度山形県臨床指導医研修 ４

呼吸器外科 遠　藤　　　誠 感染対策部副
部長 23 ○ 日本外科学会専門医・指導医、日本呼吸器外科学会指導医・専門医、日本呼吸器内視

鏡学会指導医・専門医、日本がん治療認定機構認定医、臨床研修指導医養成講習会 ４

呼吸器外科 高　森　　　聡 医長 ８ × 日本外科学会専門医 上級医

心臓血管外科 川　原　　　優 手術部副部長 23 ○ 日本外科学会専門医、日本心臓血管外科学会専門医、胸部ステントグラフト実施医、腹
部ステントグラフト実施医、第82回臨床研修指導医養成講習会 ４

心臓血管外科 渡　辺　　　卓 救急診療部副部長 32 〇 日本外科学会認定医・専門医・指導医、心臓血管外科認定医、専門医、指導医 ４

心臓血管外科 山　下　　　淳 医長 16 〇 日本外科学会専門医、日本心臓血管外科学会専門医、胸部ステントグラフト指導医、腹
部ステントグラフト指導医、石巻赤十字病院臨床研修指導医養成講習会 ４

心臓血管外科 大　竹　悟　史 医長 ９ × 日本外科学会専門医 上級医

心臓血管外科 大　嶺　開　人 医長 ９ × 日本外科学会専門医 上級医

皮膚科 熊　谷　恒　良 医長 28 ○ 日本皮膚科学会専門医、第８回艮陵協議会臨床研修指医講習会 ４

泌尿器科 沼　畑　健　司 教育研修部長 33 ○ 日本泌尿器科学会認定専門医・指導医、泌尿器腹腔鏡技術認定医、第６回新潟医師臨
床研修指導医講習会、プログラム責任者養成講習会 １、４

泌尿器科 工　藤　貴　志 地域医療部副部長 21 ○ 日本泌尿器科学会専門医・指導医、日本泌尿器内視鏡学会認定医、臨床研修指導医研修 ４

泌尿器科 坂　上　里　絵 医長 ７ × 上級医

産婦人科 堤　　　誠　司 総合周産期母子
医療センター長 33 ○ 日本産科婦人科学会専門医・指導医、日本産科婦人科内視鏡学会認定医、日本内視鏡外科学会認定医、臨床

遺伝専門医制度専門医・指導医、日本周産期新生児医学会専門医・指導医、プログラム責任者養成講習会 ４

産婦人科 中　原　健　次 がん対策部長 39 ○ 日本産科婦人科学会指導医、日本婦人科腫瘍学会専門医、日本がん治療認定医機構認定医、日本臨床細胞学会細胞診専門
医、日本東洋医学会漢方専門医、日本医師会認定健康スポーツ医、日本医師会認定産業医、臨床研修医指導医養成講習会 ４

産婦人科 小　幡　美由紀 周産期母子部副部長 18 × 日本産科婦人科学会専門医、日本周産期・新生児医学会周産期専門医 上級医

産婦人科 丸　山　真　弓 医長 12 × 日本産科婦人科学会専門医 上級医

産婦人科 福　長　健　史　 医長 ８ × 日本産婦人科学会専門医 上級医

眼科 村　上　敬　憲 医長 12 × 日本眼科学会専門医 上級医

頭頸部・耳鼻咽喉科 小　池　修　治 診療機材部部長 38 × 日本耳鼻咽喉科学会認定専門医（代議員）、日本がん治療認定機構がん治療認定医、頭頸部がん治療専門医 上級医

頭頸部・耳鼻咽喉科 二　井　一　則 医学資料・クリニ
カルパス部副部長 25 ○ 日本耳鼻咽喉科学会認定専門医、第17回艮陵協議会臨床研修指導医講習会 ４

頭頸部・耳鼻咽喉科 杉　山　元　康 医長 13 × 日本耳鼻咽喉科学会認定専門医 上級医

頭頸部・耳鼻咽喉科 大　澤　　　悠 医長 ７ × 上級医

放射線科 本　間　次　男 放射線部長 31 ○ 日本医学放射線学会放射線診断専門医、山形県医師臨床研修指導医講習会 ４

放射線科 高　梨　以　美 がん診療部副
部長 37 ○ 日本放射線腫瘍学会放射線治療専門医、日本医学放射線学会放射線治療専門医、日本

放射線腫瘍学会認定医、第９回東北ブロック医師臨床研修指導医ワークショップ ４

放射線科 大道寺　明　子 診療機材部副部長 20 ○ 日本医学放射線学会放射線診断専門医、平成30年度山形県医師臨床研修指導医講習会 ４

放射線科 進　藤　秀　樹 医長 11 × 日本医学放射線学会放射線科専門医 上級医

放射線科 小笠原　理　希 医長 ８ × 日本麻酔科学会認定医・専門医 上級医

麻酔科 高　岡　誠　司 手術部長 35 ○ 麻酔科標榜医、日本麻酔科学会専門医、山形県医師臨床研修指導医養成講習会 ４

麻酔科 星　川　民　恵 救急診療部副部長 23 ○ 麻酔科標榜医、日本麻酔科学会専門医、平成29年度山形県臨床研修指導医研修 ４

麻酔科 押　切　智　子 医長 16 ○ 麻酔科標榜医、日本麻酔科学会専門医、第14回艮陵協議会臨床研修指導講習会 ４

麻酔科 渡　邊　具　史 医長 10 ○ 日本麻酔科学会専門医、石巻研修指導医養成講習会 ４

麻酔科 須　田　拓　郎 医長 12 ○ 麻酔科標榜医、日本麻酔科学会専門医、日本区域麻酔学会認定医、日本心臓血管麻酔
学会専門医、平成30年度山形県臨床研修指導医講習会 ４

病理診断科 緒　形　真　也 中央検査部副
部長 27 ○ 日本病理学会認定病理専門医・研修指導医（評議員）、日本臨床細胞学会認定細胞診専門医・

指導医、日本臨床検査医学会臨床検査管理医、第14回艮陵協議会臨床研修指導講習会 ４、病理指導医

救急科 佐　藤　精　司 救急診療部副
部長 24 ○ 日本救急医学会救急科専門医、日本外科学会認定医、ICLSディレクター、ITLSインスト

ラクター、日本DMAT隊員、第88回臨床研修指導医養成講習会 ４、救急指導者

救急科 辻　本　雄　太 医療情報部副
部長 18 ○ 日本救急医学会救急科専門医、日本集中治療医学会専門医、JATEC、�ITLS、ICLSイン

ストラクター、日本DMAT隊員、（日本病院会）第２回臨床研修指導医養成講習会 ４、救急指導者

救急科 根　本　信　仁 救急診療部副部長 17 ○ 日本整形外科学会専門医、日本骨粗鬆症学会認定医、日本DMAT隊員、臨床研修指導医講習会 ４

救急科 門　馬　法　子 医長 14 ○ 日本救急医学会救急科専門医、ITLS�pediatric、ICLSインストラクター、日本DMAT隊員、
（自治体病院協議会）第137回臨床研修指導医講習会 ４、救急指導者

救急科 山　田　尚　弘 医長 12 × 日本救急医学会救急科専門医、JATECインストラクター、日本DMAT隊員、（日本病院会） 上級医

救急科 渡　邉　　　翠 医長 11 × 日本麻酔科学会認定医・専門医 上級医

救急科 中　塚　　　峻 医長 10 × 日本救急医学会救急科専門医、日本DMAT隊員、JATECインストラクター、ICLSインストラクター 上級医

●指導医・研修医等からのメッセージ
◎教育研修部長：沼畑　健司
　安定した指導体制のもと広い視野での研修を
　当院は県立中央病院として山形県全体の医療の中心的役目を担っており、救命救急センター、がん・生
活習慣病センターを併設しています。病院の規模としては決して大きい訳ではありませんが、その分種々
の機能が集約されています。
　そんな当院での研修の特徴は、この幅広い診療項目を実地的に色々な角度から身につけていけることが
挙げられます。また、現在の臨床研修が始まる以前から初期研修医に対する多科ローテート方式を採用し
ていましたので、研修医の指導体制が安定しています。
　山形は田舎で情報が入りにくいとお考えの方もいると思いますが、がんネット、各種研究会やインター
ネット等、情報源は豊富です。大事な研修期間を医療に集中して過ごすには絶好の場所でもあります。多
くの皆さんの研修医への応募をお待ちしています。

◎研修医２年目：松田　瑞基
　当院での臨床研修の長点は自由度の高いプログラムと指導の手厚さにあると思います。
　診療科を回る順番について研修医同士で話し合い、各々の希望に応じて納得のいくローテーションを組
んでいます。途中での研修科変更も可能です。院内に科が揃っているためフレキシブルな対応をしてくれ
ます。希望科に関連する科を重点的に周ることもできます。
　毎週研修医向けの講義をしています。また研修医同士で救急当直で出会った症例に関してディスカッ
ションもしています。縫合やエコーといった臨床手技の練習会もありますし、院内症例報告会で症例発表
する機会もあります。
　救急の日当直ではwalk in患者の初期診療にあたり、対応を自分で判断する力を養うことができます。
　福利厚生も充実しています。敷地内の官舎を格安で借りられますし、独立した研修医室でリラックスす
ることができます。教科書、スクラブ等必要物品を買うための研究費も支給されます。
　日々の診療業務の疑問点を先生方にお聞きすると、どの先生も快く応じてくださり講義してくださった
り一緒に考えてくださったりします。経験豊富なコメディカルの方々にも日々お世話になりながら業務に
励んでいます。
　研修医同士仲も良く、時に診療について話し合い、時に連れ立って遊び、とメリハリのある研修生活を
送ることができています。
　どうか一度見学にいらしてください。研修医一同お待ちしております。

●常勤勤務医師紹介（研修医含まず）
●医師紹介・メッセージ

臨床研修
・研修医の自主性に重きを置き、プログラムを自分で組み研修を行う。
・内科の研修においては分野にそれぞれ専門が分かれており、さらに指導医を研修医が指名できることから、より希望する分野を重点的に研修できる。
・救急分野において、１次から３次まで対応できる力を身につけることを目標に教育体制をとっている
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●病院の概要
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臨床研修
●令和６年度研修医募集定員：10 名
●令和５年度研修医受入数：１年次：４名　 •２年次：１名
●�処　　遇�
�• 基本給：��１年次　月額 422,083 円（賞与は別途支給）（税込、手当は含まない）�

２年次　月額 433,836 円（賞与は別途支給）（税込、手当は含まない）
　 • �通勤手当、住居手当、当直手当、時間外勤務手当等あり�

※年間概算支給見込額（固定給＋実績手当等含む）�
１年次約 730万円、２年次約 830万円

●�研修医の募集、採用の方法等�
• 募集方法：公募�
• 応募必要書類：選考試験受験申込書、履歴書�
• 選考日：令和５年７月下旬から８月下旬まで５回程度実施予定�
• 選考方法：面接

●�周辺環境等�
市内中心部の七日町に位置しており、食事等にも大変便利です。

●�病院見学について�
随時受け入れをしておりますので、病院ホームページの専用フォームからお申
し込みください。　

●募集について

●診療科ごとの入院患者・外来患者の数（令和4年度実績）
診療科名 年間入院

患 者 数
平均在院
日 数

年間新外
来患者数

１日平均外
来 患 者 数

年間外来
診療日数 外来 常勤医師 指導医数

産 婦 人 科 1,212� 10� 974� 98.5� 243� 15,599 5 5
整 形 外 科 1,948� 17� 3,870� 214.4� 243� 20,663 10 8
小 児 科 495� 7� 282� 11.9� 243� 14,342 5 4
外 科 748� 11� 2,675� 68.0� 243� 7,606 4 3
泌 尿 器 科 192� 17� 341� 34.4� 243� 8,855 5 4
皮 膚 科 0� 47� 24.8� 93� 5,554 4 3
脳 神 経 外 科 775� 19� 479� 34.0� 243� 11,714 2 1
心 臓 血 管 外 科 576� 28� 672� 35.3� 243� 2,958 3 3
眼 科 4� 2� 46� 25.7� 93� 13,314 8 7
麻 酔 科 0� 4� 5.4� 47� 9,972 6 3
放 射 線 科 0� 1,008� 4.9� 243� 0 0 0
耳 鼻 咽 喉 科 0� 35� 9.0� 143� 8,558 5 2
形 成 外 科 0� 35� 10.3� 93� 10,307 3 2
耳鼻咽喉・頭頸部外科 821 5.4 1,691 57.5 244 14,038 4 2
眼 科 469 3.1 365 48.1 244 11,734 1 0
泌 尿 器 科 711 9.0 821 63.8 244 15,572 4 3
麻 酔 科 ― ― 0 0.0 244 0 3 3
リハビリテーション科 ― ― 1 1.6 244 392 1 1
歯 科 30 4.6 1,167 14.5 244 3,546 1 0
形 成 外 科 ― ― 18 1.7 244 407 0 0
合 　 計 10,445 12.4 15,713 717.8 244 175,131 74 54

●救急患者受入人数（令和 4年度実績）� 12,278 人（うち救急車搬送者　5,826 人）
●学会認定施設の状況
�• 日本医学放射線学会放射線科専門医修練施設�
�• 日本栄養療法推進協議会認定NST稼動施設
�• 日本眼科学会専門医研修施設
�• 日本がん治療認定医機構認定研修施設
�• 日本甲状腺学会認定専門医施設
�• 日本呼吸器学会認定施設
�• 日本産科婦人科学会専門医卒後研修指導施設
�• 日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
�• 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設�
�• 日本消化器内視鏡学会専門医指導施設
�• 日本消化器病学会専門医研修施設
�• 日本静脈経腸栄養学会NST稼動施設�
�• 日本静脈経腸栄養学会NST専門療法士実地修練施設
�• 日本整形外科学会専門医研修施設
�• 日本透析医学会専門医研修施設
�• 日本脳神経外科学会専門医訓練施設
�• 日本脳卒中学会認定研修教育施設
�• 日本頭痛学会認定教育施設
�• 日本泌尿器科学会専門医教育施設
�• 日本皮膚科学会専門医研修施設
�• 日本アレルギー学会専門医教育研修施設（耳鼻咽喉・頭頸部外科、皮膚科）
�• 日本麻酔科学会認定病院
�• 日本臨床細胞学会認定施設
�• 日本外科学会外科専門医修練施設
�• 日本周産期・新生児医学会周産期専門医制度暫定研修施設
�• 日本小児科学会専門医研修施設
�• 日本神経学会専門医教育関連施設
�• 日本腎臓学会研修施設
�• 日本内科学会認定医制度教育病院
�• 日本脳ドック学会認定脳ドック施設
�• マンモグラフィ検診施設画像認定施設
�• 日本高血圧学会専門医認定施設
�• 日本乳癌学会関連施設
�• 日本脳神経血管内治療学会研修施設
�• 日本動脈硬化学会専門医制度教育病院
�• 日本糖尿病学会認定教育施設
�• 日本医療薬学会がん専門薬剤師研修施設
�• 日本病理学会登録施設�
�• 日本脳神経外傷学会認定研修施設

　当院の基本理念は、「生命の尊厳と人間愛を基本として、みなさんの
健康を守るため、保健・福祉と連携し、地域基幹病院としての使命を
果たします」と謳っております。この基本理念を基に「1．患者さんの
権利を尊重し、相互の信頼関係を大切にします」「2．病院機能の充実
と職員の資質を高め、医療水準の向上に努めます」「3．市立病院とし
て健全経営を図り、良質な医療を提供します」「4．地域医療機関との
連携を深め、役割分担を図りながら患者さんが安心して医療を受けら
れるよう努めます」の４点を病院の基本方針としております。
　当館は、平成15年度に山形県では初めて「地域医療支援病院」の承
認を受け、地域における第一線の医療機関である“かかりつけ医”を支
援するとともに、他の医療機関との適切な役割分担と連携を図ってお
ります。
　近年の取組みとしては、３テスラMRI、バイプレーン導入により先
端的脳血管内手術を可能とし、脳卒中の治療を飛躍的に高度化した他、
地域がん診療連携拠点病院としてがん治療にも力を入れており、特に
鏡視下手術、内視鏡手術が増えています。
　当館の性格として、市民のあらゆるニーズに応えることが義務付け
られています。日常の診療では紹介患者さんを中心とした診療を、救
急診療では１・２次救急患者の受入れを積極的に行っていますので、
各科専門医の指導のもと、専門的な治療はもちろん、より実践に即し
た研修を行うことができると考えます。

山形市立病院済生館 病 院 長：貞弘　光章
病 床 数：528【一般：528】
医 師 数：85
診 療 科 目：�内、消、呼、循、糖 ･内泌、腎、血、精、神内、小、皮、放、外、整、脳外、

脳放、リハ、泌、産婦、眼、耳、形成、麻、歯、歯口、救、病理

●�問い合わせ先�
山形市立病院済生館　管理課企画調整係　鈴木�
Tel.023-625-5555（内線2328）　fax.023-642-5080�
E-mail：kensyu@saiseikan.jp〒990-8533　山形市七日町一丁目3番26号　https://www.saiseikan.jp/

●常勤勤務医師紹介

●指導医・研修医からのメッセージ
◎臨床研修センター室長：黒木実智雄

　「頼りがいのある医師」としての土台作りをお手伝いします。

　当院では、より実践的な研修を皆さんに提供します。目の前の患者さんに対して、全人的にしっかり

と診て真摯に対応できる医師を目指していただきます。当院は忙しい病院として知れ渡っています。決

して楽な研修ではありませんが、今後の医師としての土台を作る大事な時期をお手伝いします。我々指

導医も、これまでの長年にわたる研修病院としての実績に驕ることなく、より良い研修生活を送っても

らえるよう努力を惜しみません。「頼りがいのある医師」を目指す皆さんと、当院で一緒に働けることを

楽しみにしています。

◎研修医より

　当院の特徴は豊富な症例に直接触れることができる点にあると考えます。

　山形市だけではなく周辺地域から多くの患者さんが来られる当院では、それぞれの診療科において

Common Diseaseから重傷疾患まで様々な病態の診療にあたることができます。研修医も指導医と共に

初期治療から関わることになります。特に救急車の受け入れ台数は地域トップクラスであり、救急科に

おいて研修医１年目からその初期対応に携わります。現場における思考力や判断力が求められるため決

して簡単なことではありませんが、その中で医師として必要なスキルを磨くことができます。もちろん

研修医へのサポート体制は充実しており、過度な責任を負うことはありません。実践的な経験の中で徐々

にステップアップできる環境が整っていると感じています。研修医の人数は少ないですが、このような

経験を独占できる利点があります。

　また、当直翌日は半日勤務であり、夏季休暇もあるなどメリハリのついた研修が可能です。山形市の

中心部に位置し、県内、県外へのアクセスも良く研修中に生活で困ることはありません。ぜひ、病院見

学で実際の雰囲気を体験してみてください。お待ちしています。

職　名 氏　名 診療科 学会認定医等　　主な所属学会 指導医講習会
の受講経験

病院事業管理者 貞　 弘　 光　 章 外科、血管外科 日本外科学会専門医・指導医、日本心臓血管外科学会専門医・修練指導医・国際会員、日本胸
部外科学会指導医、日本血管外科学会、日本冠動脈外科学会、日本循環器学会 ×

副館長 増　 田　 啓　 治 整形外科
日本整形外科学会専門医・認定脊椎脊髄病医・認定リウマチ医・認定スポーツ医・認定運動器
リハビリテーション医、日本リハビリテーション医学会認定臨床医、日本脊椎脊髄病学会脊椎脊
髄外科指導医、日本側弯症学会、日本骨折治療学会

○

副館長
（脳神経外科長） 近　 藤　　　 礼 脳神経外科

日本脳神経外科学会専門医、日本脳神経外科コングレス、日本脳卒中の外科学会技術指導医・
代議員、日本脳卒中学会評議員・専門医、日本脳循環代謝学会評議員、日本脳神経血管内治
療学会指導医・専門医、日本神経内視鏡学会技術認定医、日本頭痛学会指導医・専門医

○

副館長（中央診療部長、
外科長） 大　 西　 啓　 祐 外科

日本外科学会専門医、日本内視鏡外科学会、日本呼吸器外科学会、日本がん治療認定医機構
がん治療認定医、日本臨床外科学会、日本消化器外科学会、東北ヘルニア研究会、検診マンモ
グラフィ読影認定医

○

第一診療部長
（消化器内科長、臨床研
修センター室長）

黒　木　実智雄 消化器内科
日本内科学会総合内科専門医、日本消化器病学会指導医・専門医・東北支部評議員、日本消
化器内視鏡学会指導医・専門医・東北支部評議員、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、
日本膵臓学会、日本臨床腫瘍学会暫定指導医

○

主任医長 西　 瀬　 雄　 子 消化器内科 日本内科学会認定医・総合内科専門医・認定医、日本消化器病学会指導医・専門医、日本肝
臓学会専門医、日本消化器内視鏡学会専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医 ○

医長 作　 田　 和　 裕 消化器内科 日本内科学会総合内科専門医・認定医・指導医、日本消化器病学会専門医、日本消化器内視
鏡学会専門医、日本消化管学会専門医、日本カプセル内視鏡学科認定医 ○

医長 阿　 部　 泰　 明 消化器内科 日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医、日本消化器内視鏡学会専門医 ○

医長 鍋　 島　 立　 秀 消化器内科 日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医、日本消化器内視鏡学会、日本膵臓学会、日
本胆道学会 ○

感染対策室長
（呼吸器内科長） 岩　 渕　 勝　 好 呼吸器内科

日本内科学会認定医・総合内科専門医・指導医、日本呼吸器学会指導医・専門医、日本循環
器学会専門医、日本臨床腫瘍学会暫定指導医、日本肺癌学会、日本緩和医療学会、日本レーザー
医学会、日本心療内科医学会、ICD制度協議会認定ICD

○

主任医長 片　 桐　 祐　 司 呼吸器内科
日本内科学会認定医・総合内科専門医、日本呼吸器学会専門医・指導医、日本呼吸医内視鏡
学会専門医・指導医、日本感染症学会専門医、日本結核・非結核性抗酸菌症学会認定医・指
導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、ICD制度協議会認定ICD

○

医長 會　 田　 康　 子 呼吸器内科 日本内科学会認定医、日本呼吸器学会専門医 ○

医長 阿　 部　 祐　 紀 呼吸器内科 日本内科学会認定医、日本呼吸器学会、日本肺癌学会、日本臨床腫瘍学会、日本感染症学会 ○

副医長 太　 田　 隆　 仁 呼吸器内科 日本内科学会、日本呼吸器学会、日本感染症学会 ×

循環器内科長 宮　 脇　　　 洋 循環器内科 日本内科学会指導医・総合内科専門医、日本循環器学会循環器専門医・東北支部評議員、日
本高血圧学会指導医、日本心血管インターベンション治療学会、日本不整脈学会 ○

主任医長 中　 田　 茂　 和 循環器内科 日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学会専門医、日本心血管インターベンション治療学
会、日本超音波学会、日本不整脈学会、日本血管造影インターベンショナルラジオロジー学会 ○

医長
（臨床研修センター副室長） 屋　 代　 祥　 典 循環器内科、救急科 日本内科学会認定医、日本循環器学会循環器専門医、日本心血管インターベンション治療学会

認定医、日本救急医学会、日本DMAT隊員 ○

医長 村　 形　 寿　 彦 循環器内科 日本内科学会、日本循環器学会、日本心血管インターベンション治療学会、日本不整脈心電学会 ×

糖尿病・内分泌内科長 五十嵐　雅　彦 糖尿病・内分泌内
科、内科

日本内科学会総合内科専門医・認定医、日本糖尿病学会専門医・指導医、日本臨床検査医学
会専門医・管理医、日本成人病学会管理指導医、日本人間ドック学会認定医、日本動脈硬化学
会指導医・専門医、日本糖尿病合併症学会、国際糖尿病学会、日本糖尿病協会療養指導医、
日本肥満学会、日本静脈経腸栄養学会（TNT修了）、日本臨床栄養学会認定臨床栄養医

○

医長 髙　 橋　 賢　 治 糖尿病・内分泌内科 日本内科学会認定医、日本糖尿病学会、日本動脈硬化学会、日本肥満学会 ×

腎臓内科長
（臨床研修センター副室長） 出　 川　 紀　 行 腎臓内科、内科 日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本腎臓学会指導医・専門医、日本透析医学会指導医・

専門医、日本リウマチ学会 ○

医長 工　 藤　 光　 介 腎臓内科 日本内科学会認定医・総合内科専門医、日本腎臓学会専門医・指導医、日本透析医学会専門医・
指導医 ○

医長 近　　　 壮 一 朗 腎臓内科 日本内科学会認定医、日本腎臓学会、日本透析医学会 ○

医員 蔵　 増　 柚　 華 腎臓内科 日本内科学会、日本腎臓学会、日本リウマチ学会 ×

レジデント 山　 口　 琢　 也 腎臓内科 ×

内科長、血液内科長 木　 村　　　 淳 内科、血液内科 日本内科学会、日本血液学会、日本造血細胞移植学会 ○

医長 長 谷 川　　　 慎 血液内科 日本内科学会認定医、日本血液学会専門医、日本造血細胞移植学会 ○

脳神経内科長 佐 久 間　　　 良 脳神経内科 日本神経学会専門医、日本内科学会認定医 ○

医長 川　 田　 健　 太 脳神経内科 日本内科学会、日本神経学会、日本脳卒中学会 ○

医長 向　 井　 由　 幸 脳神経内科 日本神経学会専門医、日本内科学会認定医、日本頭痛学会 ○

医員 祐　 川　 顕　 一 脳神経内科 日本内科学会、日本神経学会 ×

小児科長 前　 田　 勝　 子 小児科 日本小児科学会専門医、日本感染症学会、日本血液学会、日本小児感染症学会、日本小児アレ
ルギー学会 ○

主任医長 小田切　徹　州 小児科 日本小児科学会専門医、日本小児循環器学会、日本Pediatric�Interventional�Cardiology学会 ○

主任医長 阿　 部　 暁　 子 小児科 日本小児科学会専門医、日本小児神経学会、日本てんかん学会、日本小児感染症学会 ○

医長 川　 崎　　　 基 小児科 日本小児科学会専門医、日本小児血液がん学会 ○

副医長 阿　 部　 拓　 哉 小児科 日本小児科学会、日本周産期・新生児学会、日本新生児成育医学会 ×

臨時医師 角　 田　 孝　 彦 皮膚科
日本皮膚科学会専門医、日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会評議員、日本アレルギー学会指
導医・専門医、日本皮膚外科学会評議員、日本皮膚悪性腫瘍学会、日本褥瘡学会認定師、日
本熱傷学会、日本小児皮膚科学会、日本臨床皮膚科医会、日本乾癬学会、日本フットケア学会

○

副医長 永　 谷　　　 圭 皮膚科 日本皮膚科学会 ×

放射線科長 大　 竹　 修　 一 放射線科 日本医学放射線学会診断専門医・研修指導者、日本禁煙学会、日本IVR学会、日本磁気共鳴学会 ○

主任医長 渡　 邉　 奈　 美 放射線科 日本医学放射線学会放射線診断専門医、日本核医学会核医学専門医、PET核医学認定医 ○

主任医長 髙　 井　 憲　 司 放射線科 日本医学放射線学会治療専門医、研修指導者、日本放射線腫瘍学会認定医　 ○

主任医長 五十嵐　幸　夫 外科、消化器外科 日本外科学会専門医、日本消化器外科学会認定医、日本臨床外科学会、検診マンモグラフィ読
影認定医 ×

第二診療部長
（消化器外科長） 長谷川　繁　生 消化器外科

日本外科学会指導医、日本消化器外科学会指導医、日本消化器病学会指導医・専門医、日本
臨床外科学会、日本腹部救急医学会、日本乳癌学会、日本救急医学会、日本静脈経腸栄養学
会認定医、日本胃癌学会、日本肝胆膵外科学会、日本膵臓学会、日本胆道学会、日本外傷学会、
検診マンモグラフィ読影認定医

○

内視鏡外科長 二　 瓶　 義　 博 外科、内視鏡外科 日本外科学会専門医、日本消化器外科学会、日本内視鏡外科学会、日本臨床外科学会、日本
がん治療認定医機構がん治療認定医、検診マンモグラフィ読影認定医、日本乳癌学会 ○

主任医長 高　 須　 直　 樹 外科

日本外科学会指導医・専門医、日本消化器外科学会指導医・専門医、日本消化器病学会指導医・
専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本静脈経腸栄養学会（認定医）、日本胃
癌学会、日本食道学会、検診マンモグラフィ読影認定医、日本老年医学会高齢者栄養療法認定
医、日本内視鏡外科学会

○

主任医長 相　 磯　　　 崇 外科、消化器外科 日本外科学会認定医・専門医、日本肝胆膵外科学会 ○

医長 伊　 藤　 想　 一 外科
日本外科学会専門医、日本消化器外科学会専門医・消化器がん外科治療専門医、日本消化器
病学会専門医、日本食道学会認定医、日本がん治療認定医機構認定医、日本臨床外科学会、
日本内視鏡外科学会、日本静脈経腸栄養学会、日本外科感染症学会、日本外科系連合学会

○

医長 佐　藤　多未笑 外科
日本外科学会専門医、日本消化器外科学会、日本内視鏡外科学会、日本臨床外科学会、日本
胃癌学会、日本食道学会、日本腹部救急医学会、日本癌治療学会、日本がん治療認定機構がん
治療認定医

○

職　名 氏　名 診療科 学会認定医等　　主な所属学会 指導医講習会
の受講経験

整形外科長 矢　 野　 利　 尚 整形外科 日本整形外科学会専門医 ×

医長 古　 口　 昌　 志 整形外科 日本整形外科学会専門医、日本整形外科超音波学会、日本人工関節学会、日本関節鏡・膝・スポー
ツ整形外科学会 ○

医員 鯉　 渕　 優　 介 整形外科 日本整形外科学会、日本肩関節学会、日本整形外科スポーツ医学会、日本臨床スポーツ医学会、
東北整形災害外科学会 ×

レジデント 佐　 藤　　　 恵 整形外科 日本人工関節学会 ×

救急科長（兼）脳神経外
科主任医長 久　 下　 淳　 史 救急科、脳神経外科

日本脳神経外科学会専門医、日本救急医学会救急科専門医、日本脳卒中学会認定脳卒中専門
医、日本神経内視鏡学会内視鏡技術認定医、日本頭痛学会頭痛専門医、日本医師会認定産業医、
DMAT隊員統括

○

医長 山　 木　　　 哲 脳神経外科 日本脳神経外科学会専門医、日本脳神経外科コングレス、日本脳卒中学会専門医、日本脳卒中
の外科学会、日本脳神経血管内治療学会専門医、日本神経内視鏡学会、日本脳ドック学会 ○

医員 佐々木　康　介 脳神経外科 日本脳神経外科学会、日本脳卒中学会、日本脳神経血管内治療学会 ×

レジデント 田　 中　 将　 大 脳神経外科 日本脳神経外科学会、日本脳神経外科コングレス、日本脳神経血管内治療学会、日本脳卒中学会 ×

レジデント 近　 藤　 大　 祐 脳神経外科 日本脳神経外科学会 ×

リハビリテーション科長 金　内　ゆみ子 リハビリテーショ
ン科

日本リハビリテーション医学会専門医・指導医、日本整形外科学会専門医、日本手外科学会専
門医 ○

泌尿器科長 加　 藤　 智　 幸 泌尿器科

アメリカ泌尿器科学会、日本泌尿器科学会専門医・指導医、日本泌尿器内視鏡学会泌尿器腹腔
鏡技術認定医、日本内視鏡外科学会泌尿器腹腔鏡技術認定医、日本癌治療学会、日本がん治
療認定医機構がん治療認定医、日本免疫学会、日本臨床免疫学会免疫療法認定医、日本炎症・
再生学会、日本透析医学会、日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会

○

主任医長 柴　 崎　 智　 宏 泌尿器科
日本泌尿器科学会指導医・専門医、日本癌治療学会、日本緩和医療学会、日本透析医学会、
日本泌尿器内視鏡学会腹腔鏡手術認定医、日本内視鏡外科学会泌尿器腹腔鏡技術認定取得者、
日本泌尿器腫瘍学会

○

医長 櫻　 井　 俊　 彦 泌尿器科
日本泌尿器科学会指導医・専門医、日本泌尿器内視鏡学会泌尿器科領域腹腔鏡技術認定取得、
日本癌治療学会、日本泌尿器腫瘍学会、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本内分
泌学会

○

医長 窪　 木　 祐　 弥 泌尿器科 日本泌尿器科学会、日本泌尿器腫瘍学会 ×

産婦人科長 酒　 井　 伸　 嘉 産婦人科 日本産婦人科学会指導医・専門医、日本産婦人科医会、母体保護法指定医、日本周産期新生
児医学会 ○

主任医長 吉　 田　 隆　 之 産婦人科 日本産科婦人科学会指導医・専門医、日本産婦人科医会、母体保護法指定医、日本周産期・
新生児医学会専門医、日本東洋医学会専門医、日本女性医学学会専門医 ○

副医長 立　 花　 由　 花 産婦人科 日本産科婦人科学会（専門医）、日本婦人科腫瘍学会、日本周産期・新生児医学会、日本女性
医学学会、日本緩和医療学会、日本臨床細胞学会 ×

眼科長 西　 川　 将　 平 眼科 日本眼科学会専門医、日本緑内障学会 ×

耳鼻咽喉・頭頸部外科長 那　 須　　　 隆 耳鼻咽喉・頭頸部外科

日本耳鼻咽喉科学会専門医・専門研修指導医・補聴器相談医、日本頭頚部外科学会頭頚部が
ん専門医・暫定指導医、日本気管食道科学会専門医、日本がん治療認定医機構認定医、日本
喉頭科学会、日本口腔咽頭科学会、鼻咽喉科臨床学会、日本小児耳鼻咽喉科学会、日本嚥下
医学会、日本めまい平衡医学会

○

主任医長
（臨床研修センター副室長） 阿　 部　 靖　 弘 耳鼻咽喉・頭頸部外科

日本耳鼻咽喉科学会専門医・専門研修指導医・補聴器相談医、日本がん治療認定医機構認定
医、日本顔面神経学会、日本鼻科学会、日本聴覚医学会、日本頭頸部外科学会、日本耳科学会、
耳鼻咽喉科臨床学会

○

副医長 塩　 水　 紀　 香 耳鼻咽喉・頭頸部外科 日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学会 ×

レジデント 工　 藤　 恵　 蔵 耳鼻咽喉・頭頸部外科 日本耳鼻咽喉頭頚部外科学会、耳鼻咽喉科臨床学会 ×

麻酔科長 篠　 﨑　 克　 洋 麻酔科 日本救急医学会専門医、日本麻酔科学会指導医・専門医、日本集中治療医学会、日本集団災
害医学会、日本DMAT隊員総括 ○

主任医長 長　 岡　 由　 姫 麻酔科 日本麻酔科学会指導医・専門医 ○

医長
（臨床研修センター副室長） 秋　 元　　　 亮 麻酔科 日本麻酔科学会指導医・専門医、日本集中治療医学会専門医、日本心臓血管麻酔学会専門医、

日本周術期経食道心エコー認定、日本呼吸療法医学会専門医、日本老年麻酔学会認定医 ○

歯科長 井　 上　 右　 子 歯科 日本口腔外科学会 ×

病理診断科長 大　 竹　 浩　 也 病理診断科 日本病理学会、日本臨床細胞学会 ○

研修医 大　 木　 悠　 世 臨床研修センター ×

研修医 益　 子　 涼　 也 臨床研修センター ×

研修医 日　 根　　　 岳 臨床研修センター ×

研修医 中　根　幸太郎 臨床研修センター ×

研修医 相　 馬　 康　 平 臨床研修センター ×

●プログラムについて

●医師紹介・メッセージ

臨床研修
・希望診療科研修が長くとれる自由度の高いプログラム
・熱意溢れる指導医によるマンツーマン指導体制
・「どんな患者さんが来ても困らない」豊富な症例で、プライマリケア、ファーストエイドの修得と的確な判断能力を身につけられる救急研修システム
●研修スケジュール（例）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
１年次 呼吸器内科 循環器内科 消化器内科 救急 麻酔 小児科 選択科
２年次 産婦人科 精神科 地域医療 外科 選択科

　１年次は、内科は内科系５科（消化器、呼吸器、循環器、内科（糖尿病内分泌、腎臓、血液）脳神経）から８週以上の組み合わせで24週以上、救急麻酔（各４週）
を基本研修としてローテートする。
　精神科（かみのやま病院または山形さくら町病院で４週）、地域医療（朝日町立病院または白鷹町立病院で４週）の必修科研修は２年次に行う。
　産婦人科、外科および小児科は各４週以上（ローテートは１年次でも２年次でも可）を必修とする。

●8 ●9



●病院の概要

臨
床
研
修
病
院

臨
床
研
修
病
院

●募集について

●診療科ごとの入院患者・外来患者の数（令和4年度実績）
診 療 科 名 年間入院�

患者実数
平均在院�
日 数

年 間 新�
外来患者数

１ 日 平 均�
外来患者数

年間外来�
診療日数

産 婦 人 科 1,212� 10� 974� 98.5� 243
循 環 器 内 科 424 13.3 2,530 51.3 243
消 化 器 内 科 791 9.1 3,162 48.8 243
呼 吸 器 内 科 0 897 18.5 167
神 経 内 科 34 28.9 708 16.9 232
透 析 科 0 4 28.5 243
腎 臓 内 科 97 17.6 874 16.3 210
糖・ 内 分 泌 115 10.5 2,073 37.0 243
血 液 内 科 0 223 10.8 96
一 般 内 科 77 14.5 274 4.2 77
整 形 外 科 1,948� 17� 3,870� 214.4� 243
小 児 科 495� 7� 282� 11.9� 243
外 科 748� 11� 2,675� 68.0� 243
泌 尿 器 科 192� 17� 341� 34.4� 243
皮 膚 科 0� 47� 24.8� 93
脳 神 経 外 科 775� 19� 479� 34.0� 243
心臓血管外科 576� 28� 672� 35.3� 243
眼 科 4� 2� 46� 25.7� 93
麻 酔 科 0� 4� 5.4� 47
放 射 線 科 0� 1,008� 4.9� 243
耳 鼻 咽 喉 科 0� 35� 9.0� 143
形 成 外 科 0� 35� 10.3� 93

●救急患者受入人数（令和 4年度実績）� 3,890 人
●学会認定施設の状況
�• 日本内科学会認定医制度教育関連病院
�• 日本循環器学会認定循環器専門医研修関連施設
�• 日本呼吸器学会認定施設
�• 日本感染症学会認定研修施設
�• 日本呼吸器内視鏡学会関連認定施設
�• 日本静脈経腸栄養学会認定NST�稼働施設
�• 日本消化器内視鏡学会指導施設
�• 日本神経学会専門医制度教育関連施設
�• 日本糖尿病学会認定教育施設
�• 日本肥満学会認定肥満症専門病院
�• 日本腎臓学会研修施設
�• 日本透析医学会認定教育関連施設
�• 日本周産期・新生児医学会専門医制度（周産期新生児専門医）暫定研修施設
�• 日本外科学会外科専門医制度修練施設
�• 日本消化器外科学会専門医修練施設
�• 日本乳癌学会認定医専門医制度認定施設
�• 日本がん治療認定医機構認定研修施設
�• 日本消化器病学会専門医制度認定施設
�• 日本整形外科学会専門医制度研修施設
�• 日本手外科学会認定手外科専門医制度認定研修施設
�• 日本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科専門医基幹研修施設
�• 日本リウマチ学会教育施設
�• 日本脳神経外科学会専門医認定制度指定訓練場所
�• 日本脳卒中学会認定研修教育病院
�• 日本脳卒中学会一次脳卒中センター
�• 日本脳ドック学会認定脳ドック施設
�• 日本泌尿器科学会専門医教育施設
�• 日本東洋医学会研修施設
�• 日本産科婦人科学会専門医制度卒後研修指導施設
�• 日本周産期・新生児医学会専門医制度（周産期母体・胎児専門医）暫定研修施設
�• 三学会構成心臓血管外科専門医認定機構関連施設
�• 下肢静脈瘤に対する血管レーザー焼灼術の実施基準による実施施設
�• 日本麻酔科学会麻酔科認定病院
�• 日本医学放射線学会放射線科専門医修練協力機関（放射線診断、核医学）
�• ステントグラフト実施施設（腹部大動脈瘤）
�• 日本臨床細胞学会施設認定制度認定施設
�• 日本人間ドック健診専門医研修施設
�• 日本人間ドック健診施設
�• 外国医師臨床修練指定病院
�• 日本高気圧環境・潜水医学会認定病院

●�病院見学は随時受付けています�
実際に当院へおいでいただき、当院の雰囲気を感じてください。

当院規程による旅費を支給しますので、お気軽にご連絡ください。

〇病院の沿革と診療について
　山形県唯一の公的医療機関として、済生会設立の本旨である無料低額診療等
の福祉医療をはじめ、村山二次医療圏の中核的病院として高度・急性期医療を中
心に地域医療を担っています。平成11年には、県内で２番目の病院として日本医
療機能評価機構の施設認定を受け、2019年に３rdG：ver.2.0の認定を受け更新
しました。「患者さん中心の医療の実践」を基本方針として掲げ、「トータルケアの考
えに基づいた疾病予防、治療、在宅医療まで継続した医療の提供」「チーム医療
の充実を図り診療機能と患者サービスの向上を目指す」「地域における医療の質向
上のため、他の医療機関と協力し臨床教育の実践を図る」ことを中長期の目標とし
て職員一同研鑽に励んでいます。
〇病院の診療体制と充実した施設設備
　山形市の二次救急医療機関の指定を受けている救急医療をはじめ、村山地
域の災害拠点病院など特殊医療の充実を図り、当直体制では、救急室、産科、
HCU、NICUにそれぞれ医師を配し、更に各科の拘束体制に加えて看護師・薬剤師・
放射線技師・検査技師が当直しており、様々な事例に対して迅速な対応が図れる
よう万全を期しています。
　診療においては、急性期医療に対応すべく最新の医療機器を整備、各科がそ
れぞれの専門領域の質向上に努めていますが、全７室ある手術室をすべてバイオ
クリーンルームにするなど、施設設備においても充実を図っています。
　予防医学では、人間ドック・脳ドックはもとより、生活習慣病患者等が利用する
健康増進センターを付設。また、がんの早期発見に寄与するPET/CT装置を備え
たPET/CTセンターを平成15年５月に、山形県初の施設として開設し、健診のみ
ならず病病、病診連携に大きな貢献を果たしており、県民医療のレベルアップに
つながっているものと考えています。
〇当院の診療科の特色
整形外科

　山形県内で最も多い15名の整形外科医が在籍しています。令和３年度は、月平
均4,456名の外来患者さんを診察し、一日平均91名の患者さんが入院しています。
年間合計1,977件の手術を行いました。当院の整形外科の特色として、伝統的に
人工関節の手術が非常に多く、人工股関節、人工膝関節ともに年間400件以上
行われています。これは県内随一であるのみならず全国でも上位10施設に入る実
績であり、関節外科医の修練の場にもなっています。
産婦人科

　NICUと連携した周産期センターで、産婦人科医師と新生児科医師が常時当直
し、24時間体制で分娩を監視し、母体と新生児にとっても安全で安心な病院を
目指しています。
　分娩数は年間700件近くの分娩を扱っています。周産期センターを中心として、
ハイリスク妊婦・分娩・産褥管理を行い、ほぼすべての疾患にも対処できるように
しています。
　不妊治療に関しては、体外受精を含めた高度生殖補助医療も行っています。

臨床研修
●令和６年度研修医募集定員：５名
●処遇：��• 基本給：450,000 円（初年度 · 諸手当含む）�

��• 年間概算支給見込額：6,000,000 円（初年度）

●�研修医の募集及び採用の方法等：�
��• 募集方法：公募�
��• 選考方法：面接（７月下旬～９月上旬）・小論文�
��• 締切：８月末頃の予定、募集人員に満たない場合は随時受け付け。�
��• 提出書類：履歴書、成績証明書、卒業見込証明書、健康診断書�
��• マッチング利用の有無：有

社会福祉法人恩賜
財団済生会　山形済生病院 病 院 長：石井　政次

病 床 数：459【一般：459】
医 師 数：69
診 療 科 目：�内、神内、呼内、消内、循内、糖内、腎内、血内、リウ、小、外、乳外、�

整外、形外、脳外、呼外、心外、皮、泌、産婦、眼、耳、リハ、放、麻、精

●�問い合わせ先�
社会福祉法人恩賜

財団済生会山形済生病院　人事課　足立・今村�
tel.023-682-1111　fax.023-682-0122�
E-mail：rin-ken@ameria.org〒990-8545　山形市沖町79-1　http://www.ameria.org/

●指導医・研修医等からのメッセージ
◎基幹型研修医：池田　梓
　当院の魅力は現場の雰囲気が非常に良好なことです。指導医の先生方はもちろ
ん、コメディカルのスタッフ全員が研修医をサポートしてくれます。わからないこ
とをすぐに質問できる環境下で、ただ甘やかすだけでなく、能力に応じて任せる仕
事を見極めたくさんのことに挑戦させてもらえるため、大きな成長が期待できま
す。また、地域の中核病院として幅広い症例を扱っているため、研修医として体験
すべき能力を確実に培っていくことが出来ると思います。さらに、研修医の人数も
多すぎないため、経験したい手技や手術は必ず経験するチャンスがあります！必ず
指導医の監視下で行われるため、安全面も保証されています。さらに研修のオンオ
フがはっきりしているため、プライベートも充実させることが出来ます。
　一度見学に来て、当院の魅力を感じてみませんか？

●常勤勤務医師紹介
職　名 氏　名 診療科 学会認定医等 指導医講習会

の受講経験

名誉院長 濱　崎　　　允 整形外科 ×

顧問 金　杉　　　浩 産婦人科 日本産婦人科学会（専門医/指導医）、日本東洋医学会（漢方専門医/指導医）、
山形県医師会（母体保護法指定医師） ×

院長 石　井　政　次 整形外科 日本整形外科学会（専門医）、日本リハビリテーション医学会（認定臨床医）、日
本人工関節学会（認定医）、日本体育協会（スポーツドクター） 〇

診療顧問 折　田　博　之 心臓血管外科・
呼吸器外科

日本外科学会（専門医/指導医/認定医）、日本胸部外科学会（専門医/指導医）、
日本心臓血管外科学会（専門医/修練指導者）、日本血管外科学会（専門医） 〇

細　矢　貴　亮 放射線科 日本医学放射線学会（研修指導者・放射線診断専門医） 〇

間　中　英　夫 糖尿病内科 日本内科学会（総合内科専門医）、日本糖尿病学会（専門医）、日本内分泌学会
（専門医） 〇

本　田　耕　一 神経内科
日本内科学会（総合内科専門医/指導医/認定内科医）、日本神経学会（神経内
科専門医/指導医）、日本高気圧環境・潜水医（高気圧医学専門医）、日本医師
会（認定産業医）

〇

太　田　圭　治 外科 日本外科学会（専門医）、日本消化器外科学会（認定医）、日本乳癌学会（乳腺
専門医）日本がん治療認定医機構（がん治療認定医） 〇

阪　西　通　夫 産婦人科
日本産婦人科学会（専門医/指導医）、日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医・指
導医）日本周産期・新生児医学会〈周産期（母体・胎児）専門医/暫定指導医〉、
日本医師会（生涯教育認定医）、日本専門医機構（産婦人科専門医）、山形県医
師会（母体保護法指定医師）

〇

副院長 福　島　重　宣 整形外科 日本整形外科学会（専門医）、日本人工関節学会（認定医） 〇

廣　岡　茂　樹 心臓血管外科・
呼吸器外科

日本外科学会（専門医/指導医/認定医）、日本胸部外科学会（専門医）、日本心
臓血管外科学会（専門医）、日本血管外科学会（専門医）、血管内レーザー焼灼
術実施管理委員会（指導医）

〇

大　友　　　純 循環器内科 日本内科学会（認定医）、日本循環器学会（専門医）、日本医師会（認定産業医） 〇

統括診療部長 磯　部　秀　樹 外科
日本外科学会（外科専門医）、日本消化器病学会（消化器病専門医）、日本外科
感染症学会（ICD）、日本消化器外科学会（消化器外科専門医/消化器がん外科
治療認定医）、日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）、日本静脈経腸栄
養学会（TNT）

〇

松　尾　　　拓 消化器内科
日本内科学会（総合内科専門医・認定内科医）、日本消化器病学会（消化器病
専門医・指導医）、日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医・指導医）、
日本肝臓学会（肝臓専門医）

×

診療部長 石　垣　大　介 整形外科 日本整形外科学会（専門医/認定スポーツ医）、日本手外科学会（専門医）、日本
高気圧環境・潜水医（高気圧医学専門医） 〇

千　葉　克　司 整形外科 日本整形外科学会（専門医/脊椎脊髄病医/脊椎内視鏡下手術・技術認定医）、
日本脊椎脊髄病学会・日本脊髄外科学会（専門医） 〇

佐々木　　　幹 整形外科
日本整形外科学会（専門医）、日本リハビリテーション医学会（専門医/指導医）、
日本リウマチ学会（指導医・専門医）、日本体育協会（認定スポーツドクター）、
日本人工関節学会（認定医）

×

髙　﨑　　　聡 腎臓内科 日本内科学会（専門医/認定内科医）、日本腎臓学会（専門医/指導医）、日本透
析医学会（専門医） 〇

荒　若　信　子 糖尿病内科
日本内科学会（専門医/認定医）、日本糖尿病学会（専門医/研修指導医）、日本
老年医学会（専門医）、日本人間ドック学会（専門医/指導医/認定医健診情報管
理指導）

〇

竹　村　　　直 脳神経外科 日本脳神経外科学会（専門医）、日本脳卒中学会（専門医・指導医） 〇

赤　羽　和　博 小児科 日本周産期・新生児医学会〈周産期（新生児）医専門医/暫定指導医）、日本小
児科学会（専門医） 〇

小　林　なぎさ 麻酔科 日本麻酔科学会（専門医/指導医）、日本ペインクリニック学会（専門医） 〇
橋　本　　　透 泌尿器科 日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医） 〇
三　井　英　明 放射線科 〇

川　口　　　清 外科
日本外科学会（専門医/指導医）、日本消化器病学会（専門医/指導医）、日本消
化器外科学会（専門医/指導医/消化器がん外科治療認定医）、日本内視鏡外科
学会（技術認定医）、日本がん治療認定医機構（がん治療認定医/暫定教育医）

〇

診療副部長 内　海　秀　明 整形外科 日本整形外科学会（専門医/脊椎脊髄病医/脊椎内視鏡下手術・技術認定医）日
本脊椎脊髄病学会（指導医） 〇

宍　戸　哲　郎 循環器内科 日本内科学会（総合内科専門医）、日本循環器学会（循環器専門医）、日本心臓
リハビリテーション学会（心臓リハビリテーション指導士） 〇

平　田　慎　也 消化器内科 〇

中　村　由紀子 消化器内科
日本内科学会（専門医/認定医）、日本消化器病学会（専門医）、日本消化器内
視鏡学会（専門医）、日本人間ドック学会（専門医/健診指導医/認定医）、日本
摂食嚥下リハビリテーション学会（認定士）、日本静脈経腸栄養学会（TNT）

〇

外　田　洋　孝
心臓血管外
科・呼吸器外
科

日本外科学会（外科専門医）、日本胸部外科学会（専門医）、日本心臓血管外科
学会（専門医・修練指導者）、日本血管外科学会（専門医）、日本脈管学会（専
門医）、日本ステントグラフト実施基準管理委員会（実施医）

〇

藤　本　博　人 外科 日本外科学会（専門医）、日本消化器外科学会（専門医/消化器がん外科治療認
定医）、日本内視鏡外科学会（技術認定医）、日本食道学会（専門医/認定医） 〇

大　貫　　　毅 産婦人科
日本産科婦人科学会（専門医/指導医）、日本周産期・新生児医学会〈周産期（母
体・胎児）専門医/代表指導医〉、日本専門医機構（産婦人科専門医）、山形県
医師会（母体保護法指定医師）

〇

金　子　一　善 循環器内科
日本内科学会（認定医）、日本循環器学会（専門医）、日本心血管インターベンショ
ン治療学会（専門医）、日本心臓病学会（心臓病上級臨床医（FJCC））、日本高
血圧学会（専門医/指導医）

〇

医長 大　木　弘　治 整形外科 日本整形外科学会（専門医）、日本人工関節学会（認定医） 〇

齋　藤　佑　規 脳神経外科 日本脳神経外科学会（専門医）、日本定位・機能神経外科学会（機能的定位脳
手術技術認定）、日本脳卒中学会（専門医） 〇

副医長 杉　山　晶　子 産婦人科 日本産科婦人科学会（専門医/指導医） ×

職　名 氏　名 診療科 学会認定医等 指導医講習会
の受講経験

西　塚　　　碧 内科 日本禁煙学会（認定指導医/禁煙サポーター）、日本人間ドック学会（専門医） 〇
相　澤　久　範 糖尿病内科 日本内科学会（認定内科医） ×
青　木　倉　揚 小児科 日本小児科学会（専門医）、日本周産期・新生児医学会〈周産期（新生児）専門医〉 〇
木　村　雅　俊 放射線科 日本医学放射線学会（専門医）、日本核医学会（認定医） ×

今　　　孝　志 消化器内科 日本内科学会、日本消化器病学会（専門医）、日本消化器内視鏡学会（専門医）、
日本消化管学会（胃腸科専門医） 〇

髙　橋　杏　子 産婦人科 日本産科婦人科学会（専門医/指導医） ×
出　井　　　麗 産婦人科 日本産科婦人科学会（専門医）、日本周産期・新生児医学会（周産期専門医） ×
竹　内　隆　二 整形外科 日本整形外科学会（専門医） ×
安次富　咲　子 腎臓内科 日本腎臓学会（専門医） ×

医師 石　川　　　朗 整形外科
日本整形外科学会〈専門医/運動器リハビリテーション医）、日本リハビリテーショ
ン医学会（専門医・認定臨床医）、日本臨床腫瘍学会（暫定指導医）、日本リウ
マチ学会（専門医）

〇

伊　東　貴　史 整形外科 日本整形外科学会（専門医）、日本体育協会（スポーツドクター） ×

伊　藤　友　一 リハビリテー
ション科

日本整形外科学会（専門医/脊椎脊髄病医/運動器リハビリテーション医）、日本
リハビリテーション医学会（認定臨床医）、日本脊椎脊髄病学会（名誉指導医）、
日本骨粗鬆症学会（認定医）、日本体育協会（スポーツドクター）、日本医師会（認
定産業医）

〇

小　松　　　尚 循環器内科 〇

浦　山　雅　弘 外科
日本外科学会（専門医/指導医）、日本消化器病学会（専門医/指導医）、日本消
化器外科学会（専門医/指導医/認定医/消化器がん治療認定医）、日本がん治
療認定医機構（がん治療認定医/暫定教育医）

〇

松　内　祥　子 小児科 日本小児科学会（専門医）、日本周産期・新生児医学会（新生児専門医） ×
大　地　　　宏 泌尿器科 日本泌尿器科学会（専門医） 〇
髙　橋　健　大 整形外科 日本整形外科学会（専門医） ×
村　中　雄　治 整形外科 ×
片　山　れ　な 整形外科 ×
宮　地　隆　浩 整形外科 日本整形外科学会（専門医） ×
神　村　　　慈 脳神経外科 日本脳神経外科学会（専門医） ×
斎　藤　大　三 整形外科 ×
大　類　　　信 小児科 ×
小　仲　良　行 外科 ×
小　松　正　典 産婦人科 ×

基幹型研修医 早　坂　洸　平 ×
村　松　希　信 ×
新　野　純　平 ×
江　畑　亜　美 ×

●プログラムについて

●医師紹介・メッセージ

臨床研修
・必修分野は内科24週以上、救急部門は12週以上、外科、小児科、産婦人科、精神科、地域医療は４週以上とし、一般外来での研修を含める。救急部門は１年次、地域医療は２年次に研修を行う。
・救急部門は外科に所属し、救急医療に関する知識・手技の修得、HCUで研修を行い、救急外来での研修も行う。救急外来での研修は２年間を通じて行うものとする。
・必修分野以外の選択研修期間は、原則として４科までとし、各々４週以上の研修期間とする。
・１名の研修医に対し１名の指導医が担当するマンツーマン形式であるため、指導医と研修医とのコミュニケーションがとりやすく、円滑な研修を行なう事ができる。
・希望者は、同じ済生会グループである済生会宇都宮病院（救急・麻酔・選択）、水戸済生会総合病院（救急・麻酔・選択）、済生会小樽病院（地域医療）での研修を行うことが出来る。

●研修スケジュール
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１年次 選択分野 救急部門 外科 産婦人科 小児科 精神科 内科
２年次 内科 地域医療 選択分野

※１年次の初期２週間はオリエンテーションにあてる
※ローテーションは順不同
※選択分野の診寮科は研修プログラムを参照
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●募集について
臨床研修

●令和６年度研修医募集定員：５名
●令和５年度研修医受入数：１年次：０名　 •２年次：０名
●処遇：����• 基本給：366,096 円（初年度）・383,844 円（２年目）�

����• 住民手当、通勤手当、時間外手当、宿日直手当、期末手当等�
����• 年間概算支給額例：�6,500,000 円程度（初年度）�

7,500,000 円程度（２年目）
●�研修医の募集及び採用の方法等：�
����• 募集方法：公募�
• 選考方法：面接�
• 応募必要書類：選考申込書、履歴書、成績証明書�
• マッチング利用の有無：有

●�公舎、勤務環境�
• 医師公舎２LDK～３DK�（通勤　徒歩 10分～ 15分）

●周辺環境等
• 山形新幹線の始発駅（新庄一東京　直通約 3.5 時間）
• �神室山、月山、鳥海山に囲まれ、最上川にアユ釣りのメッカである小国川が�
注ぎ、日本最大級の巨木も多数残る豊かな自然環境。

• 30分圏内に温泉 20箇所。
•スキー、スノーボードなどウィンタースポーツが盛ん。
•東北一の山車パレード新庄祭（８/24～ 26ユネスコ無形文化遺産、国指定�
重要無形民俗文化財）

•山菜、きのこ、川魚、馬刺し、そば、もつラーメンが美味。

●診療科ごとの入院患者・外来患者の数（令和4年度実績）
診療科名 年間入院

患 者 数
平 均 在
院 日 数

年間新外
来患者数

一日平均外
来 患 者 数

年間外来
診療日数

常 勤
医 師 数 指導医数

内 科 2,389 18.7 4,356 204 244 15 9
小 児 科 349 4.4 1,690 18 244 3 2
外 科　 乳 外 科 525 7.3 523 35 244 7 5
整 形 外 科 690 22.6 966 78 244 4 0
形 成 外 科 104 7.4 530 32 244 2 1
脳 外 科 231 31.8 639 32 244 2 0
皮 膚 科 0 0 571 42 244 1 1
泌 尿 器 科 349 9.5 413 32 244 3 1
産 婦 人 科 556 8.2 1,184 51 244 3 1
眼 科 129 1.8 100 32 244 1 0
耳 鼻 咽 喉 科 442 5.4 609 54 244 3 2
麻 酔 科 0 0 0 0 244 1 1
放 射 線 科 0 0 0 15 244 2 1
救 急 科 0 0 747 17 244 2 0
合 計 5,764 117.1 12,328 642 244 49 24

※医師数はR5.4.1 現在

●救急患者受入人数（令和 4年度実績）� 9,847 人
●各種指定の状況
�• 医師臨床研修病院（基幹型および協力型）
�• 地域がん診療連携拠点病院
�• ヘき地医療拠点病院
�• 第二種感染症指定医療機関
�• 救急告示病院

�• 日本医療機能評価機構認定病院
�• 災害拠点病院
�• 山形県肝炎専門医療機関
�• エイズ治療拠点病院

●各学会研修施設等認定状況
�• 日本内科学会認定医制度教育関連病院
�• 日本整形外科学会専門医制度研修施設
�• 日本静脈経腸栄養学会NST稼働施設
�• 日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
�• 呼吸器外科専門医合同委員会呼吸器外科専門医
制度関連施設
�• 日本脳卒中学会専門医認定制度研修教育病院
�• 日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設
�• 日本麻酔科学会麻酔科認定病院
�• 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設
�• 日本眼科学会専門医制度研修施設
�• 日本乳房オンコプラスティックサージャリー�
学会�エキスパンダー実施施設
�• 日本乳房オンコプラスティックサージャリー�
学会�インプラント実施施設
�• 日本栄養療法推進協議会認定NST稼働施設
�• 日本乳がん検診精度管理中央機構マンモグラフィ
検診施設画像認定施設

�• 日本消化器病学会関連施設
�• 日本脳卒中学会一次脳卒中センター認定施設
�• 日本外科学会外科専門医制度修練施設
�• 日本形成外科学会認定施設
�• 日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関
�• 日本乳癌学会関連施設
�• 日本がん治療認定医機構認定研修施設
�• 日本食道学会全国登録認定施設
�• 日本臨床細胞学会認定施設
�• 日本周産期・新生児医学会暫定研修施設
�• 日本呼吸器学会関連施設
�• 日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設
�• 日本消化器内視鏡学会指導連携施設
�• 腹部救急認定医・教育医制度認定施設
�• 日本臨床腫瘍学会認定研修施設
�• 日本肝臓学会専門医制度認定施設

〇山形県最上二次保健医療圏唯一の中核病院です。
　昭和27年の設立以来69年、「仁・愛・和」を基本理念とする病院憲章
の下、高度化、多様化する地域の医療需要に応える努力を積み重ねて
きました。
　一次から三次医療まで、さまざまな症例の患者の方々が来院され、
一部専門領域を除いたほとんどの症例に対応した医療を提供していま
す。

〇救急指定病院として、地域の救急患者のほとんどが搬送されます。
　１日26.9人、うち救急車搬送6.9人（R4年度平均）の救急患者を受け
入れています。消防本部と連携し、地域メディカルコントロール体制
の中心として、救急患者の救命率向上に努め、救急救命士の病院実習
も積極的に受け入れています。
　麻酔科医師等救急スタッフの充実強化を図っています。

〇�へき地医療拠点病院として、地域の町立病院、村立診療所と連携�
して、地域医療を支えています。

　画像診断等を通じて、地域の病院、診療所を支援しています。
　地域医療機関に院内の症例検討会、ICLS勉強会等を開放しています。
　また、地域医療連携クリニカルパスを通じた病診連携を推進しています。

〇病院見学について
　随時受け入れしております。総務課研修医募集担当まで、ご希望の 
日時等をご連絡ください。

山形県立新庄病院 病 院 長：八戸　茂美
病 床 数：454【一般：452／感染症：２】
医 師 数：49
診 療 科 目：�内、総診、消内、脳神内、循内、呼内、血内、腫内、小、外、

乳外、整、形成、脳、皮、泌、産婦、眼、耳、放、麻、救

●�問い合わせ先�
山形県立新庄病院　総務課　庄司�
tel.0233-22-5525　fax.0233-23-2987�
E-mail：shinbyo@pref.yamagata.jp〒996-0025　新庄市若葉町12-55　http://www.ysh.pref.yamagata.jp/

●指導医・研修医等からのメッセージ
◎院長：八戸　茂美
　「医師人生のスタートをどこで始めるか」、迷って当然です。
　まずは新庄病院に来てみてください。病院に触れ、スタッフに触れ、地域住民に触れ、そしてわずか２
年の間に実に多くの疾患を経験したとき、君たちの選択がベストであったことに気づきます。もちろん充
実した研修が送れますよう全職員一丸となって応援します。

◎教育研修部長：本間　友美
　当院は山形県北部の新庄最上二次医療圏における唯一の中核病院として地域医療を担い、地域のほとんど
の救急患者が搬送される病院です。一次から三次医療まで様々な症例を通し、プライマリ・ケアの習得がで
きます。研修医は少人数の利点を生かし、数多くの手技を経験しています。各診療科の垣根は低く、アットホー
ムな環境で研修できます。ぜひ一度見学にいらしてください。地域医療最前線を一緒に体験しましょう。

●常勤勤務医師紹介（指導医）

担当分野 氏名 役職
指 導 医
講習会等の
受講経験

資格等

内科 八　戸　茂　美 院長 ○ 第６回新臨床研修指導医養成講習会受講、日本消化器内視鏡学会専門医、日
本内科学会認定医・指導医

内科 福　井　忠　久 検査部長（兼）
化学療法室長 ○

日本内科学会認定内科医、総合内科専門医、日本臨床腫瘍学会がん薬物療法
専門医・指導医、日本消化器病学会専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会
専門医・指導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、難病指定医、日
本消化器病学会東北支部評議員、山形大学医学部臨床教授（臨床腫瘍学）、日
本老年医学会高齢者研修会受講、緩和ケア研修会修了、臨床研修指導者講習
会受講、秋田大学医学部非常勤講師（臨床腫瘍学）

内科 奥　本　和　夫 生活習慣病予防・
対策部長 ○

日本内科学会総合内科専門医・指導医・東北支部評議員、日本消化器病学会
専門医・学会評議員、日本消化器内視鏡学会専門医・東北支部評議員、日本
肝臓学会専門医・暫定指導医・当部会評議員、二本門脈圧亢進症学会・内視
鏡的治療領域技術認定医、日本内科学会JMECCインストラクター、臨床研修
指導医講習会受講、緩和ケア研修会修了

内科 宮　本　卓　也 第一診療部長（兼）
人工透析室長 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学会専門医、日本循環器学会認
定FJCS、日本内科学会認定JMECCインストラクター、日本循環器学会認定
ACLSコースディレクター、日本心血管インターベンション治療学会認定医、山
形大学医学部臨床教授（循環器内科学）、緩和ケア研修会修了、日本肺高血圧・
肺循環学会評議員、日本循環器学会東北支部評議員、難病指定医

内科 結　城　孝　一 地域医療部副部長 ○ 平成21年度NPO法人艮陵協議会臨床研修指導医講習会受講

内科 堀　内　英　和 診療機材部長 ○ 第７回東北ブロック医師臨床研修指導医ワークショップ受講、日本内科学会認
定医

内科 奥　山　英　伸 放射線部長 ○
山形県臨床研修指導医講習会受講、日本内科学会総合内科専門医・指導医、
日本循環器学会専門医、認定医療メディエーター、日本心血管インターベンショ
ン治療学会認定医、総合診療領域特任指導医、プログラム統括責任者、難病
指定医

内科 岸　　　 宏　 幸 感染管理室長 ○
山形県臨床研修指導医講習会受講、日本内科学会総合内科専門医、日本呼吸
器学会専門医、ICD制度協議会認定ICD、日本がん治療認定医機構認定医、（小
児慢性特定疾病指定医、難病指定医、緩和ケア研修会修了、がんのリハビリテー
ション研修修了）

内科 秋　葉　昭多郎 検査部副部長 ○ 山形県臨床研修指導医講習会受講、日本内科学会認定医、日本消化器病学会
専門医、日本消化器内視鏡学会専門医

小児科 本　間　友　美 教育研修部長 ○ 第６回東北ブロック医師臨床研修指導医ワークショップ受講、日本小児科学会
専門医・指導医

小児科 仁　木　敬　夫 地域医療部長 ○
第13回東北ブロック医師臨床研修指導医ワークショップ受講、日本小児科学会
専門医・指導医、日本小児循環器学会専門医、PALSインストラクター、日本
DMAT、山形県地域差異が気医療コーディネーター、山形県災害時小児周産期
リエゾン

外科
乳腺外科 石　山　智　敏 副院長（統括） ○ 日本外科学会専門医・指導医、日本乳癌学会乳腺専門医、日本がん治療認定

医機構認定医、日本DMAT隊員

担当分野 氏名 役職
指 導 医
講習会等の
受講経験

資格等

外科　 神　 宮　　　 彰 手術部長 ○
第14回新臨床研修指導医養成講習会受講、日本外科学会専門医、日本食道学
会食道科認定医、日本がん治療認定医機構認定医、日本消化器外科学会専門
医・指導医、日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医

外科 松　本　秀　一 副院長
（新病院整備担当） ○

平成16年度指導医養成講習会受講、日本外科学会専門医、検診マンモグラ
フィー読影認定医、日本がん治療認定医機構認定医、JATECインストラクター、
JPTECインストラクター、ICLSディレクター

外科 太　田　英　樹 地域医療部副部長 ○

日本外科学会専門医・指導医、呼吸器外科専門医合同委員会認定呼吸器外科
専門医、日本呼吸器外科学会評議員、日本がん治療認定医機構認定医、肺が
んCT検診認定医師、ICD制度協議会認定ICD、JATECインストラクター、日本
DMAT隊員（統括DMAT）、日本DMATインストラクター、メディカルコントロー
ル指導医、がんのリハビリテーション研修修了、日本化学療法学会抗菌化学療
法認定医

外科 伊　 東　　　 賢 医療情報部副部長 ○
日本外科学会外科専門医、スマートリハビリテーションリーダーシップコース修
了、緩和ケア研修会修了、消化器がん治療認定医、消化器外科専門医、臨床
研修講習修了、TNT研修修了

形成外科 岡　田　厚　夫 医学資料部長
（兼）病歴管理室長 ○

日本形成外科学会専門医、日本形成外科学会皮膚腫瘍外科指導専門医、日本
創傷外科学会専門医、緩和ケア研修会受講、臨床研修指導医講習会受講、日
本形成外科学会領域指導医

皮膚科 島　貫　美　和 第一診療部副部長 ○ 日本皮膚科学会皮膚科専門医

泌尿器科 安　達　裕　一 第二診療部長
（兼）栄養管理室長 ○ 日本泌尿器科学会専門医,日本泌尿器科学会指導医、医学博士、緩和ケア講

習会修了、NST医師教育セミナー修了、山形県臨床研修指導医講習会受講、

産婦人科 酒　井　一　嘉 教育研修部副部長 ○ 日本産婦人科学会産婦人科専門医、緩和ケア研修会修了、山形県臨床研修指
導医講習修了、母体指定医

耳鼻咽喉科 長　瀬　輝　顕 副院長（経営改善）
（兼）医療情報部長 ○

第12回東北ブロック医師臨床研修指導医ワークショップ受講日本がん治療
認定医機構認定医、日本めまい平衡医学会認定めまい相談医、日本耳鼻咽喉
科学会認定補聴器相談医、日本DMAT（統括DMAT）、メディカルコントロー
ル指導医、山形県地域災害医療コーディネーター、ICLSディレクター、社
会医学系専門医協会指導医、社会医学系専門医・指導医

耳鼻咽喉科 古　川　孝　俊 第ニ診療部副部長 ○
日本耳鼻咽喉科学会専門医・指導医、日本がん治療認定医機構認定医、日本
耳鼻咽喉科学会認定補聴器相談医、日本顔面神経学会認定顔面神経麻痺相談
医、臨床研修指導医講習会受講

放射線科 髙　橋　利　幸 放射線部副部長 ○ 日本医学放射線学会放射線科専門医、日本医学放射線学会研修指導者、日本
医学放射線学会放射線診断専門医

麻酔科 佐　藤　正　義 救急部長（兼）
集中治療室長 ○ 第６回東北ブロック医師臨床研修指導医ワークショップ受講、日本麻酔科学

会指導医

●プログラムについて
臨床研修

・充実したスタッフの下、メディカルコントロールをはじめ、一次から高度救急医療まで、救急医療の現場を、多数経験できます。
・一次から三次医療まで、多種多様な症例を数多く経験することにより、プライマリケアの基本的診療能力が習得できます。
・地域内の町立病院、村立診療所、保健所等を含めた研修を行うことにより、地域医療の実際を体得できます。
・可能な限り自由選択研修を取り入れることにより、将来の専門性も考えた研修を行うことができます。
・少人数（５人／年）の利点を活かし、研修医の皆さんの希望を最大限尊重したマンツーマンの研修を行います。

●研修スケジュール（令和６年度）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５

１年次 内科 麻酔 救急
必修４科目（１科目につき４週以上）
外科・小児科・産婦人科・精神科
※�精神科は協力施設での研修になります

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５

２年次 必修
４科目 地域医療 自由選択

★必修科目に加え、整形外科・形成外科・脳神経外科・皮膚科・泌尿器科・耳鼻咽喉科・放射線科・麻酔科・地域保健

【救急当直】１年次は副直として月３回、２年次は月３回程度実施

〇備考
・救急部門は１年次に４週研修し、２年次に月４回程度の救急外来の当直を担当することで合計12週相当の期間を確保する。
・協力施設における研修は２年間で12週以内とする。
・CPCは山形県立新庄病院において実施する。
・自由選択科目は、必修科目に加え、整形外科・形成外科・脳神経外科・皮膚科・泌尿器科・耳鼻咽喉科・放射線科・麻酔科・地域保健から４週単位で選択し研修する。
・なお、到達目標に未到達がある場合は、到達目標に必要な診療科を充てることができる。

●医師紹介・メッセージ
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●診療科ごとの入院患者・外来患者の数（令和4年度実績）
診療科名 年間入院

患者実数
平均在院�
日 数

年 間 新�
外来患者数

１ 日 平 均�
外来患者数

年間外来�
診療日数 常勤医師数 指導医数

循 環 器 科 475 17.3 419 26.7 243� 2 2
消 化 器 科 975 15.7 601 44.1 243� 4 4
内 科 137 16.5 1,338 38.5 243� 0 0
呼吸器科・腎臓膠原病内科 58 20.6 108 13.4 243� 1 0
神 経 内 科 0 0 34 4.8 243� 0 0
小 児 科 515 4.4 1,344 30.9 243� 4 3
皮 膚 科 0 0 284 16.6 243� 0 0
放 射 線 科 0 0 785 4.5 243� 2 1
外 科 549 14 251 33.0 243� 4 3
心 臓 血 管 外 科 158 18 109 11.8 243� 2 2
整 形 外 科 348 27.3 926 57.1 243� 3 2
形 成 外 科 0 0 330 66.0 243� 0 0
脳 神 経 外 科 185 15.3 294 15.1 243� 3 2
泌 尿 器 科 447 10.7 249 68.7 243� 2 1
産 婦 人 科 493 8.4 502 36.8 243� 3 2
眼 科 578 5.6 602 67.3 243� 2 1
耳 鼻 咽 喉 科 241 5.6 697 24.7 243� 2 1
麻酔科・集中治療科 154 21.4 11 1.5 243� 3 3
ア レ ル ギ ー 科 0 0 1 0.1 243� 0 0

※医師数は令和５年４月１日現在

●救急患者受入人数（令和 4年度実績）� 8,010 人
●学会認定施設の状況
�• 日本内科学会認定医制度教育関連病院
�• 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設
�• 日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関
�• 日本外科学会外科専門医制度修練施設
�• 日本消化器外科学会専門医制度専門医修練施設
�• 日本乳癌学会認定医・専門医制度関連施設
�• 日本眼科学会専門医制度研修施設
�• 日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設
�• 日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設
�• 麻酔科標榜のための研修施設である麻酔科認定病院
�• 日本病理学会研修登録施設
�• 三学会（胸部・心血外科・血管外科）構成心臓�
血管外科専門医認定機構関連施設
�• 日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設
�• 日本臨床細胞学会施設
�• 日本臨床栄養代謝学会NST稼動施設
�• 日本がん治療認定医機構認定研修施設
�• 日本外科感染症学会外科周術期感染管理教育施設
�• 日本脈管学会認定研修関連施設

�• 日本気管食道科学会認定気管食道科専門医研修施設（咽頭系）
�• 日本栄養療法推進協議会認定NST稼動施設
�• 日本周産期・新生児医学会周産期新生児専門医
制度暫定研修施設
�• 胸部ステントグラフト実施施設
�• 腹部ステントグラフト実施施設
�• 下肢静脈瘤に対する血管内レーザー焼灼術の実施
基準による実施施設
�• 浅大腿動脈ステントグラフト実施施設
�• 福島県立医科大学附属病院卒後臨床研修協力型
臨床研修病院
�• 山形大学医学部附属病院卒後臨床研修協力型�
臨床研修病院
�• 日本生殖医療学会専門医制度研修連携施設
�• 日本整形外科学会専門医制度研修施設
�• 日本周産期・新生児医学会周産期（母体・胎児）
専門医制度暫定研修施設
�• 日本消化器内視鏡学会認定指導連携施設
�• 日本医学放射線学会認定画像診断管理認証施設

【病院の概要】
　当院は、置賜二次保健医療圏における基幹病院として、悪性新生物
をはじめ様々な疾患に対して高度な治療が行えるよう、高度な医療機
器・施設設備の充実に努め、可能な限りこの地域で医療を完結させる
ことを目指し、日々多くの患者さんに向き合っています。さらに、高
齢化社会に対応するべく在宅医療や訪問看護に取り組み、地域の医療
と介護の連携を進めています。
　また、日本赤十字社や米沢市が行う災害救護や防災に関連する訓練
や研修に関係職員を参加させるなど、災害発生に即応できる医療体制
の整備に鋭意努力し、地域の災害医療活動にも積極的に貢献していま
す。
　今後は、地域の救急医療を含めた急性期医療を守るため、米沢市内
の急性期病院である三友堂病院との機能分化・医療連携を進めながら、
さらに急性期医療に特化した新たな病院の建設中であり、２0２３年秋の
オープンに向けて全職員一丸となって取り組んでいます。

米沢市立病院 病 院 長：長岡　明
病 床 数：322【一般：322】
医 師 数：48（臨床研修医等を含む）
診 療 科 目：�循、消、内、呼、神内、小、皮、アレルギー、放、外、

心外、整、形、脳外、泌、産婦、眼、耳、麻、リハ

●�問い合わせ先�
米沢市立病院　事務局総務課　加藤�
tel.0238-22-2450　fax.0238-22-2876�
E-mail：bsoumu-ka@city.yonezawa.yamagata.jp〒992-8502　米沢市相生町6番36号　http://yonezawa-city-hospital.jp/

●募集について
臨床研修

●令和６年度研修医募集定員：４名
●令和５年度研修医受入数：１年次：１名　 •２年次：２名
●処遇：�
����　①給　　与：�１年次　基本給　411,800 円　賞与　559,440 円�

２年次　基本給　427,500 円　賞与　1,012,150 円�
ほかに時間外勤務手当、宿日直手当、住居手当、特殊勤務手当、�
退職手当支給

　②勤務時間：８：30～ 17：15
　③休　　暇：�年次有給休暇（１年次 10日、２年次 20日）、年末年始、病休、�

産休、忌引等
　④宿 日 直：１年次　宿日直　月４回以内、２年次　宿日直　月４回以内
　⑤宿　　舎：単身用８戸
　⑥社会保険等：�公的医療保険（１年次　健康保険、２年次　山形県市町村職員共済組合）�

公 的 年 金（１年次　厚生年金、２年次　山形県市町村職員共済組合）

●�研修医の募集、採用の方法：
　①募集方法：公募
　②選考方法：書類審査、面接
　③マッチング利用の有無：有
　④��募集及び面接の日程�

・第１次募集：マッチング中間公表の日まで�
　　　　面接：応募者と相談の上決定�
・第２次募集：随時�
　　　　面接：応募者と相談の上決定

●�生活環境（交通アクセス・教育環境 · 自然環境・文化施設など）
　【�交通アクセス】�

• 自動車：東北自動車道�福島 JCTを経て東北中央道�米沢中央 ICから約４km�
• 電車：山形新幹線�米沢駅

　【自然環境】�
　山形県の最南端、吾妻連峰の裾野に広がる米沢盆地に位置し、福島県と接
している。日本海側の盆地特有の気候で、年間の降水量は全国平均と比較し
てやや少ないものの、冬期間の降雪量は市街地の平均で１m。豪雪以外の自
然災害は比較的少なく、四季折々の豊かな自然景観と「白布」、「小野川」を
はじめとした温泉群に恵まれている。

　【観光施設】�
　上杉 15万石の城下町、米沢城跡（松が岬公園）、上杉家廟所、林泉寺、�
天元台スキー場、米沢スキー場など

●病院見学について�
　随時受け付けておりますので、ご希望の日時をご連絡ください。ホームページに
必要事項を記載しております。

●常勤勤務医師紹介

●指導医・研修医等からのメッセージ
【指導医から】　副院長・臨床研修プログラム責任者：佐藤　洋一

　当院は2023年11月１日から新病院が開院し、急性期治療に特化した病院となります。救急治

療や手術、カテーテル検査や内視鏡検査に重点を置き、MRIやCT、アンギオ装置などの機器は

それぞれ２台に増えます。地域包括ケア病床はなくなり、入院期間がDPCIIを超えたら隣接す

る三友堂病院に転院となります。手術数や検査数は現在より増えることが予想され、より魅力

ある研修が期待されます。新病院になっても、病院全体がアットホームでストレスが少ない、

各診療科の垣根が低く連携が良いこと、スタッフが優しく親切であるなどの利点は継続してい

きます。また、研修医１人当たりが実際に経験できる手術や手技は今まで以上に増える可能性

が高いと考えます。

　病院全体で研修医を大切にして育て上げようとする風習はこれからも変わりませんし、教育

に熱心な指導医が揃っておりますので、是非新病院で一緒に働いてください。米沢は美味しい

ものも沢山ありますし、歴史と風情のある素敵なところです。宜しくお願いします。

【研修医から】　臨床研修医：平野　まどか

　医学生の皆様、こんにちは。私から当院の魅力をお伝えできれば幸いです。

　まず、私の感じる当院の一番の魅力は、先生方やコメディカルの方々との距離が近く、診療

科の垣根がない所です。研修中に気になった症例に関して、どの科の先生にもすぐに質問でき、

また先生方からも多くの手技を経験させていただけます。また、先生だけでなく、コメディカ

ルの方々からもたくさんのことを教えていただけます。その理由として、研修医の数が少なく、

病院全体で研修医を大切にしていただける環境があるからだろうと考えています。また、救急

業務では、CommonDiseaseを数多く診ることができ、自信を持って救急外来に立つことができ

るようになります。患者さんから教えていただけることは、学生時代に感じていたことよりも

はるかに多く、たくさんの症例を独り占めできる当院で研修することで着実に実践力を身に付

けることができます。気になった方は、ぜひ一度見学にいらしてください！待っています。

職　　名 氏　　名 現在の専門分野、診療科名、学会認定等
指 導 医
講習会の
受講経験

病院事業管理者 渡　邊　孝　男 日本医師会認定健康スポーツ医、日本医師会認定産業医、日本温泉気候物
理医学学会認定温泉療法医、日本脳神経外科学会認定脳神経外科専門医 ×

病院長・泌尿器科長・
人工透析室長 長　岡　　　明

日本泌尿器科学会泌尿器科専門医・泌尿器科指導医、日本排尿機能学
会認定医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、ダヴィンチS支援
手術教育プログラム修了、医療安全管理者養成研修会（管理コース）修了、
がん緩和ケア研修会修了、臨床研修指導医講習会修了

〇

統括副院長・麻酔科
長・集中治療科長・
臨床工学室長・医療
経営対策室長

松　本　幸　夫 日本集中治療医学会専門医、麻酔科標榜医、日本麻酔科学会指導医・
専門医、日本救急医学会専門医、臨床研修指導医養成講習会修了 〇

副院長・
心臓血管外科長 佐　藤　洋　一

日本循環器学会専門医、日本胸部外科学会認定医・指導医・正会員、
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構専門医・修練指導者、日本外
科学会認定医・専門医・指導医、日本脈管学会専門医・評議員、日本
心臓血管外科学会国際会員、下肢静脈瘤に対する血管内レーザー焼灼
術指導医、腹部ステントグラフト内挿術指導医、胸部ステントグラフト内
挿術指導医、浅大腿動脈ステントグラフト実施医、臨床研修指導医養成
講習会修了、プログラム責任者養成講習会修了

〇

副院長・外科長・臨
床検査科長・救急室
長・人間ドック室長・
感染対策室長

菅　野　博　隆

日本外科学会認定医・外科専門医・指導医、日本消化器外科学会認定
医・消化器外科専門医・指導医、日本消化器外科学会消化器がん外科
治療認定医、日本外科感染症学会外科周術期感染管理認定医・教育医、
日本人間ドック学会人間ドック健診情報管理指導士、日本肝胆膵外科学
会評議員、マンモグラフィー読影B-1認定医、ＩＣＤ制度協議会インフェ
クションコントロールドクター、日本外科学会指導日本がん治療認定医
機構がん治療認定医、日本化学療法学会抗菌化学療法認定医・指導医、
臨床研修指導医養成講習会修了

〇

診療部長・
整形外科部長 川　路　博　之

日本整形外科学会整形外科専門医、日本人工関節学会認定医、臨床研
修指導医講習会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、小児運動
器疾患指導管理セミナー受講修了

〇

診療部長・第二内科
部長・医療安全管理
部長

吉　田　尚　美 産業医、臨床研修指導医養成講習会修了 〇

診療部長・小児科部長 本　間　信　夫 日本小児科学会専門医、臨床研修指導医養成講習会修了 〇
診療技術部長・救急科
部長・脳神経外科長 川　瀬　　　誠 日本脳神経外科専門医、日本脳卒中学会専門医、日本神経内視鏡学会

認定医、艮陵協議会臨床研修指導医講習会修了 〇

第一内科部長 平　　　カヤノ
日本循環器学会認定循環器専門医、日本内科学会認定内科医・総合内
科専門医、日本不整脈心電学会不整脈専門医、がん緩和ケア研修会修了、
臨床研修指導医養成講習会修了、プログラム責任者養成講習会修了

〇

第一内科部長 上　北　洋　徳
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本循環器学会循環器専門医、
日本心血管インターベンション治療学会認定医、日本心臓リハビリテーショ
ン学会心臓リハビリテーション指導士、日本救急医学会ICLS・BLSコース
ディレクター、JMECCインストラクター、臨床研修指導医養成講習会修了

〇

第一内科医員 小　林　　　傑 日本内科学会内科専門医、山形県がん診療に携わる医師に対する緩和ケ
ア研修会修了 ×

第二内科長 鈴　木　明　彦 日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本消化器病学会専門医 ×

第二内科長 佐　藤　智佳子 日本内科学会認定内科医、日本消化器病学会専門医、日本肝臓学会専門
医、臨床研修指導医養成講習会修了、プログラム責任者養成講習会修了 〇

第二内科　医長 三　浦　友　来
日本内科学会認定内科医、日本内科学会総合内科専門医、日本消化器
内視鏡学会専門医、日本消化器病学会消化器病専門医、臨床研修指導
医養成講習会修了

〇

小児科長 笹　　　真　一 日本小児科学会専門医、山形県がん診療に携わる医師に対する緩和ケア
研修会修了、臨床研修指導医養成講習会修了 〇

小児科長 髙　橋　憲　幸
日本小児科学会専門医、日本血液学会専門医、臨床研修指導医養成講
習会受講、山形県がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、
小児科医のための緩和ケア教育プログラム履修

〇

小児科　医員 安　達　幸　輔 日本小児科学会、日本小児血液がん学会 ×
放射線科長 森　岡　　　梢 日本医学放射線学会放射線診断専門医、臨床研修指導医養成講習会修了 〇
放射線科　医長 柴　田　芽亜理 日本医学放射線学会放射線診断専門医、検診マンモグラフィ読影認定医（AS判定） ×

外科部長・
内視鏡外科長 佐　藤　佳　宏

日本外科学会認定医、日本外科学会認定外科専門医、日本外科学会指導医、
日本内視鏡外科学会技術認定医（消化器・一般外科）、日本消化器外科学会認
定医、日本消化器外科学会指導医、日本消化器外科学会認定消化器外科専門
医、日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医、日本外科感染症学会認
定外科周術期感染管理認定医、日本外科感染症学会認定外科周術期感染管理
教育医、日本肝胆膵外科学会評議員、日本肝胆膵外科学会肝胆膵外科高度技
術指導医、ICD�制度評議会認定インフェクションコントロールドクター、麻酔
科標榜医、NST医師教育セミナー修了、看護師特定行為研修指導者講習会修
了、臨床研修指導医養成講習会修了、プログラム責任者養成講習会修了

〇

外科　医長 渡　邊　淳一郎 日本外科学会外科専門医、日本消化器外科学会消化器外科専門医・消
化器がん外科治療認定医、臨床研修指導医養成講習会修了 〇

外科　医員 菅　原　良　太 ×

乳腺外科部長・緩和
ケア内科長・中央手
術室長

橋　本　敏　夫

日本外科学会認定医、日本外科学会認定外科専門医、日本消化器外科学
会専門医・消化器がん外科治療認定医、日本乳癌学会認定医、日本乳癌
学会乳腺専門医・乳腺指導医、Austin�Journal�of�Surgery�Editorial�
Board�Membership、HSOA�Journal�of�Emergency�Medicine�and�
Surgical�Care�Editorial�Board�Membership、日本外科学会指導日本
がん治療認定医機構がん治療認定医、臨床研修指導医養成講習会修了

〇

職　　名 氏　　名 現在の専門分野、診療科名、学会認定等
指 導 医
講習会の
受講経験

心臓血管外科長 鈴　木　耕太郎
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構心臓血管外科専門医、日本外
科学会外科専門医、腹部ステントグラフト指導医、臨床研修指導医講習
会修了

〇

整形外科部長 佐々木　淳　也 日本整形外科学会整形外科専門医 ×
整形外科　医長 太　田　大　地 日本整形外科学会専門医 ×

脳神経外科部長 佐々木　　　徹
日本脳神経外科学会専門医、日本脳神経外科学会、日本脳神経外科コ
ングレス、日本脳卒中の外科学会、日本脳神経外傷学会、臨床研修指
導医養成講習会修了

〇

泌尿器科　医長 細　谷　法　之 日本泌尿器科学会専門医・指導医、日本がん治療認定医機構認定がん
治療認定医、山形県がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了 ×

産婦人科部長 須　藤　　　毅 日本産科婦人科学会専門医、石巻赤十字病院臨床研修指導医講習会修
了 〇

産婦人科　医長 渡　邉　真理子 日本産科婦人科学会専門医、栃木県がん診療に携わる医師に対する緩
和ケア研修会修了、臨床研修指導医講習会修了 〇

産婦人科　医員 鈴　木　啓　王 ×

眼科部長 髙　宮　美智子 日本眼科学会専門医・指導医、日本網膜硝子体学会PDT認定医、日本
角膜学会認定羊膜術者、臨床研修指導医養成講習会修了 〇

眼科　医員 山　口　万里奈
日本医師会認定健康スポーツ医、日本医師会認定産業医、がん等の診
療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会（順天堂大学医学部附属順天
堂医院）修了

×

耳鼻咽喉科長 窪　田　俊　憲 日本耳鼻咽喉科学会専門医・補聴器相談医、臨床研修指導医養成講習
会修了 〇

耳鼻咽喉科　医長 成　澤　　　健 ×

救急科長 杉　浦　明日美 日本救急医学会救急科専門医、日本集中治療医学会集中治療専門医、
麻酔科標榜医、臨床研修指導医講習修了 〇

集中治療科長
麻酔科　医長 羽　田　俊　裕 日本集中治療医学会、日本中毒学会、日本救急医学会、日本法医学会、

日本麻酔科学会、麻酔科標榜医、臨床研修指導医講習会修了 〇

病理科長 角　田　力　彌 日本病理学会認定病理医・病理専門医・病理専門医研修指導医、日本
臨床細胞学会細胞診専門医 ×

●プログラムについて

●医師紹介・メッセージ

臨床研修
・研修医に、指導医がマンツーマンでつけるので、指導医による指導がしっかりと行われ多くの経験が積めます。
・各科の隔たりもなく、相互に話がしやすい雰囲気の中で研修に取り組め、指導体制も充実しています。
・山形大学をはじめ臨床研修協力病院での実習も可能で選択の幅が広がるとともに自分の希望に沿ったプログラムの実施が可能です。
・地域医療研修として、小国町立病院でへき地医療の研修が可能です。
・研修医も学会、救急講習へ参加することができます。

●研修スケジュール（例）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１年次 ※ 内科 救急部門 小児科 産婦人科
２年次 外科 精神科 自由選択 地域医療 自由選択

※オリエンテーション

●14 ●15



●病院の概要
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　当院は、置賜地域の高度医療を担う拠点として、隣接する二市二
町（長井市・南陽市・川西町・飯豊町）と山形県が協力して建設し、
2000年11月から診察を開始した病院です。それまでの市立病院・町
立病院は、住民のより身近なサテライト医療施設として初期医療や慢
性期医療を担い、高度医療は当院が担うこととし、地域の医療機能を
分担する新たな医療提供システムを構築しています。
　また、救命救急センターを併設し、脳卒中、心筋梗塞、頭部損傷等
の救急患者に迅速な対応をするために、専門の医師、看護職員が24
時間体制で待機し治療にあたっており、広域的な救急搬送体制を確立
するために緊急用ヘリポートも設置しています。
　こうしたことから、当院には急性期の受診者が多く、疾患の変化に
富んでいます。また、手術件数も多く、基本的な診療能力を身につけ
るには絶好の条件を備えているといえます。
　当院における臨床研修では、将来の専門性にかかわらず、日常診療
で遭遇することが多い疾患・病態に迅速で適切に対応できる基本的な
診療能力を身につけられるような研修内容としています。

◎病院理念「心かよう信頼と安心の病院」
＜運営方針＞
　　①患者本位の医療の展開　　　②高度・救急医療の提供
　　③健全経営の確保　　　　　　④人材の育成
　　⑤地域連携の推進　　　　　　⑥快適な療養環境の提供

●診療科ごとの入院患者・外来患者の数（令和4年度実績）
科 入院患者

実 数
平均在院�
日 数

新 外 来
患 者 数

外来患者数
/日

年間外来
診療日数

常　勤�
医師数 指導医

内 科 1,876� 13.9� 6,485� 301.1� 243� 12� 3�
消 化 器 内 科 1,535� 10.2� - - 243� 10� 5�
循 環 器 内 科 769� 8.7� - - 243� 7� 2�
小 児 科 241� 8.0� 1,682� 19.9� 243� 3� 2�
神 経 内 科 472� 17.9� 500� 29.5� 243� 3� 1�
外 科 1,412� 12.3� 1,094� 64.0� 243� 8� 6�
整 形 外 科 1,553� 15.1� 3,489� 139.7� 243� 10� 4�
脳 神 経 外 科 479� 20.9� 1,408� 18.4� 243� 3� 1�
心 臓 血 管 外 科 122� 14.0� 171� 7.1� 243� 1� 1�
産 婦 人 科 667� 7.6� 1,056� 54.5� 243� 5� 2�
眼 科 215� 1.6� 794� 47.1� 243� 3� 1�
耳 鼻 咽 喉 科 504� 8.5� 1,398� 40.3� 243� 3� 1�
皮 膚 科 - - 542� 16.8� 243� 0� 0�
泌 尿 器 科 692� 6.8� 1,021� 52.0� 243� 3� 1�
精 神 科 655� 48.8� 425� 72.3� 243� 5� 2�
放 射 線 科 - - 153� 20.9� 243� 5� 1�
麻 酔 科 5� 13.1� 5� 1.5� 243� 3� 2�
歯 科 口 腔 外 科 301� 4.2� 2,736� 48.9� 243� 4� 1�
救 急 科 306� 11.1� 1,804� 17.3� 243� 5� 4�
形 成 外 科 82� 12.4� 496� 13.3� 243� 2� 1�
呼 吸 器 外 科 173� 7.9� 247� 9.1� 243� 2� 2�
総 合 診 療 科 390� 15.9� 470� 9.7� 243� 3� 1�

※常勤医師数、指導医数は令和５年４月１日現在

●救急患者受入人数（令和 4年度実績）� 18,269 人
●施設認定
�• 救命救急センター
�• 地域がん診療連携拠点病院
�• 災害拠点病院（地域災害医療センター）�
［置賜二次医療圏］
�• 第二種感染症指定医療機関［置賜二次医療圏］
�• ヘき地医療拠点病院

�• 臨床研修指定病院　医師　基幹型
�• 臨床研修指定病院　歯科医師　基幹型
�• 臨床研修指定病院　医師　協力型
�• エイズ治療拠点病院
�• 地域医療支援病院
�• 日本医療機能評価機構認定病院 3rdG:Ver.2.0

●学会認定施設の状況
�• 日本整形外科学会専門医制度研修施設
�• 日本形成外科学会認定施設
�• 日本外科学会外科専門医制度修練施設
�• 日本消化器外科学会専門医修練施設
�• 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会連携施設
�• 日本泌尿器科学会専門医教育施設
�• 日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関
�• 日本糖尿病学会認定施設Ⅰ
�• 日本脳神経外科学会専門研修プログラム連携施設
�• 日本内科学会専門医制度連携施設
�• 日本消化器内視鏡学会指導施設
�• 日本消化器病学会認定施設
�• 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設
�• 浅大腿脈ステントグラフト認定施設
�• 日本乳がん学会専門医制度関連施設
�• マンモグラフィ検診施設画像認定施設
�• 日本眼科学会専門医制度研修施設
�• 日本呼吸器学会認定施設
�• 日本呼吸器外科専門医合同委員会専門研修連携施設
�• 日本呼吸器内視鏡学会認定施設
�• 日本心血管インターベンション治療学会研修施設
�• 日本臨床細胞学会認定施設
�• 日本臨床神経生理学会教育施設
�• 日本麻酔科学会認定病院
�• 日本 IVR学会専門医修練施設
�• 日本血液学会認定専門研修教育施設
�• 日本腎臓学会認定教育施設
�• 日本膵臓学会指導施設
�• 日本小児神経学会小児神経専門医研修認定施設
�• 山形県児童相談所協力病院指定

�• 日本がん治療認定医機構認定研修施設
�• 日本臨床栄養代謝学会NST専門療法士認定教育施設
�• 日本臨床栄養代謝学会NST稼働施設
�• 日本透析医学会教育関連施設
�• 日本口腔外科学会准研修施設
�• 日本脳卒中学会研修教育施設
�• 日本医学教育学会機関委員
�• 日本神経学会准教育施設
�• 日本産科婦人科学会連携施設
�• 日本胆道学会指導施設
�• 日本精神神経学会連携施設
�• 日本周産期・新生児医学会補完施設（新生児）�
（母体・胎児）
�• 日本手外科学会関連研修施設
�• 日本総合病院精神医学会専門医研修施設
�• 日本病院総合診療医学会認定施設
�• 日本口腔ケア学会認定施設
�• 日本不整脈心電学会不整脈専門医研修施設
�• 日本救急医学会連携施設
�• 日本脊椎脊髄病学会椎間板酵素注入療法実施可
能施設
�• 日本専門医機構�総合診療専門医検討委員会総合
診療専門研修プログラム認定
�• 日本肝臓学会特別連携施設
�• 日本栄養療法推進協議会NST稼働施設
�• 日本乳房オンコプラスティックサージャリー学
会エキスパンダー実施施設
�• 日本乳房オンコプラスティックサージャリー学
会インプラント実施施設
�• 日本総合病院精神医学会電気けいれん療法研修施設

公立置賜総合病院 病 院 長：林　雅弘
病 床 数：496【一般：426／救急：20／感染症：４／精神：46】
医 師 数：101
診 療 科 目：�内、精、神内、消内、循内、小、外、消外、呼外、整、脳外、心外、

皮、泌、産婦、眼、耳、リハ、放、歯口、麻、形、救

●�問い合わせ先�
公立置賜総合病院　総務課　職員係�
tel.0238-46-5000　fax.0238-46-5711�
E-mail：soumu@okitama-hp.or.jp〒992-0601　東置賜郡川西町大字西大塚2000番地　http://www.okitama-hp.or.jp/

●募集について
臨床研修

●�令和６年度研修医募集定員�
臨床研修医：10人（うち地域医療重点プログラム１人）�
専　攻　医：� ２人（総合診療科）
●�令和５年度研修医受入人数�
臨床研修医　 •１年次：８人　 •２年次：10人　
●�待遇等
　�臨床研修医�
����• 給与：�１年次月額 366,096 円（年額約 700万円）�

２年次月額 383,844 円（年額約 810万円）�
※時間外手当、宿日直手当等を含んだ額です。

����　 • 手当：通勤、退職手当は別途支給します。

●休　　　暇：年次有給休暇 20日（初年度 15日）、夏季休暇等
●公　　　舎：レジデントハウス
●院内保育所：あり
●募 集 方 法：公募
●選 考 方 法：面接試験
●応 募 締 切：�臨床研修医　令和５年８月中旬（予定）�

専　攻　医　令和５年９月末（予定）
●選　考　日：病院へお問合せください。
●病 院 見 学：�随時受け付けています。E-mail または電話でご希望の日時等を

お知らせください。

●指導医・研修医等からのメッセージ
◎副院長（兼）教育研修部長：江口　英行
　当院は、山形県南の置賜地域において唯一の救命救急センターを擁する基幹病院であり、ほぼすべての
救急患者が当院に搬送されるため、様々な症例を経験することができ、プライマリ・ケア習得には最適な
病院です。さらに、災害拠点病院、地域がん診療連携拠点病院、感染症指定医療機関にも指定され、専門
性の高い疾患も経験できます。
　山形市内から車で60分ほどの、のどかな田園地帯に病院はあります。一見地味に見えるかも知れません
が、救命救急センターには救急車がひっきりなしに出入りし、「こんな田舎に、こんな大きな病院があった
んだ。」というのが多くの研修医の感想です。
　当院で中身の濃い研修をして、逞しい医師になりましょう。

◎臨床研修医：髙村　祐斗
　私は内科志望であり、各科満遍なく学び、救急対応もこなせるようになりたいと思い、当院での研修を
選びました。
　当院は置賜地域の中核病院であり、１次救急から３次救急まで多彩な疾患をみることができます。１年
目の間だけでも、急性上気道炎や尿路結石、肺炎などcommon diseaseから高エネルギー外傷、大動脈解離
まで救急当直で偏りなく経験することができました。
　研修医の人数は一年次９名と程よく、和気藹々と過ごしています。ローテーションの間以外も各科の先
生方が研修医一人ひとりのことを気にかけてくださっており、病院全体で研修医を育てようという雰囲気
があります。
　ぜひ一度病院見学に来ていただき、当院の温かい雰囲気に触れていただけたらなと思います。

●常勤勤務医師紹介

●プログラムについて

●医師紹介・メッセージ

臨床研修 　プログラム名　公立置賜総合病院卒後臨床研修プログラム

・全ての研修科目の中から１ヶ月単位で選択することができます。
・90名を超える常勤医が在籍しており、手厚くきめ細やかなマンツーマンの指導体制の下、他院とは比較にならないほど数多くの手技を経験することができます。

【自由選択プログラム】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
定員　９名 １年次 内　　科 救　　急 外　科 小児科 産婦人科 精神科

２年次 地　域 自　　由　　選　　択
※救急科は３ヵ月必修ですが、救命救急センターにおける宿日直業務を研修期間とすることができます。
※ローテーションは順不同です。

所属 職名 氏名 学会認定等 指導医

整形外科 院長 林　　　雅　弘
日本専門医機構（整形外科専門医）、日本整形外科学会（脊椎脊髄病医）、日本
脊椎脊髄病学会（専門医・指導医）、日本リハビリテーション医学会（認定臨床
医）、日本スポーツ協会（スポーツドクター）

〇

消化器外科 副院長 小　澤　孝一郎 日本外科学会（認定医・外科専門医）、日本消化器外科学会（消化器がん外科治療認定医） 〇

内科（代謝・内分泌） 副院長 江　口　英　行 日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医・指導医）、日本糖尿病学会（専
門医・指導医）、日本糖尿病協会（療養指導医） 〇

消化器内科 副院長 齋　藤　孝　治 日本内科学会(認定内科医・指導医）、日本肝臓学会（専門医）、日本消化
器病学会（専門医・指導医）、日本消化器内視鏡学会（専門医） 〇

小児科 副院長 仙　道　　　大 日本小児科学会（専門医・指導医） 〇

呼吸器外科 副院長 安孫子　正　美 日本外科学会（外科専門医・指導医）、日本呼吸器外科学会（指導医）、日本胸部外科
学会（認定医）、呼吸器外科専門医合同委員会（専門医）、日本病院会（医療安全管理者） 〇

消化器内科 部長 渡　辺　晋一郎 日本内科学会（認定内科医・指導医）、日本消化器病学会（専門医）、日本
消化器内視鏡学会（専門医） 〇

消化器内科 副部長 武　田　　　忠 日本内科学会（認定内科医）、日本消化器病学会（専門医）、日本肝臓学会
（専門医）、日本温泉気候物理医学会（温泉療法医） ×

消化器内科 副部長 髙　野　　　潤 日本内科学会（認定内科医） 〇

消化器内科 副部長 佐　藤　英　之 日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医・指導医）、日本消化器病学
会（専門医）、日本消化器内視鏡学会（専門医・指導医） 〇

消化器内科 医長 齋　藤　吉　彦 〇
消化器内科 医師 梅　原　松　樹 日本内科学会（認定内科医）、日本消化器病学会（専門医）、日本消化器内視鏡学会（専門医） ×
消化器内科 医師 後　藤　哲　郎 ×
消化器内科 医師 永　田　大　樹 ×
消化器内科 医師 山　内　　　拓 ×

循環器内科 副部長 新　関　武　史
日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医・指導医）、日本循環器学会（専門医）、
日本心血管インターベンション治療学会（認定医・専門医）、日本救急医学会（専門医）、
日本心臓病学会（上級臨床医）、American�Heart�Association（ADR治療指導医）

〇

循環器内科 医師 佐々木　敏　樹
日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医・指導医）、日本循環器学会（専
門医）、日本医師会（産業医）、日本心血管インターベンション治療学会（認
定医）、日本心臓リハビリテーション学会（指導士）

×

循環器内科 医長 岩　山　忠　輝 日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医・指導医）、日本循環器学会（専
門医）、日本不整脈心電学会（不整脈専門医） 〇

循環器内科 医長 土　屋　隼　人
日本内科学会（認定内科医）、日本循環器学会（専門医）、日本超音波医学
会（専門医）、日本心エコー図学会（認証医）、経カテーテル的心臓弁治療
関連学会（経カテーテル的大動脈弁置換術実施医）

×

循環器内科 医長 後　藤　　　準 日本内科学会（認定内科医）、日本循環器学会（専門医）、 ×
循環器内科 医長 髙　畑　　　葵 日本内科学会（認定内科医）、日本心血管インターベンション治療学会（認定医） ×
循環器内科 医師 羅　　　世　成 ×

内科（呼吸器） 副部長 平　間　紀　行
日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医・指導医）、日本呼吸器学会（専
門医）、日本結核非結核性抗酸菌症学会（結核・抗酸菌症指導医）、ICD（イ
ンフェクションコントロールドクター）、日本病院会（医療安全管理者）

〇

内科（呼吸器） 医師 福　島　茂　之 ×
内科（呼吸器） 医師 石　橋　　　悠 ×
内科（呼吸器） 医師 花　輪　翁　有 ×
内科（腎臓・透析） 医長 新　野　弘　樹 日本内科学会（認定内科医）、日本腎臓学会（専門医、指導医）、日本透析医学会（専門医）、

日本医師会（産業医）、日本腎代替療法医療専門職推進協会（腎代替療法専門指導士） 〇

内科（腎臓・透析） 医師 大　山　みどり 日本内科学会（認定内科医） ×
内科（腎臓・透析） 医師 藤　田　耕太朗 ×
内科（血液） 副部長 鈴　木　郁　子 日本内科学会（総合内科専門医・指導医）、日本血液学会（専門医） ×
内科（血液） 医師 石　澤　悠　樹 ×
内科（代謝・内分泌） 医師 小　川　恭　司 日本専門医機構（内科専門医） ×
内科（代謝・内分泌） 医師 芳　賀　博　凱 ×
神経内科 部長 栗　村　正　之 日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医・指導医）、日本神経学会（専門医・指

導医）、日本臨床神経生理学会（認定医・専門医・指導医）、日本脳卒中学会（専門医） 〇

神経内科 医師 岡　部　裕　真 ×
神経内科 医師 高　橋　なおみ ×
総合診療科 部長 髙　橋　　　潤 日本プライマリ・ケア連合会（認定医・指導医）、日本病院総合診療医学会

（総合診療医）、日本医師会（産業医） 〇

総合診療科 医師 髙　橋　祥　也 日本専門医機構（総合診療専門研修特任指導医）、日本内科学会（認定内
科医）、日本プライマリ・ケア連合会（認定医・専門医） ×

総合診療科 医師 木　村　謙　太 ×
小児科 科長 古　山　政　幸 〇
小児科 医師 北　岡　佳　苗 ×
精神科 部長 赤　羽　隆　樹 厚生労働省（精神保健指定医）、日本総合病院精神医学会（一般病院連携精神医

学専門医・一般病院連携精神医学専門医指導医）、日本病院会（医療安全管理者） 〇

精神科 副部長 鈴　木　春　芳 厚生労働省（精神保健指定医）、日本精神神経学会（専門医・指導医） 〇
精神科 医長 佐　藤　洋　三 ×
精神科 医長 鈴　木　淳　也 厚生労働省（精神保健指定医）、日本精神神経学会（専門医・指導医） ×
精神科 医師 野　村　樹乃香 ×

消化器外科 部長 水　谷　雅　臣
日本外科学会（認定医・外科専門医・指導医）、日本消化器外科学会（消
化器がん外科治療認定医・専門医・指導医）、日本臨床栄養代謝学会（認
定医・指導医）、日本緩和医療学会（認定医・研修指導者）、日本乳がん
検診精度管理中央機構（検診マンモグラフィ読影認定医師）

〇

消化器外科 部長 東　　　敬　之
日本外科学会（認定医・外科専門医）、日本消化器外科学会（認定医）、日本乳癌
学会（乳腺認定医・乳腺専門医）、日本医師会（産業医）、日本乳がん検診精度管
理中央機構（検診マンモグラフィ読影認定医師）、日本病院会（診療情報管理士）

〇

消化器外科 部長 竹　下　明　子
日本外科学会（認定医・外科専門医・指導医）、日本消化器病学会（専門医・指導医）、日
本消化器外科学会（消化器がん治療認定医・専門医、指導医）、日本胆道学会（指導医）、
日本膵臓学会（指導医）、日本がん治療認定医機構（認定医）、日本腹部救急医学会（認定医）

〇

消化器外科 副部長 森　谷　敏　幸
日本外科学会（認定医・外科専門医・指導医）、日本消化器外科学会（認
定医・専門医・指導医）、日本内視鏡外科学会（技術認定医）、日本膵臓
学会（指導医）、日本病院会（医療安全管理者）

〇

消化器外科 医長 横　山　森　良 日本外科学会（外科専門医） 〇

消化器外科 医師 髙　木　慎　也 日本外科学会（外科専門医）、日本がん治療認定医機構（認定医）、日本乳
がん検診精度管理中央機構（検診マンモグラフィ読影認定医師） ×

消化器外科 医師 伊　藤　駿一郎 ×

呼吸器外科 副部長 加　藤　博　久
日本外科学会（認定医・外科専門医・指導医）、呼吸器外科専門医合同委員
会（専門医）、日本呼吸器外科学会（胸腔鏡安全技術認定医師）、日本呼吸器
内視鏡学会（気管支鏡専門医・指導医）、日本がん治療認定医機構（認定医）

〇

心臓血管外科 医長 神　部　良　太 日本外科学会（外科専門医） 〇
整形外科 部長 大　楽　勝　之 日本整形外科学会（専門医）、厚生労働省（日本DMAT隊員） 〇

所属 職名 氏名 学会認定等 指導医

整形外科 副部長 山　川　淳　一
日本専門医機構（整形外科専門医）、日本整形外科学会（脊椎脊髄病医・
運動器リハビリテーション医）、日本脊椎脊髄病学会（脊椎脊髄外科専門医・
指導医）、日本リハビリテーション医学会（認定臨床医）

〇

整形外科 医長 本　間　龍　介
日本整形外科学会（専門医）、厚生労働省（日本DMAT隊員）、日本手外科
学会（専門医）、日本リウマチ学会（専門医）、日本医師会（産業医）、日本
スポーツ協会（スポーツドクター）

〇

整形外科 医長 遠　藤　誠　一 日本整形外科学会（専門医、運動器リハビリテーション医）、日本スポーツ
協会（スポーツドクター） ×

整形外科 医長 中　島　　　拓 日本整形外科学会（専門医）、日本人工関節学会（認定医）、日本スポーツ
協会（スポーツドクター） ×

整形外科 医師 長　瀬　貴　明 日本整形外科学会（専門医） ×
整形外科 医師 吉　岡　大　樹 ×
整形外科 医師 村　中　雄　治 ×
整形外科 医師 髙　橋　将　輝 ×

産婦人科 部長 小島原　敬　信
日本専門医機構（産婦人科専門医）、日本産科婦人科学会（指導医）、日本婦人
科腫瘍学会（専門医）、日本がん治療認定医機構（認定医）、日本医師会（健康ス
ポーツ医）、日本スポーツ協会（スポーツドクター）、日本病院会（医療安全管理者）

〇

産婦人科 医師 伊　藤　泰　史 日本専門医機構（産婦人科専門医） ×
産婦人科 医師 遠　藤　輝　人 ×
産婦人科 医師 今　田　綾　香 ×
産婦人科 医師 手　塚　尚　広 日本専門医機構（産婦人科専門医）、日本産科婦人科学会（指導医・専門医） 〇
泌尿器科 副部長 阿　部　明　彦 日本泌尿器科学会（専門医・指導医）、日本透析医学会（専門医・指導医） 〇
泌尿器科 医長 末　永　信　太 ×
泌尿器科 医師 小　島　遼　一 ×

脳神経外科 副部長 土　谷　大　輔
日本脳神経外科学会（専門医・指導医）、日本脳卒中学会（専門医・指導医）、
日本脳神経血管内治療学会（専門医）、日本神経内視鏡学会（認定医）、日
本頭痛学会（専門医）、日本リハビリテーション医学会（臨床認定医）、日本
認知症学会（専門医・指導医）、日本スポーツ協会（スポーツドクター）

〇

脳神経外科 医長 渡　辺　茂　樹 日本脳神経外科学会（専門医）、日本神経内視鏡学会（認定医）、日本脳卒中学会（専門医） ×
脳神経外科 医師 齊　藤　諒　三 ×
眼科 統括診療部長 髙　村　　　浩 日本眼科学会（専門医・指導医） 〇
眼科 医長 桐　井　枝里子 日本眼科学会（専門医） ×
眼科 医師 大　沼　貴　哉 ×
耳鼻咽喉科 部長 櫻　井　真　一 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会（専門医・指導医・補聴器相談医）、日本

アレルギー学会（専門医）、日本がん治療認定医機構（認定医） 〇

耳鼻咽喉科 医師 浅　野　敬　史 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会（専門医） ×
耳鼻咽喉科 医師 安孫子　佑　子 ×

形成外科 部長 菊　地　憲　明
日本形成外科学会（専門医・小児形成外科分野指導医、再建・マイクロサージャ
リー分野指導医・領域指導医）、日本整形外科学会（専門医）、日本手外科学会
（専門医・指導医）、日本熱傷学会（専門医）、日本がん治療認定医機構（認定医）

〇

形成外科 医師 渡　會　咲　耶 ×
歯科口腔外科 科長 小　林　武　仁 日本口腔外科学会（認定医・専門医）、日本有病者歯科医療学会（認定医・専門医）、

ICD（インフェクションコントロールドクター）、日本がん治療認定医機構（認定医） 〇

歯科口腔外科 歯科医師 須　貝　彩　夏 ×
歯科口腔外科 歯科医師 國　井　俊　介 ×
歯科口腔外科 歯科医師 坂　本　雄　哉 ×
麻酔科 部長 那　須　郁　子 日本麻酔科学会（専門医・指導医）、日本ペインクリニック学会（専門医） 〇

麻酔科 医長 木　村　相　樹 日本専門医機構（麻酔科専門医・救急科専門医）、日本麻酔科学会（指導
医）、日本医師会（産業医）、厚生労働省（日本DMAT隊員） 〇

麻酔科 医師 角　田　凜太郎 ×
放射線科 統括診療部長 伊　東　一　志 日本医学放射線学会（診断専門医・研修指導医）、日本IVR学会（専門医） 〇

放射線科 副部長 菅　原　千　智 日本医学放射線学会（診断専門医・研修指導医）、日本乳がん検診精度管
理中央機構（検診マンモグラフィ読影認定医師） ×

放射線科 医長 山　田　真　義 日本医学放射線学会（研修指導医）、日本放射線腫瘍学会／日本医学放射
線学会（放射線治療専門医） ×

放射線科 医師 東　野　太　樹 日本医学放射線学会（診断専門医） ×
放射線科 医師 伊　勢　元　晴 ×
病理科 部長 前　田　邦　彦 日本専門医機構（病理専門医）、日本臨床細胞学会（細胞診専門医） ×
救命救急センター センター長 五十嵐　季　子 日本専門医機構（救急科専門医）、日本麻酔学会（専門医） 〇
救命救急センター 副センター長 金　子　忠　弘 日本救急医学会（専門医）、日本小児科学会（専門医） 〇
救命救急センター 医師 蔵　増　　　優 ×
救命救急センター 部長 鹿　間　幸　弘 日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医・指導医）、日本神経学会（専門医・指導医） 〇

救命救急センター 医師 髙　木　潤　一 日本産科婦人科学会（専門医）、日本人間ドック学会（健診情報管理指導
士）、日本禁煙学会（禁煙認定指導医）、日本医師会（産業医） 〇
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●診療科ごとの入院患者・外来患者の数（令和4年度実績）
診療科名 年間入院

患 者 数
平均在院
日 数

年間新外来
患 者 数

1 日 平 均
外来患者数

年間外来
診療日数

常 勤
医 師 数 指導医数

総 合 内 科 104 23.8� 694 4.9� 243�
循 環 器 内 科 1,207 10.0� 1,047 52.8� 243� 12 7
呼 吸 器 内 科 1,011 14.7� 2,158 55.6� 243� 4 2
代 謝 内 科 257 12.6� 174 47.8� 243� 5 1
腎 臓 内 科 489 14.4� 352 71.9� 243� 6 3
血 液 内 科 424 15.9� 183 51.7� 243� 3 2
消 化 器 内 科 2,534 11.1� 2,322 146.2� 243� 15 4
内 視 鏡 内 科 0 0.0� 0 0.0� 243�
精 神 科 61 32.5� 414 49.6� 243� 6 1
神 経 内 科 427 25.1� 585 37.2� 243� 4 2
小 児 科 367 5.2� 1,759 29.0� 243� 5 3
緩 和 ケ ア 内 科 0 0.0� 0 0.9� 243�
外 科 1,897 10.9� 979 118.2� 243� 15 7
心 臓 血 管 外 科 227 21.3� 161 21.3� 243� 5 2
呼 吸 器 外 科 390 9.6� 99 14.1� 243� 3 1
脳 神 経 外 科 447 25.6� 517 20.6� 243� 3 1
整 形 外 科 1,353 14.4� 2,999 119.0� 243� 10 3
形 成 外 科 238 12.6� 1,703 48.2� 243� 4 0
皮 膚 科 0 0.0� 403 24.2� 243�
産 婦 人 科 1,008 8.1� 936 74.8� 243� 7 2
泌 尿 器 科 1,214 7.7� 1,065 80.5� 243� 6 2
眼 科 221 2.0� 517 38.5� 243� 2 2
耳 鼻 咽 喉・ 頭 頸 部 外 科 649 8.0� 1,221 54.7� 243� 4 1
放 射 線 科 0 0.0� 1,872 10.4� 243� 6 2
麻 酔 科 0 0.0� 1 2.4� 243� 5 4
救 急 科 37 1.8� 0 0.0� 243� 3 2
歯 科 口 腔 外 科 158 4.0� 2,863 83.0� 243� 4 1
放 射 線 治 療 科 0 0.0� 1 25.4� 243�
病 理 診 断 科 0 0.0� 0 0.0� 243� 2 1

計 14,720 12.0� 25,025 1,282.9 139 56
※常勤医師数・指導医数についてはR5.4.1 現在

●救急患者受入人数（令和 4年度実績）� 19,662 人
●学会認定施設の状況
�• 日本内科学会専門医制度研修プログラム（内科領域）基幹施設
�• 日本呼吸器学会専門医制度呼吸器専門研修プログラム連携施設
�• 日本呼吸器内視鏡学会専門医制度認定施設
�• 日本腎臓学会研修施設
�• 日本透析医学会専門医制度認定施設
�• 日本リウマチ学会教育施設
�• 日本消化器病学会専門医制度認定施設
�• 日本消化器内視鏡学会指導施設
�• 日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
�• 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設
�• 経皮的僧帽弁接合不全修復システム実施施設
�• 日本心血管インターベンション治療学会研修施設
�• 日本精神神経学会専門医研修施設
�• 日本神経学会専門医制度准教育施設
�• 日本老年精神医学会専門医制度認定施設
�• 日本小児科学会小児科専門医制度研修施設
�• 日本外科学会外科専門医制度修練施設
�• 日本がん治療認定医機構認定研修施設
�• 日本消化器外科学会専門医修練施設
�• 日本乳癌学会認定医・専門医制度認定施設
�• 三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設
�• 関連 10学会構成日本ステントグラフト実施基準管理
委員会ステントグラフト実施施設（腹部）（胸部）
�• 下肢静脈瘤血管内焼灼術実施・管理委員会血管内
焼灼術実施施設（下肢静脈瘤）
�• 下肢静脈瘤に対する血管内治療実施基準による実施施設
�• 呼吸器外科専門医制度認定専門研修基幹施設
�• 日本脳神経外科学会専門医研修プログラム連携施設
�• 日本脳卒中学会研修教育施設
�• 日本整形外科学会専門医研修施設
�• 日本手外科学会認定研修施設
�• 日本形成外科学会認定施設
�• 日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会
インプラント実施施設
�• 日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会
エキスパンダー実施施設
�• 日本産科婦人科学会専門研修プログラム基幹・連携施設

�• 日本周産期・新生児医学会専門医制度補完認定施設
（新生児）（母体・胎児）
�• 日本泌尿器科学会専門医教育施設
�• 日本眼科学会専門医制度研修施設
�• 耳鼻咽喉科専門研修プログラム連携関連施設
�• 日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関
�• 日本口腔外科学会専門医制度研修施設
�• 日本有病者歯科医療学会認定医制度研修施設
�• 日本麻酔科学会麻酔科認定病院
�• 日本心臓血管麻酔学会専門医認定基幹施設
�• 日本集中治療医学会専門医研修施設
�• 日本救急医学会救急科専門医指定施設
�• 日本病理学会病理専門医研修認定施設
�• 日本臨床栄養代謝学会NST稼働施設
�• 日本臨床栄養代謝学会NST専門療法士実地修練認定教育施設
�• 日本栄養療法推進協議会認定NST稼動施設
�• 経カテーテル的心臓弁治療関連学会協議会�
経カテーテル的大動脈弁置換術実施施設
�• 日本不整脈心電学会認定不整脈専門医研修施設
�• 日本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科専門医基幹研修施設
�• 浅大腿動脈ステントグラフト実施施設
�• 山形県医師会母体保護法指定医師審査規則による
設備指定医療機関
�• 山形県医師会母体保護法指定医師研修機関
�• 日本総合病院精神医学会一般病院連携精神医学専門医研修施設
�• 日本総合病院精神医学会一般病院連携精神医学
専門医特定研修施設
�• 日本総合病院精神医学会電気けいれん療法研修施設
�• 日本遺伝性乳癌卵巣癌総合診療制度機構認定協力施設
�• マンモグラフィ検診施設画像認定施設
�• 日本心臓リハビリテーション学会心臓リハビリ
テーション研修施設
�• 日本臨床細胞学会施設
�• 日本血液学会認定専門研修教育施設
�• 日本食道学会食道外科専門医準認定施設
�• 日本糖尿病学会認定教育施設Ⅰ
�• IMPELLA補助循環用ポンプカテーテル実施施設
�• 認定心エコー図専門医制度研修施設

【庄内の中核を担う】
　平成20年４月、山形県立日本海病院と酒田市立酒田病院を統合再
編し、「地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構」を設立。現在は、
急性期医療を担う「日本海総合病院」と療養型及び回復期リハビリを担
う「日本海酒田リハビリテーション病院」、ほか「日本海八幡クリニッ
ク等診療所」を運営しています。
　救命救急センターの開設、PET/CTやハイブリッド手術室、手術用
ロボット ダ・ヴィンチの導入など地域医療の向上を図っています。

【特色】
　急性期医療を基本とした診療体制を構築しており、外傷初期診断に対
する外傷チーム、急性循環器疾患に対する診療チーム、消化器内科によ
るESD治療の先駆的活動及び豊富な症例、遠隔画像診断による夜間休日
の画像診断サポート体制などが挙げられます。
　また、臨床病理検討会や勉強会の開催など研修体制も充実しています。

【研修環境】
　研修医室（専用デスクとインターネット環境整備）とレジデントハウ
スがあります。
　研修医室の向かいには図書室があり、図書・文献の検索や発注がス
ムーズに行えます。また、スケジュール管理、各種手続きなど、研修
をサポートする事務担当もいます。
　学会参加や救急資格（ICLS、ISLS、JPTECなど） の取得費用は病院
で負担します。

【遠くて近い東京】
　病院のすぐ近くに空港があり、羽田便が就航しています。片道60
分のフライトですので、学会はもちろん旅行にも便利です。

【食の都庄内】
　庄内地域は「食の都庄内」を標榜しており、四季を通じて豊富な食材が
生産されています。地元食材を使ったレストラン、全国的に有名なラーメン
や海鮮料理、日本酒など病院見学の折にぜひ味わってください。

日本海総合病院 病 院 長：橋爪　英二
病 床 数：630【一般：626／感染症：4】
医 師 数：163
診 療 科 目：�内、循内、消内、内視鏡内、精、神内、小、緩和ケア内、外、乳外、小外、整、形、リハ、

脳外、心外、呼外、皮、泌、産婦、眼、耳、放、麻、救、歯口、病理診断科

●�問い合わせ先�
日本海総合病院　総務課　冨士村・阿部�
tel.0234-26-2001　fax.0234-26-5114�
E-mail：kensyu@nihonkai-hos.jp〒998-8501　酒田市あきほ町30番地　�http://www.nihonkai-hos.jp/hospital/�

http://www.nihonkai-hos.jp/gakusei/（医学生向け情報）

●募集について
臨床研修

●令和６年度研修医募集定員：13 名
●令和５年度研修受入数：１年次：12名　 •２年次：11名
●処遇：��• 給与：�【１年次】基本月額 335,000 円＋研修医手当 114,500 円合計 449,500 円�

【２年次】基本月額 346,500 円＋研修医手当 118,800 円合計 465,300 円�
その他、通勤手当、宿日直手当、時間外勤務手当など�
※年収例：１年次 600万円程度�２年次 800万円程度（R4実績参考 · 状況により異なります。）

　　　　　　• 保険　健康保険、厚生年金加入　勤務医賠償責任保険は病院加入

●研修医の募集及び採用の方法：�• 募集方法：公募�
�• 選考方法：面接�
�• マッチング利用：有�
�• 応募必要書類：採用選考申込書、履歴書、成績証明書

●�病院見学�
年間を通して見学いただけます。�
最も重要なのは病院選びですが、地域選びも大切な要素です。実際にお出でいただき、
当院、当地域の雰囲気を肌で感じていただければと思います。�
　当院規定による旅費を支給しますので、お気軽にご連絡ください。

●指導医・研修医からのメッセージ
◎研修管理委員長：鈴木　義広
　病院の窓から北に鳥海山、南東に月山を望む自然豊かな環境のもと、人口約30万人の医療圏にて豊富な
症例経験、最新の医療機器を備えており、最高の研修ができる施設と自負しております。
　コメディカルや事務職を含めた医療スタッフも充実しており、診療科間の垣根もなく、コミュニケーショ
ンも良好にとれる点も利点と考えております。
　米も魚も酒も美味い当地にて、医療人としての第１歩を踏み出してください。スタッフ一同待っていま
す。

◎初期研修医：星野　祐一
　当院は庄内地方の医療の中核を担う病院であり、豊富な症例や手技を経験することができます。指導体
制も充実しており、資格の取得や学会参加の補助も出るなど手厚いバックアップを受けながら研修生活を
送ることができます。
　自分も当院を研修先に選んだのは、外科で病院見学した際、研修医の先生が上級医の指導のもと手術の
執刀など多くの手技を行っているのが印象に残ったからです。
　とはいってもいきなりすべてを任されるということは決してなく、任されるのはしっかりと準備ができ
てからです。
　当直に入るのも準備期間を経て、病院に慣れ、先輩方の動きを実際に見てからです。
　一度見学に来ていただければ当院の雰囲気を実感していただけると思います。
　職員一同みなさんの見学、さらには入職を心よりお待ちしております。

●常勤勤務医師紹介（研修医含まず）
担当分野 氏名 役職 臨床経験

年　　数
指導医講習会
等の受講経験 資格等

外科 橋　爪　英　二 病院長 35 〇
日本外科学会外科専門医、日本静脈経腸栄養学会認定医、日本医師会認定産業医、医師臨床研修指
導医ワークショップ修了、臨床研修協議会主催プログラム責任者養成講習会修了、嚥下機能評価研修修
了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、厚生
労働省指定オンライン診療研修修了、第１回地域医療構想の実現に向けた病院管理者研修修了

心臓血管外科 内　野　英　明
副院長（兼）教育
研修センター副
センター長

36 〇
日本心臓血管外科専門医認定機構修練指導者、三学会構成心臓血管外科専門医、日本外科学会外科
認定医・専門医・指導医、日本胸部外科学会認定医、下肢静脈瘤に対する血管内治療実施基準による
実施医、日本医師会認定産業医、臨床研修指導医養成講習会修了、臨床研修協議会主催プログラム責
任者養成講習会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、医療メディエーション基礎編研修履修

産婦人科 井　出　佳　宏
副院長（兼）緩和ケ
アセンター長（兼）医
療・福祉センター長

36 ×
日本産科婦人科学会産婦人科専門医、母体保護法指定医、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研
修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、器質性月経困難症に対する適正なホルモン治療等に
係る研修修了

神経内科 鈴　木　義　広 副院長（兼）教育
研修センター長 35 〇

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本神経学会神経内科専門医・指導医、日本リハビリテー
ション医学会認定臨床医、日本内科学会認定医制度研修医指導、臨床研修指導医養成講習会修了、医
療メディエーション基礎編研修履修、令和３年度プログラム責任者養成講習会修了

内科
（代謝内科） 木　村　　　守 副院長（兼）治験臨

床研究センター長 34 〇 日本内科学会認定内科医、日本糖尿病学会糖尿病専門医・指導医、日本内科学会認定制度研修医指導、臨床研修
指導医養成講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

麻酔科 工　藤　雅　哉 副院長 32 〇 日本麻酔科学会麻酔科専門医・指導医、麻酔科標榜医、臨床研修指導医養成講習修了
整形外科 針　生　光　博 副院長 32 〇 臨床研修指導医養成講習修了

循環器内科 菅　原　重　生
副院長（兼）循
環器センター長
（兼）TQMセン
ター長

31 〇

日本循環器学会認定循環器専門医、日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本心血管インターベンション治
療学会認定医・心血管カテーテル治療専門医・施設代表医、日本超音波医学会認定超音波専門医・指導医（循環器）、
日本クリニカルパス学会パス指導者、日本心臓病学会心臓病上級臨床医（FJCC）、日本心エコー図学会認定心エコー
図専門医、日本心エコー図学会SHD心エコー図認証医、日本心臓リハビリテーション学会心臓リハビリテーション指
導士、日本内科学会認定医制度研修医指導、臨床研修指導医養成講習会修了、植込み型除細動器/ペーシングによる
心不全治療研修履修、医療メディエーション基礎編研修履修、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、基
本的心不全緩和ケアトレーニングコース（HEPT）修了、心不全緩和ケアトレーニングコース（HEPT）指導者講習会修了

救急科 陳　　　正　浩 救命救急センター
長 32 〇

日本外科学会認定医・外科専門医、日本救急医学会救急科専門医、麻酔科標榜医、難病指定医、JATECイン
ストラクター、臨床研修指導医養成講習会修了、第３回東京都港区がんのリハビリテーション研修会修了、がん
診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、医療メディエーション基礎編研修履修、ACLS研修修了、厚
生労働省指定オンライン診療研修修了、2022年度第１回RRSセミナー～急変時の迅速対応とRRS～受講修了

放射線科 内　村　文　昭 統括部長 41 〇
日本医学放射線学会放射線診断専門医、検診マンモグラフィ読影認定医師、日本核医学会PET核医学認定医、日本医
学放射線学会研修指導者、臨床研修指導医養成講習会修了、医師臨床研修制度・研修管理委員会・委員長研修（特定
研修）修了、臨床研修協議会主催プログラム責任者養成講習会修了、宮城県対がん協会マンモグラフィ更新講習会修了

内科
（血液内科） 齊　藤　宗　一 統括部長 41 〇

日本内科学会認定内科医、日本血液学会認定血液専門医、日本医師会認定産業医、骨髄移植推進財団調整医師、ICD制度
協議会認定インフェクションコントロールドクター（ICD）、日本内科学会認定医制度研修医指導、院内感染対策講習会修了、
臨床研修指導医養成講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

泌尿器科 柿　﨑　　　弘 統括部長 41 〇 日本泌尿器科学会泌尿器科専門医・泌尿器科指導医、日本透析医学会透析専門医、臨床研修指導医養成
講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

泌尿器科 金　子　尚　嗣 統括部長 39 × 日本泌尿器科学会泌尿器科専門医・泌尿器科指導医、日本腎臓学会腎臓専門医・認定指導医、がん
診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了

内科
（呼吸器内科） 齋　藤　　　弘 診療部長（兼）内

科部長 30 〇
日本内科学会認定内科医、日本呼吸器学会呼吸器専門医・指導医、日本内科学会認定医制度研修医
指導、臨床研修指導医養成講習会修了、がんのリハビリテーション研修ワークショップ過程修了、がん
診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

内科
（代謝内科） 髙　橋　美奈子 診療部長（兼）検査

部長（兼）内科部長 27 ×

内科
（呼吸器内科） 町　屋　純　一 診療部長（兼）内

科部長 24 〇
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本呼吸器学会呼吸器専門医・指導医、ICD制度協議
会認定インフェクションコントロールドクター（ICD）、日本医師会認定産業医、日本内科学会認定医制
度研修医指導、臨床研修指導医養成講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、
日本老年医学会高齢者医療研修修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

内科
（血液内科） 菅　沢　邦　江 診療部長（兼）内

科部長 24 〇 日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本血液学会血液専門医・指導医、日本救急医学会認
定ICLSコース、臨床研修指導医養成講習修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了

内科
（腎臓内科） 中　山　隆　弘

診療部長（兼）内
科部長（兼）人工
透析室長

22 〇
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本腎臓学会腎臓専門医・指導医、日本透析医学会透析専門医・指導医、
日本リウマチ学会リウマチ専門医・指導医、多発性嚢胞腎協会PKD認定医、日本リウマチ学会登録ソノグラファー、
日本内科学会認定医制度研修医指導、腎代替療法専門指導士、臨床研修指導医養成講習修了、日本腎臓リハビリテー
ション学会腎臓リハビリテーションガイドライン講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了

内科
（腎臓内科） 後　藤　瑞　恵 内科部長 20 〇 日本内科学会認定内科医、日本リウマチ学会専門医、臨床研修指導医養成講習修了、がん診療に携わ

る医師に対する緩和ケア研修修了、ICLSコース修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了
内科
（腎臓内科） 奥　山　あゆみ 内科部長 18 〇 日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本リウマチ学会リウマチ専門医・指導医、小児慢性特定疾病指定医、臨床研修

指導医養成講習、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、ICLSコース修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了
内科（呼吸器内科） 町　田　浩　祥 内科副科長 11 × 日本内科学会認定内科医、日本呼吸器学会呼吸器専門医、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修
内科（呼吸器内科） 阿　部　航　也 内科医長 ８ × 日本呼吸器学会呼吸器専門医、日本内科学会認定内科医、向精神薬の適正使用に係る研修修了
内科（代謝内科） 阿　部　一　輝 内科医長 ７ ×
内科（代謝内科） 小　林　卓　矢 内科医長 ７ × 日本内科学会内科専門医、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修、JMECCプロバイダー、JMECC（RRS対応）コース修了
内科（腎臓内科） 田　中　智　視 内科医長 ７ × 内科専門医、平成29年度第１回山形県がん等の診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了

循環器内科 近　江　晃　樹
救命救急セン
ター副部長（兼）
循環器内科部長

21 〇

日本循環器学会認定循環器専門医、日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本救急医学会救急
科専門医、日本心血管インターベンション治療学会認定医・心血管カテーテル治療専門医、Rotablator�
Rotational�Atherectomy�System�pro、日本心臓リハビリテーション学会心臓リハビリテーション指
導士、浅大腿動脈ステントグラフト実施医、Diamondback360RCoronary�Crbital�Atherectomy�
System�Physian、Excimer� laser�system（ELCA）�Physian、日本内科学会認定医制度研修医指
導、病院前医療体制における指導医研修（初級者）、臨床研修指導医養成講習会修了、がん診療に携わ
る医師に対する緩和ケア研修修了、第２回医師向け人工呼吸管理基礎教育プログラム修了、向精神薬の
適正使用に係る研修修了、基本的心不全緩和ケアトレーニングコース（HEPT）修了、APRIN�e-learning�
Program修了、厚生労働省指定オンライン診療研修修了、JMECCプロバイダー、JATECコース修了

循環器内科 長　島　義　宜 循環器内科部長 19 〇
日本循環器学会循環器専門医、日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本心血管インターベン
ション治療学会心血管カテーテル治療専門医、腹部ステントグラフト指導医・実施医、臨床研修指導医
養成講習修了、心不全緩和ケアトレーニングコース（HEPT）修了

循環器内科 佐　藤　陽　子 循環器内科部長 18 〇
日本循環器学会循環器専門医、日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本心エコー図学会
SHD心エコー図認証医、臨床研修指導医養成講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研
修修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、厚生労働省指定オンライン診療研修修了

循環器内科 菊　地　彰　洋 循環器内科副部長 18 × 日本内科学会認定内科医、日本心血管インターベンション治療学会認定医

循環器内科 桐　林　伸　幸
救命救急セン
ター医長（兼）循
環器内科副部長

18 〇

日本循環器学会認定循環器専門医、日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本救急医学会救急科
専門医、日本不整脈心電学会認定不整脈専門医、日本心血管インターベンション治療学会認定医、日本心
血管インターベンション治療学会心血管カテーテル治療専門医、日本心エコー図学会SHD心エコー図認証
医、日本心臓リハビリテーション学会心臓リハビリテーション指導士、臨時適正検査を行う再発性の失神（不
整脈）山形県公安委員会専門医、日本ＤＭＡＴ隊員、平成26年度災害派遣医療チーム研修修了、山形県地
域災害医療コーディネーター、病院前医療体制における指導医研修（初級者）、臨床研修指導医養成講習会
修了、植込み型除細動器/ペーシングによる心不全治療研修履修、平成30年度統括DMAT研修修了、都道
府県災害医療コーディネーター研修修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、向精神薬の適
正使用に係る研修修了、第24回基本的心不全緩和ケアトレーニングコース（HEPT）修了、令和３年度山形県
災害医療コーディネート研修会修了、令和３年度山形県災害医療コーディネート研修全課程修了、JMECC
プロバイダー、JMECCインストラクター、ICLS・BLSコースディレクター、ICLS・BLSコースインストラクター

循環器内科 禰　津　俊　介 循環器内科副部長 17 〇

日本循環器学会循環器専門医、日本内科学会総合内科専門医、日本内科学会認定内科医、日本心血
管インターベンション治療学会認定医、日本プライマリ・ケア連合学会認定プライマリ・ケア認定医、難
病指定医、臨床研修指導医養成講習会修了、植込み型除細動器/ペーシングによる心不全治療研修修了、
がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、2022年度第
２回RRSセミナー～急変時の迅速対応とRRS～受講修了

循環器内科 門　脇　心　平 循環器内科科長 15 〇 臨床研修指導医養成講習修了

消化器内科 鈴　木　義　広
診療部長（兼）
消化器内科部長
（兼）入退院支
援センター長

29 〇
日本消化器病学会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医・指導医、
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本肝臓学会認定肝臓専門医、日本プライマリ・ケア連
合学会認定プライマリ・ケア認定医、日本内科学会認定医制度研修医指導、新臨床研修指導医養成講
習修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

消化器内科 青　木　政　則 診療部長（兼）消
化器内科部長 29 〇

日本消化器病学会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医、日本内科
学会認定内科医・総合内科専門医、日本肝臓学会肝臓専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認
定医、日本内科学会認定医制度研修医指導、新臨床研修指導医養成講習会修了、がん診療に携わる医
師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

消化器内科 折　居　智　彦 診療部長（兼）消
化器内科部長 25 × がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了

消化器内科 菅　原　俊　樹 診療部長（兼）消
化器内科部長 24 〇 日本消化器病学会専門医、日本消化器内視鏡学会専門医、日本内科学会認定内科医、臨床研修指導

医養成講習修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了

消化器内科 阿　蘓　里　佳 診療部長（兼）消
化器内科部長 24 〇

日本プライマリ・ケア連合学会認定プライマリ･ケア認定医・指導医、日本医師会認定産業医、臨床研
修指導医養成講習修了、緩和ケアの基本教育に関する指導者研修修了、がん診療に携わる医師に対す
る緩和ケア研修会修了、かかりつけ医認知症対応力向上研修修了、嚥下機能評価研修会修了、厚生労
働省指定オンライン診療研修修了、がんのリハビリテーション研修修了、介護支援専門員

消化器内科 渋　谷　り　か 消化器内科科長 16 ×
日本消化器病学会消化器病専門医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医、日本内科学会認定
内科医・総合内科専門医、日本静脈経腸栄養学会�Total�Nutritional�Therapy�Course修了、がん診
療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

消化器内科 角　田　道　彦 消化器内科副科長 11 × 日本内科学会認定内科医、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了
消化器内科 中　村　秀　平 消化器内科医長 ９ ×
消化器内科 渡　邉　敏　治 消化器内科医長 ９ × がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了

精神科 澁　谷　　　譲 診療部長（兼）精
神科部長 23 〇

精神保健指定医、日本精神神経学会精神科専門医、日本精神神経学会精神科専門医制度指導医、日本
老年精神医学会専門医・指導医、日本総合病院精神医学会一般病院連携精神医学専門医・専門指導医、
臨床研修指導医講習会修了、第25回日本サイコオンコロジー学会研修セミナー「精神腫瘍医コース」修了、
平成21年度精神腫瘍学の基本研修に関する指導者研修会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケ
ア研修会修了、平成26年度生活習慣病のリスクを上げる飲酒者に対する効果的な介入に関する研修修了

精神科 加　賀　雅　衣 精神科医長 ９ ×

神経内科 菊　池　謙　次 診療部長（兼）神
経内科部長 24 〇 臨床研修指導医養成講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、日本救急医学

会認定ICLSコース修了、日本医師会ACLS（二次救命処置）研修�ISLSコース修了
神経内科 鈴　木　佑　弥 神経内科副科長 10 × 日本内科学会認定内科医

神経内科 鈴　木　大　介 神経内科医長 ７ ×
日本内科学会認定内科専門医、神経内科専門医、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、
JMECC修了、日本医師会ACLS研修修了、日本医師会ACLS（二次救命処置）研修、FCCS修了、日本
救急医学会認定ICLSコース修了、庄内ICLSコース研修修了、庄内ISLS/PSLS研修

小児科 木　村　敏　之
救命救急センター
診療部長（兼）診
療部長（兼）小児
科部長

32 〇
日本小児科学会小児科専門医・指導医、日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医、日本小児科医会地域総
合小児医療認定医、日本小児科学会代議員、臨床研修指導医養成講習会修了、ミニメド620G製品トレー
ナー（CPTトレーニング修了）、向精神薬の適正使用に係る研修修了

小児科 田　邉　さおり 診療部長（兼）小
児科部長 28 〇

日本小児科学会小児科専門医、日本小児科学会出生前コンサルト小児科医認定、日本小児循環器学会小児
循環器専門医、日本小児科医会地域総合小児医療認定医、日本旅行医学会認定医、日本旅行医学会認定留
学安全管理者、ICD制度協議会認定インフェクションコントロールドクター（ICD）、臨床研修指導医ワークショッ
プ修了、かかりつけ医認知症対応力向上研修修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了

小児科 大久田　　　隆 小児科部長 18 〇 日本小児科学会小児科専門医、臨床研修指導医養成講習修了、災害時小児周産期リエゾン養成研修修
了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了

小児科 篠　崎　敏　行 小児科副部長 17 × 日本小児科学会認定小児科専門医、小児慢性特定疾病指定医、日本周産期・新生児医学会新生児蘇
生法講習会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、新生児蘇生法講習修了

外科 萩　原　資　久

救命救急センター
診療部長（兼）診療
部長（兼）外科部長
（兼）TQMセンター
副センター長（兼）
臨床工学部長

24 〇

日本外科学会外科指導医・外科専門医・認定医、日本消化器外科学会消化器外科指導医・専門医・
がん外科治療認定医、日本救急医学会救急科専門医、日本食道学会食道科認定医、麻酔科標榜医、
日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本医師会認定産業医、臨床研修指導医養成講習修了、日
本静脈経腸栄養学会�Total�Nutritional�Therapy�Course修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、
がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了

外科 矢　野　充　泰 外科部長 20 〇
日本外科学会外科専門医、日本消化器外科学会消化器外科専門医・がん外科治療認定医、臨床研修
指導医養成講習修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、臨床実習後OSCE認定評価者、
厚生労働省指定オンライン診療研修修了

担当分野 氏名 役職 臨床経験
年　　数

指導医講習会
等の受講経験 資格等

外科 中　西　　　渉 外科部長 19 〇

日本外科学会外科指導医・専門医、日本肝臓学会肝臓指導医・専門医、日本肝胆膵外科学会高度技
能専門医、日本消化器外科学会消化器外科指導医・専門医、日本消化器外科学会消化器がん外科治
療認定医、日本肝胆膵外科評議員、日本静脈経腸栄養学会�Total�Nutritional�Therapy�Course終了、
師臨床研修研修指導医講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、厚生労働省指
定オンライン診療研修修了

外科 植　木　俊　輔 外科科長 12 × 日本外科学会外科専門医、日本消化器外科学会消化器外科専門医・がん外科治療認定医、食道科認
定医、NST医師・歯科医師教育セミナー終了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了

外科 小笠原　弘　之 外科科長 12 〇
日本外科学会外科専門医、日本肝臓学会肝臓専門医、日本消化器外科学会消化器外科専門医、日本移植
学会移植認定医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本肝胆膵外科学会評議員、臨床研修指導
医講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、厚生労働省指定オンライン診療研修修了

外科 鈴　木　健　介 外科医長 ７ × 日本医師会認定健康スポーツ医、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、東北ストマリハビ
リテーション講習会終了、NST医師・歯科医師教育セミナー修了

乳腺外科 天　野　吾　郎
診療部長（兼）外
科部長（兼　乳
腺外科部長）

32 〇

日本外科学会外科専門医・指導医、日本乳癌学会乳腺専門医・指導医、検診マンモグラフィ読影認定医師、日本がん
治療認定医機構がん治療認定医、日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会乳房再建用エキスパンダー/インプラ
ント責任医師、日本乳癌検診学会評議員、乳房超音波医師講習会試験（認定）、臨床研修指導医養成講習会修了、日
本乳房オンコプラスティックサージャリー学会2014年第３回乳房再建用エキスパンダー/インプラント講習修了、日本乳
房オンコプラスティックサージャリー学会2017年第２回乳房再建用エキスパンダー/インプラント講習修了、日本乳房オ
ンコプラスティックサージャリー学会乳房再建用エキスパンダー/インプラント講習会（e-ラーニング）修了、がん診療に携
わる医師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、JOHBOC�E-Learningセミナー終了

乳腺外科 佐　藤　千　穂
外科部長
（兼　乳腺外科
部長）

18 〇

日本外科学会外科専門医、日本乳癌学会乳腺専門医・認定医、検診マンモグラフィ読影認定医師、日
本乳房オンコプラスティックサージャリー学会責任医師、乳がん検診超音波検査実施・判定医師、臨
床研修指導医養成講習修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、ジオン®注四段階注
射法講習会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了、厚生労働省指定オンライン診療研修修了、
JOHBOC�E-Learningセミナー終了、JATECコース修了

乳腺外科 菅　原　　　恵 外科科長
（兼　乳腺外科科長） 15 × 日本外科学会外科専門医、日本乳癌学会乳腺専門医、検診マンモグラフィ読影認定医師、向精神薬の適正使

用に係る研修修了、JOHBOC�E-Learningセミナー修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了

心臓血管外科 金　　　哲　樹 診療部長（兼）心
臓血管外科部長 22 × 三学会構成心臓血管外科専門医、日本外科学会外科専門医

心臓血管外科 中　村　　　健 心臓血管外科科長 15 ×

心臓血管外科 廣　岡　秀　人 心臓血管外科科
長 13 〇

日本外科学会外科専門医、腹部ステントグラフト指導医【ENDURANTステントグラフトシステム】、腹
部ステントグラフト実施医【ENDURANTステントグラフトシステム】、腹部ステントグラフト実施医【Gore�
Excluder�Endprosthesis】、腹部ステントグラフト実施医【AFXステントグラフトシステム】、腹部ステ
ントグラフト実施医【AORFIX　AAAステントグラフトシステム】、下肢静脈瘤に対する血管内焼灼術の
実施基準による実施医、臨床研修指導医養成講習修了、オンライン診療研修修了

呼吸器外科 金　内　直　樹
診療部長（兼）
呼吸器外科部長
（兼）外来がん
化学療法室長

26 〇

日本外科学会外科認定医・専門医・指導医、呼吸器外科専門医合同委員会呼吸器外科専門医、日本
呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医・指導医、日本呼吸器外科学会ロボット支援手術プロクター、日本
がん治療認定機構がん治療認定医、日本呼吸器外科学会東北地区インストラクター、日本ロボット外
科学会国内B級ライセンス、日本呼吸器外科学会評議員、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研
修会修了、臨床研修指導医養成講習会修了、医療メディエーション基礎編研修履修、Certificate�of�
daVinci�System�Training、向精神薬の適正使用に係る研修修了、2022年度第１回RRSセミナー～
急変時の迅速対応とRRS～受講修了

脳神経外科 赤　坂　雅　弘
救命救急センター診
療部長（兼）診療部長
（兼）脳神経外科部長

29 〇 日本脳神経外科学会脳神経外科専門医、日本脳卒中学会専門医、臨床研修指導医養成講習会修了、
向精神薬の適正使用に係る研修修了

脳神経外科 遠　藤　広　和 診療部長（兼）脳
神経外科部長 26 × 日本脳神経外科学会脳神経外科専門医、日本脳卒中学会専門医

整形外科 菅　原　裕　史 診療部長（兼）整
形外科部長 24 × 日本整形外科学会整形外科専門医、日本人工関節学会認定医�、日本スポーツ協会公認スポーツドクター

整形外科 岩　﨑　　　聖 整形外科部長 20 〇
日本整形外科学会整形外科専門医、日本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科指導医・脊椎脊髄外科専門医、日
本整形外科学会脊椎脊髄病医、義肢装具等適合判定医師研修修了、臨床研修指導医養成講習修了、がん診
療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、V.A.C.治療システムに関する講習および実技演習修了KYPHON　
Balloon　Kyphoplasty　Primary　Physician�Training、日本スポーツ協会公認スポーツドクター

整形外科 長　沼　　　靖 整形外科副部長 18 〇 臨床研修指導医養成講習修了
整形外科 門　馬　亮　介 整形外科科長 16 × 日本整形外科学会整形外科専門医、日本整形外科学会リウマチ医

形成外科 田　崎　紘　之 形成外科科長 13 ×
日本形成外科学会専門医、日本形成外科学会会員、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、
向精神薬の適正使用に係る研修修了、日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会乳房再建用エキス
パンダー/インプラント講習会（e-ラーニング）修了

形成外科 丸　岡　　　悠 救命救急センター副医
長（兼）形成外科医長 ８ ×

産婦人科 清　野　朝　史 診療部長（兼）産
婦人科部長 29 〇

日本産科婦人科学会産婦人科専門医・指導医、母体保護法指定医、山形県臨床研修指導医講習会修
了、日本周産期・新生児医学会新生児蘇生法「専門」コース（Aコース）修了、がん診療に携わる医師に
対する緩和ケア研修会修了、JOHBOC�E-Learningセミナー終了、医療メディエーション基礎編研修履
修、日本医師会ACLS（二次救命処置）研修修了、ISLSコース修了

産婦人科 早　坂　　　直 診療部長（兼）産
婦人科部長 28 〇

日本産科婦人科学会産婦人科専門医・指導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本産科婦人
科遺伝診療学会認定（周産期）、災害時小児周産期リエゾン養成研修修了、臨床研修指導医養成講習会修了、
がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、器質性月経困難症に対する適正なホルモン治療等に
係る研修修了、JOHBOC　E-Learningセミナー2020修了、第５回JOHBOC�e-learningセミナー修了

産婦人科 早　坂　典　子 産婦人科部長 20 × 日本産科婦人科学会産婦人科専門医・指導医、母体保護法指定医師、日本周産期・新生児医学会新生児蘇生法「専門」
コース（Aコース）修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

泌尿器科 川　村　裕　子 診療部長（兼）泌
尿器科部長 23 〇

日本泌尿器科学会泌尿器科専門医・泌尿器科指導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日
本泌尿器科学会日本泌尿器内視鏡学会泌尿器ロボット支援手術プロクター認定制度認定、臨床研修指
導医養成講習修了、がんのリハビリテーション研修修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修
会修了、向精神薬の適正使用に係る研修修了

泌尿器科 菊　田　雅　斗 泌尿器科副科長 10 × Certificate�of�daVinci�System�Training、第８回山形泌尿器腹腔鏡教育プログラム研修修了

泌尿器科 黒　川　真　行 泌尿器科医長 ９ × 日本泌尿器科学会泌尿器科専門医、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、Certificate�
of�daVinci�System�Training

眼科 高　橋　栄　二 診療部長（兼）眼
科部長 24 〇 臨床研修指導医養成講習修了

眼科 髙　橋　知　美 診療部長（兼）眼
科部長 24 〇 臨床研修指導医養成講習修了、視覚障害者用補装具適合判定医師研修修了、向精神薬の適正使用に係

る研修修了
耳鼻咽喉・
頭頸部外科 松　井　祐　興 耳鼻咽喉・頭頸

部外科副部長 17 〇 臨床研修指導医養成講習修了

耳鼻咽喉・
頭頸部外科 荒　木　直　人 耳鼻咽喉・頭頸

部外科医長 ９ ×
日本耳鼻咽喉科学会耳鼻咽喉科専門医、日本音声言語医学会音声言語認定医、がん治療認定医機構
がん治療認定医、嚥下機能評価研修会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、ボトッ
クス講習・実技セミナー（痙攣性発声障害）、ボトックス講習・実技セミナー（眼瞼痙攣・片側顔面痙攣）、
日本医師会ACLS（二次救命処置）研修修了、JMECC

耳鼻咽喉・
頭頸部外科 鎌　田　恭　平 耳鼻咽喉・頭頸

部外科医長 ８ × 日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学会耳鼻咽喉科専門医、難病指定医（耳鼻咽喉・頭頸部外科）、嚥下機能評価
研修会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了、厚生労働省指定オンライン診療研修修了

放射線科 黒　田　勇　気 放射線科部長 19 〇
日本医学放射線学会放射線治療専門医、日本放射線腫瘍学会放射線治療専門医、日本がん治療認
定医機構がん治療認定医、日本医学放射線学会研修指導者、日本放射線腫瘍学会研修指導者講習、
臨床研修指導医養成講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、塩化ラジウム
（Ra-223）注射液を用いたRI内用療法における適正使用に関する安全取扱講習会

放射線科 滝　澤　一　穂 放射線科副科長 10 × 日本医学放射線学会放射線診断専門医、日本核医学会PET核医学認定医、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了

麻酔科 小　倉　真由美 診療部長（兼）麻
酔科部長 22 〇 日本麻酔科学会麻酔科専門医・指導医、日本心臓血管麻酔学会心臓麻酔専門医、麻酔科標榜医、日

本周術期経食道心エコー認定医、臨床研修指導医講習会修了
麻酔科 中　村　直　久 麻酔科科長 12 〇 日本集中治療医学会認定集中治療専門医、日本麻酔科学会麻酔科専門医・認定医、臨床研修指導医養成講習修了

麻酔科 松　内　太　郎 麻酔科医長 ９ 〇 日本麻酔科学会麻酔科認定医・専門医、麻酔科標榜医、臨床研修指導医養成講習修了、がん診療に
携わる医師に対する緩和ケア研修修了、ACLSプロバイダー

救急科 緑　川　新　一

救命救急セン
ター診療部長
（兼）診療部長
（兼）救急科部
長

23 〇

日本救急医学会救急科専門医、日本医師会認定産業医、日本旅行医学会認定医、日本旅行医学会認
定留学安全管理者、山形県地域災害医療コーディネーター、山形県臓器移植院内コーディネーター、
爆発物災害対策担当者養成講習会修了、厚生労働省指定オンライン診療研修修了、厚生労働省指定緊
急避妊薬の処方にかかるオンライン診療研修修了、日本救急医学会認定ICLSコースディレクター、日本
救急医学会認定ICLS指導者養成ワークショップディレクター、JPTECインストラクター、JATECインス
トラクター、ITLSアドバンストインストラクター－７th　Edition－、ITLSアクセスインストラクター－７
th　Edition－、ITLSペディアトリックインストラクター（小児）、ITLSインストラクター、ISLS認定ディレ
クター、ISLS認定ファシリテーター、ISLS認定コーディネーター、MCLSインストラクター、AMLSプ
ロバイダー、NAEMTインストラクター、CBRNEテロ対策（MD）責任者、NAEMTアソシエイト、有毒
化学物質の取り扱い及び化学災害対策担当者養成講習修了、2015年救急医療における脳死患者の対
応セミナー修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会修了、臨床研修指導医ワークショップ
修了、山形県地域災害医療コーディネート研修修了

救急科 德　永　雅　巳
救命救急セン
ター医長（兼）救
急科副科長

10 ×
日本静脈経腸栄養学会�Total�Nutritional�Therapy�Course修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修
了、日本医師会ACLS（二次救命処置）研修�ISLSコース修了、日本医師会ACLS（二次救命処置）研修�ICLSコース
修了、FCCSプロバイダーコース修了、第２回医師向け人工呼吸管理基礎教育プログラム修了、JATECコース修了

病理診断科 西　田　晶　子 診療部長（兼）病
理診断科部長 27 〇 日本病理学会病理専門医、日本病理学会病理専門医研修指導医、日本臨床細胞学会細胞診専門医、

臨床研修指導医講習会修了、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修修了

●プログラムについて

●医師紹介・メッセージ

臨床研修 　研修医の希望を叶えるため、自由選択研修を最大限に確保。研修医の多様性に配慮し、研修医と指導医が協議してカリキュラムを決定しています。
北庄内の中核病院として非常に多くの症例が集中しており、救命救急センターにより、さらに多くの症例経験が可能となります。
また、平成26年度から那覇市立病院で研修を行っています。気象条件や生活習慣が異なる沖縄での研修が好評となっています。
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●病院の概要
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●募集について

臨床研修 ●�学会、研修会�
• 各診療科指導医による救急講義や漢方専門医による漢方講義、外部講師を招いた研修会を院内で開催。�
• 学会、研修会等に参加の際は旅費及び参加費の支給あり。�
• JATEC、ACLSなどの資格取得の受講料も助成。

●�その他の勤務環境�
• 論文検索環境として、図書館、UpToDateAnyWhere 等あり。

●�周辺のレジャー施設等�
　日本で初めてユネスコ食文化創造都市ネットワークの「食文化分野」に認定され、
味わいの深い飲食店が数多く存在することは、鶴岡の歴史と文化に裏打ちされてい
ます。市の中心部には鶴ヶ岡城址の鶴岡公園や藩校致道館、大宝館などの歴史的建
造物が立ち並び、少し足を伸ばせばクラゲの展示種類数世界一の『加茂水族館』や
あつみ温泉・湯野浜温泉等数々の温泉があります。日本遺産に認定された出羽三山、
松ヶ岡開墾場や夕日が美しい日本海など大自然に囲まれた環境です。
●�病院見学�

• 随時受付。ホームページの専用フォームから申込可（往復交通費助成）。

●令和６年度研修医募集定員：６名（予定）
●令和５年度研修受入数：１年次：３名� • ２年次：５名（ほか協力型病院としても受入れ）
●処遇：��• �給与：年間概算支給見込額　１年次：710万円、２年次：960万円�

基本給（基本手当含む）は、１年次：432,544 円、２年次：469,272 円。�
他に住居、通勤、時間外、宿日直等の手当あり。

��　　　　��• �健康保険、厚生年金などあり。医師賠償責任保険は、病院で加入。
　　　　��• 有給休暇は 20日（４月に採用される年は 15日）。ほか夏季、年末年始休暇等あり。
●公舎：集合住宅形式 40戸、一戸建て１戸。
●募集及�び採用の方法�

• 募集方法：公募　　　　 •選考方法：面接（往復交通費助成）�
• マッチング利用：有　　 •応募締切：令和５年８月末日（予定）�
• 試験日：令和５年７月～９月中旬（予定）

●診療科ごとの入院患者・外来患者の数
診療科名 年間入院

患者実数
平 均 在
院 日 数

年間新外
来患者数

１日平均外
来 患 者 数

年間外来
診療日数

常 勤
医 師 数 指導医数

内 科 1,607 17.5 9,191 216.0 243 ６ ４
精 神 科 ０ ０ ２ 2.0 243 ０ ０
神 経 内 科 347 18.1 285 22.0 243 ２ ２
呼 吸 器 科 125 22.0 171 12.4 243 １ １
消 化 器 科 988 13.8 750 47.6 243 ３ ２
循 環 器 科 541 24.8 210 34.7 243 ５ ３
漢 方 内 科 ０ ０ 26 4.5 243 （１） （０）
小 児 科 854 7.7 2,692 57.7 243 ７ ５
外 科 1,475 9.4 535 63.0 243 ６ ５
整 形 外 科 1,102 16.9 1,455 61.9 243 ７ ４
形 成 外 科 １ 1.0 241 7.9 243 ０ ０
脳 神 経 外 科 459 16.9 586 20.5 243 ２ １
呼 吸 器 外 科 ０ ０ 29 4.3 243 ０ ０
心 臓 血 管 外 科 ０ ０ 20 2.2 243 ０ ０
小 児 外 科 95 5.6 47 6.1 243 ４ ２
皮 膚 科 11 20.2 169 5.8 243 １ １
泌 尿 器 科 422 8.6 474 51.6 243 ２ ２
産 科・ 婦 人 科 689 8.5 382 33.1 243 ４ ２
眼 科 343 1.9 548 34.1 243 ３ ０
耳 鼻 咽 喉 科 21 1.7 215 7.9 243 １ ０
放 射 線 科 ０ ０ 151 22.1 243 ２ １
歯 科 口 腔 外 科 174 5.8 1,086 21.4 243 ４ ０
麻 酔 科 ０ ０ 13 4.9 243 ２ １
中 央 検 査 科 ０ ０ ０ 0.0 243 （１） （１）
病 理 科 ０ ０ ０ 0.0 243 ２ ０
（注）漢方内科及び中央検査科の医師は兼務　　※患者数は令和４年度、医師数は令和５年４月現在

●救急患者受入人数（令和４年度実績）� 19,687 人
●各種指定・認定状況（令和５年４月現在）
�• 未熟児養育医療機関
�• 原子爆弾被爆者一般疾病医療機関
�• 救急告示医療機関
�• エイズ治療拠点病院
�• 災害拠点病院
�• 臨床研修病院

�• 地域医療支援病院
�• 山形県地域周産期母子医療センター
�• 山形県がん診療連携指定病院
�• 日本医療機能評価機構認定（一般病院２、〈３rdG:Ver.1.1〉）
�• 山形 DMAT指定病院

●学会認定の状況（令和５年４月現在）
�• 日本循環器学会循環器専門医研修施設
�• 日本外科学会外科専門医制度修練施設
�• 日本消化器外科学会専門医修練施設
�• 日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設
�• 日本乳癌学会関連施設
�• 日本周産期・新生児医学会専門医制度指定研修
施設（新生児）
�• 日本周産期・新生児医学会専門医制度指定研修
施設（母体・胎児）
�• 日本脳神経外科学会専門医関連施設
�• 日本小児科学会専門医研修施設
�• 日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関
�• 日本泌尿器科学会専門医関連教育施設
�• 日本整形外科学会専門医制度研修施設
�• 日本病理学会研修登録施設
�• 日本臨床細胞学会認定施設
�• 日本麻酔科学会麻酔科認定病院
�• 日本臨床栄養代謝学会NST稼働施設
�• 日本栄養療法推進協議会NST稼動施設
�• 日本口腔外科学会認定准研修施設
�• 日本医療薬学会がん専門薬剤師研修施設
�• 日本がん治療認定医機構認定研修施設
�• 日本アレルギー学会認定教育施設（旧制度）

�• 日本緩和医療学会認定研修施設
�• 日本手外科学会基幹研修施設
�• 日本臨床衛生検査技師会精度保証施設
�• 病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）
�• NCD（National�Clinical�Database) 施設
�• 日本脳卒中学会研修教育施設
�• 日本認知症学会教育施設
�• 山形県がん診療連携指定病院
�• 日本消化器病学会関連施設
�• がん病態栄養専門管理栄養士研修実地修練施設
�• 日本神経学会専門医制度准教育施設
�• 久留米大学認定教育関連診療科
�• 母体保護法指定医師研修機関
�• 日本肝胆膵外科学会高度技能専門医修練施設B
�• 日本病院総合診療医学会認定施設
�• 日本小児外科学会教育関連施設Ｂ
�• 山形大学医学部附属病院連携医療施設
�• 日本脊椎脊髄病学会椎間板酵素注入療法実施可
能施設
�• 日本臨床神経生理学会認定施設
�• 一次脳卒中センター（PSC）
�• 日本産科婦人科内視鏡学会認定研修施設
�• 日本東洋医学会研修施設
�• 日本歯科麻酔学会研修機関

　当院は、日本海に面した庄内地方の南域、１市２町の人口約
150,000人の医療圏における唯一の基幹病院です。平成15年に、免
震構造と屋上ヘリポートを備える災害拠点病院として移転・新築さ
れ、現在、一般病床476床、周産期母子医療センター12床（NICU ６、
GCU ６）、集中治療センター23床（ICU ６、HCU ９、救急ベッド８）、
人間ドック10床の計521床を有しています。
　平成25年に創立100周年を迎えた歴史と伝統のある病院で、地域全
体の医療の充実と診療圏住民の生命・健康を守ることを使命としてい
ます。
　近年、 地域医療機関への支援とともに、連携、役割分担の推進を
担う「地域医療支援病院」の承認（平成20年12月）、24時間体制での
NICUを含む新生児医療、産科の周産期に係る高度な医療を行う「山
形県地域周産期母子医療センター」の認定（平成22年６月）を受けてお
ります。がん診療においては、外科手術、化学療法、放射線療法、緩
和ケアや地域の医療機関等との連携に取り組み、質の高い診療が認め
られ「山形県がん診療連携指定病院」に指定（平成22年10月）されてお
ります。がん診療の画期的な診断技術を発表した慶應義塾大学先端生
命科学研究所が進めるがん研究にも、地域の医師会とともに協力体制
を築いております。また、平成29年４月には、国立がん研究センター・
鶴岡連携研究拠点が開所、さらに、令和２年７月には、同センター東
病院と医療連携に関する協定を締結するなど、関係機関と共に研究活
動を実施しております。
　年間の患者数は、入院が延べ約132,000人、外来が約181,000人、
救急が約20,000人で、手術件数（手術室分）は約3,500件です。救急車
受入数は、約3,700件で、様々な疾患の患者さんが来院される急性期
病院です（すべて令和４年度実績）。
　職員が一致団結し、心のこもった患者サービスの向上に努めるとと
もに、市民から信頼され地域医療に貢献できる質の高い医療人の育成
に努めております。

鶴岡市立荘内病院 病 院 長：鈴木　聡
病 床 数：521【一般：521】
医 師 数：75
診 療 科 目：�内、精、神内、呼、消、循、漢、小、外、整、形、脳外、呼外、心外、

小外、皮、泌、産、婦、眼、耳、歯口、麻、リハ、放、病

●�問い合わせ先�
鶴岡市立荘内病院　総務課経営企画係�
tel.0235-26-5111（内線6327）　fax.0235-26-5110�
E-mail：rinken@shonai-hos.jp〒997-8515　鶴岡市泉町4番20号　https://www.shonai-hos.jp/

●指導医・研修医からのメッセージ
◎プログラム責任者：小児科医長　佐藤　紘一

　当院は庄内二次医療圏南部に位置し、災害拠点病院、地域周産期母子医療センターの指定を

受けた基幹病院です。

　現在まで、東北地方のみならず関西・九州・沖縄地方の大学など全国から研修医を受入れ、

その後全国に羽ばたいてもらっています。

　初期研修医の皆さんには２年間で基幹病院の救急外来を守る主役になってもらえるよう、１

年目ではBLSやACLSなどの教育コースを病院負担で受講してもらい、２年目からは１年目の指

導はもちろんのこと主体的に重症患者を診療してもらいます。さらに２年目には京都府や沖縄

県などの協力型臨床研修病院での短期研修も可能（令和６年度プログラムより追加予定）で、全

国の研修医の先生方と一緒に働いて刺激を受けることができます。

　将来、何科に進んだとしても、どこで働いたとしても当院の救急外来で養ったマネジメント

力や度胸は必ず活かされると思います。

　廊下ですれ違うコメディカルが皆気持ちよく挨拶を交わす、そんな病院で医師としての第一

歩を踏み出しませんか。やる気次第で広がる可能性は無限大、可能性を広げに来てください。

◎２年次研修医

　当院の研修では、救急症例を多く積める点が大きな特徴です。年間の救急車搬入台数は3000

台以上に対して常勤医師数が少ないため、必然的に研修医がファーストタッチして活躍できる

場面が多いです。そのため研修期間中でメジャーな疾患・症例はほぼ全て経験することができ

ます。

　興味がある方は救急診療で役立つBLS,ACLS,JATECなどの講習を受講することも可能です。

受講の際は参加費・交通費を支給して貰えるのも嬉しいポイント。

　築浅の医師公舎（１Kは無料）には消雪付き駐車場（無料）、オートロック、宅配BOX、床暖房、

IHコンロ、広々とした湯船などが付いており、とても快適に過ごすことができます。

　また東京へのアクセスも良好で、近くにある庄内空港から１時間程度で羽田空港へ行けます。

そのため週末に東京へ刺激を求めて遊びに行くことも可能です。

　見学の際は交通費と宿泊費の補助が出るので、興味のある方はぜひ一度見学に来てみてくだ

さい。

●常勤勤務医師紹介（指導医）

担当分野 氏名 役職

指 導 医
講習会等の
受講経験�
有：○
無：×

資格等

内科 安　宅　　　謙

内科系診療部長（兼）臨
床工学室長（兼）内科主
任医長（兼）血液浄化療
法センター長（兼）物流
管理センター長

〇 指導医養成講習会修了

内科 小　池　千　里 診療部次長（兼）内科主
任医長 〇 日本内科学会（指導医、総合内科専門医、認定内科医）、日本血液学会（専門医）、

指導医養成講習会修了
内科 竹　田　文　洋 副主任医長 ×

内科 和　泉　典　子 医長（兼）中央検査科長 〇
日本内科学会（指導医、総合内科専門医、認定内科医）、日本緩和医療学会（認
定医、研修指導者、緩和ケアの基本教育に関する指導者研修会受講）、日本がん
治療医認定機構（指導医）、日本医師会（認定産業医）、指導医養成講習会修了

内科
（救急） 菅　　　秀　紀 副主任医長 〇 日本DMAT隊員、日本内科学会（認定内科医）、指導医養成講習会修了、臨床

研修プログラム責任者養成講習会修了

神経内科 丸　谷　　　宏 診療部主幹（兼）神経内
科主任医長 〇

日本神経学会（指導医、専門医）、日本脳卒中学会（専門医）、日本内科学会（指
導医、総合内科専門医、認定内科医）、日本認知症学会（指導医、専門医）、
指導医養成講習会修了

神経内科 佐　藤　和　彦 医員 〇 日本神経学会（専門医）、日本専門医機構（内科専門医）、日本医師会認定産業
医、指導医養成講習会修了

消化器科 古　屋　紀　彦
診療部主幹（兼）消化器科
主任医長（兼）消化器病セ
ンター副センター長

〇 指導医養成講習会修了

消化器科 宮　澤　弘　哲 医長 〇
日本内科学会（認定内科医、総合内科専門医）、日本消化器病学会（専門医）、
日本静脈経腸栄養学会（TNTコース修了）、PEG・在宅医療学会（嚥下機能評
価研修会修了）、指導医養成講習会修了

消化器科 土　田　秀　元 医長 × 日本内科学会（認定内科医、総合内科専門医）、JMECC�日本内科学会認定内
科救急・ICLS講習会修了

循環器科 佐　藤　　　匡
統括診療部長（兼）栄養
科長（兼）循環器科主任
医長

〇
日本循環器学会(専門医)、日本内科学会（指導医、総合内科専門医、認定内科
医）、日本心臓リハビリテーション学会（心臓リハビリテーション指導士）、日本
心血管インターベンション治療学会（認定医）、指導医養成講習会修了

循環器科 石　垣　大　輔 医長 〇 日本循環器学会（専門医）、日本内科学会（認定内科医）、指導医養成講習会修
了

循環器科 小　林　祐　太 医長 × 日本循環器学会（専門医）、日本内科学会（認定内科医）、日本心臓リハビリテー
ション学会（心臓リハビリテーション指導士）

循環器科 小　島　研　司 参与 〇 日本循環器学会（専門医）、日本内科学会（指導医、認定内科医）、指導医養成
講習会修了

小児科 齋　藤　な　か 診療部主幹（兼）小児科
主任医長 〇

日本小児科学会（専門医、指導医）、日本小児神経学会（専門医）、日本臨床神
経生理学会（指導医、専門医（脳波部門））、日本てんかん学会（指導医、専門医）、
ICD制度協議会（インフェクションコントロールドクター）、指導医養成講習会修了

小児科 吉　田　　　宏 主任医長（兼）NICUセン
ター長 〇

日本小児科学会（指導医、専門医）、日本周産期・新生児医学会（周産期新生
児専門医指定研修施設暫定指導医）、新生児蘇生法専門コースインストラク
ター、指導医養成講習会修了

小児科 阿　部　　　裕 医長 〇 日本小児科学会（指導医、専門医）、日本小児神経学会（専門医）、日本人類遺
伝学会（臨床遺伝専門医）、指導医養成講習会修了

小児科 佐　藤　紘　一 医長 〇
日本小児科学会（指導医、専門医）、日本救急医学会（専門医）、日本DMAT隊
員、日本集中治療医学会（専門医）、指導医養成講習会修了、臨床研修プログ
ラム責任者養成講習会修了

小児科 佐　藤　聖　子 医長 × 日本小児科学会（専門医）

小児科 篠　原　　　健 医長 〇 日本小児科学会（専門医）、日本周産期新生児医学会（専門医）、新生児蘇生法
専門コースインストラクター、指導医養成講習会修了

外科 鈴　木　　　聡 院長（兼）看護専門学校
長 〇

日本外科学会（指導医、専門医）、日本消化器外科学会（指導医、専門医）、日本
腹部救急医学会（暫定教育医、認定医）、マンモグラフィー読影評価B-1、がんリ
ハビリテーション研修修了、日本病院総合診療医学会（認定医）、日本医師会（認
定産業医）、日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）、指導医養成講習会修了

外科 坂　本　　　薫
診療部主幹（兼）外科主
任医長（兼）集中治療セ
ンター長

〇 日本外科学会（専門医）、日本消化器外科学会（指導医、専門医、認定医）、指
導医養成講習会修了

外科 白　幡　康　弘
診療部主幹（兼）消化器
病センター長（兼）外科
副主任医長

〇

日本外科学会（指導医、専門医、認定医）、日本消化器外科学会（指導医、専門医、
認定医）、日本肝胆膵外科学会（評議員、高度技能指導医）、麻酔科標榜医、日
本肝臓学会（肝臓指導医、肝臓専門医）、日本病院総合診療医学会（指導医、認
定医）、日本腹部救急医学会（評議員）、日本膵臓学会（指導医）、日本医師会（認
定産業医）、日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）、指導医養成講習会修了

外科 島　田　哲　也 医長 〇 日本外科学会（専門医）、日本消化器外科学会（専門医、認定医）、指導医養成
講習会修了

外科 太　田　依璃子 医長 〇
日本外科学会（専門医）、日本消化器外科学会（専門医、認定医）、日本肝臓学
会（肝臓専門医）、日本病院総合診療医学会（認定病院総合診療医）、指導医養
成講習会修了

整形外科 後　藤　真　一 診療部主幹（兼）整形外
科主任医長 〇 日本整形外科学会（専門医）、日本手外科学会（指導医・専門医）、指導医育成

講習会修了

整形外科 土　屋　潤　平 リハビリテーション科
長（兼）副主任医長 〇 日本整形外科学会（専門医）、日本手外科学会（専門医）、日本フットケア・足

病医学会（下肢創傷処置・管理のための講習会修了）、指導医養成講習会修了

整形外科 岡　田　宗一郎 医長 〇 日本整形外科学会（専門医）、日本人工関節学会（認定医）、指導医育成講習会
修了

整形外科 福　原　　　宗 医長 〇 日本整形外科学会（専門医）、指導医育成講習会修了
整形外科 須　田　義　裕 医長 × 日本整形外科学会（専門医）

脳神経外
科 佐　藤　和　彦

副院長（兼）脳神経外科
主任医長（兼）救急セン
ター長

〇
日本脳神経外科学会（専門医）、日本脳卒中学会（専門医）、日本脳神経血管内
治療学会（専門医）、日本認知症学会（専門医）、日本病院総合診療医学会（認
定医）、メディカルコントロール指導医セミナー修了、日本神経内視鏡学会（技
術認定医）、山形県医師会（認定かかりつけ医）、指導医養成講習会修了

小児外科 八　木　　　実 病院事業管理者 ×
日本外科学会（指導医、専門医）、日本小児外科学会（指導医、専門医）、日本
静脈経腸栄養学会（指導医、認定医）、日本消化管学会（指導医、専門医、認
定医）、日本東洋医学会（漢方専門医）、日本東洋医学会指導医、日本消化器
外科学会（認定医）

小児外科 大　滝　雅　博
外科系診療部長（兼）小
児外科主任医長（兼）医
療安全管理部長

〇
日本小児外科学会（指導医、専門医）、日本外科学会（指導医、専門医）、日本
病院会（医療安全管理者）、日本嚥下医学会（嚥下機能評価研修会修了）、指導
医養成講習会修了

担当分野 氏名 役職
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小児外科 阿　部　尚　弘 医長 〇 日本外科学会（専門医）、指導医養成講習会修了
泌尿器科 阿　部　　　寛 主任医長 〇 日本泌尿器科学会（指導医、専門医）、指導医養成講習会修了

泌尿器科 藤　田　　　英 医長 〇

日本泌尿器科学会（専門医）、日本救急医学会（認定ICLSコースディレクター）、
アメリカ心臓協会（BLSインストラクター・ACLSコースディレクター）、医師少
数区域経験認定医、日本アイソトープ協会塩化ラジウム（Ra-223）注射液を用
いたRI内用療法における適正使用に関する安全取扱講習会修了、SpaceOAR
システムトレーニング修了、Rezumシステムトレーニング修了、指導医養成講
習会修了

産科 五十嵐　裕　一
副院長（兼）診療部地域
医療連携室長（兼）産科
医長（兼）婦人科医長

〇
日本産科婦人科学会（指導医、専門医）、周産期専門医制度（母体・胎児専門
医指導医）、山形県医師会（母体保護法指定医）、新生児蘇生法専門コースイン
ストラクター、日本緩和医療学会（緩和ケアの基本教育に関する指導者研修会
修了）、指導医養成講習会修了、臨床研修プログラム責任者養成講習会修了

婦人科 高　柳　健　史 診療部主幹（兼）婦人科
主任医長（兼）産科医長 × 日本産科婦人科学会（指導医、専門医）、山形県医師会（母体保護法指定医）

産科 矢　野　　　亮 産科主任医長(兼)婦人科
医長 〇

日本産科婦人科学会（指導医、専門医）、日本婦人科腫瘍学会（専門医）、日本
産科婦人科内視鏡学会（「腹腔鏡」技術認定医）、日本周産期・新生児医学会
（新生児蘇生法「専門」コース（Aコース）修了）、ALSOプロバイダーコース修了、
がんのリハビリテーション研修修了、指導医養成講習会修了

眼科 小　林　達　彦 医長 × 日本眼科学会（専門医）

麻酔科 栗　原　一　貴 主任医長（兼）手術セン
ター長 〇 日本麻酔科学会（専門医、認定医）、厚生労働省（麻酔科標榜医）、日本心臓血

管外科麻酔学会（日本周術期経食道心エコー認定）、指導医養成講習会修了
麻酔科 岸　　　正　人 医員 × 日本麻酔科学会（指導医）、厚生労働省（麻酔科標榜医）

放射線科 斉　藤　聖　宏
診療部主幹（兼）放射線
科科長（兼）放射線科主
任医長

〇 日本放射線学会（放射線診断専門医、研修指導者）、肺がんCT検診認定医師、
指導医養成講習会修了

放射線科 長　畑　仁　子 医長 × 日本医学放射線学会（放射線診断専門医、研修指導医）、検診マンモグラフィ
読影認定

病理科 内ヶ﨑　新　也 病理科長（兼）病理科主
任医長 × 病理専門医（日本病理学会）

病理科 椿　谷　みさお 医長 ×

●プログラムについて

●医師紹介・メッセージ

臨床研修
・南庄内地域唯一の基幹病院であり、急性期・重症症例を数多く経験できる。
・救急患者数が年間約20,000人と多く、救急症例を幅広く研修することができる。
・手術件数も年間約3,500件で、基本的な手術手技また挿管手技を含めた麻酔・救急蘇生の技術を十分に習得できる。
・内科系はマンツーマン指導で、プライマリ・ケアの修得には十分な症例数がある。
・１学年定員６名と少人数制で、約11か月の選択科期間に、希望する診療科を十分に研修できるフレキシブルなプログラムである。

●研修スケジュール
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１年次
オリエ
ンテー
ション

内科 救急部門 内科 外科 小児科 救急部門
（麻酔科） 選択科

２年次 地域医療 産婦人科 精神科 選択科
※必修科目の７科（内科、外科、小児科、産婦人科、精神科、救急、地域医療）のうち、外科、小児科、産婦人科、精神科の４科はそれぞれ４週研修します。
※一般外来研修は、内科、外科、小児科、地域医療研修期間中に計４週以上研修します。
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